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『青春時代の思い出』

　この命題が与えられたら、みんなはなんて答えるだろうか。

　恋愛？

　学業？

　それとも親友と過ごした時間？

　まぁ、きっと大半の人はこんな青いことを言うだろう。けど、俺はこの一般的な回答のどれにも当てはまらない。

　恋愛……年齢＝彼女いない歴れきだけど何か？

　学業……毎日バイトばかりで高校生活始まって早々に進級の危機を感じてますが？

　親友……そもそも友達って何？

　とまぁ、こんな感じ。

　とくに恋愛に現うつつを抜かすなんて一番有り得ない。あんな口約束による不確かなそして、気を遣う面倒くさい関係……。そんなの、こっちから願い下げだ。

　これは僻ひがみではなく本心。素直な気持ちだ。

　じゃあもし、最初の命題に答えるとしたら……。強いて俺の回答をあげるなら「俺の青春はアルバイト」ってとこだろう。

　ってか、それにしか時間かけてないし……。だから当然、部活動のような青春が溢あふれていそうな活動には一切参加していない。ま、したくもないけど。

　俺の生活におけるルーティンは、学校が終わったら十七時からのバイトに行く。土日は、九時から十八時まで……とにかくこの繰り返し。

　それが常盤ときわ木ぎ翔と和わの不変の毎日だ。けど、

「今日はミスったなぁ」

　俺は信号待ちをしながら天を仰ぐ。

　初夏の日差しがとても眩まぶしく、俺をカラカラに干からびさせようとしているようだ。

「はぁ……」

　深く息をはき、じんわりと滲にじむ汗を手で拭う。

　あー、勿もつ体たいない。今日は定期テストの最終日で早帰りだというのに……。バイトを早めに入れるのを忘れてしまった。シフト提出を適当にしてしまった自分を恨みたい。

　信号が青に変わり、俺はペダルに足を掛けゆっくりと漕こいでいく。古い自転車だからか、金属の擦こすれる音がキィキィと聞こえ少し喧やかましい。




　俺はバイトが好きだ。理不尽なこともあるが、それを踏まえてもバイトをすることを楽しく思う。時間を割けばそれなりに成果が得られるし、働いてゼロになることはない。

　まぁ正確には成果ではなく、労働に見合った対価──つまりはＷＩＮ‐ＷＩＮな関係だけど。

　でもそんな金銭の繫つながりだけのドライな関係が丁度よく、そして心地よく感じる。

　学生なら「友人と遊んだりすればいいじゃないか」とか「バイトばっかりで、青春しないなんて勿体ない」って言われるかもしれない。

　そんな奴やつに一言だけ言わせてくれ。「馬鹿野郎！」と……。

　そもそも、いかにも学生みたいな生活を送るのは、一部の特権階級の持主だけ。その持主だけが、日々を謳おう歌かし華やかに暮らしている。

　俺のようなスクールカースト下位のＣグループ、Ｄグループに所属している人間には味わうことの出来ない生活だろう。

　だからと言って、それを羨ましいとは思わない。世間一般で言うリア充になりたいと俺自身、欠片かけらも思っていないからだ。

　けど、俺と同じような日陰者でありながら図ずう々ずうしくも、なんとかその位置に行きたいとか、羨望の眼まな差ざしを向ける奴もいることだろう。そんな奴らに一つ俺から言葉を贈ろう。




　──諦めろ。




　ただ、それだけ。

　隣の芝生は青く見えるというだけで、所詮は無い物ねだり。今の自分の状況に満足しなくてはいけない。

　ちなみに俺は今の状況に満足している。だから、スクールカースト上位に行きたいという向上心は、当然ながら持ち合わせていない。

　まぁ絶対に有り得ないことだが、仮にＡグループ入りの圏内にいたとしても、俺は今の生活を選ぶだろう。

　あんな気を遣う、気苦労が絶えない生活を送りたくないしね。うんうん。

「……うん？」

　不意に湧いてきた違和感に首を傾かしげ、俺は自転車を降りた。いつも通りの代わり映えのしない殺風景な公園……の筈はずなのに何かが違う。

　俺は、それを確かめるように一歩ずつ足を進める。そして、近づくにつれその違和感が確信へと変わっていった。

「……若わか宮みや凛りん」

　透き通るような白い肌、まるで人形のようだと感じてしまう程の整った容姿。腰まで伸びたブロンドの髪が風になびいてサラサラと揺れ、ベンチに腰掛けた彼女を木々から溢れる木漏れ日が、まるでスポットライトのように照らしている。

　神々しいな、全く……。

　その輝かしい存在を確認すると俺の顔が自然と引きつった。

　なんであんなリア充の代表格のような存在がいるんだよ……。

　若宮凛は同じ学校の生徒である。

　ただ、クラスは違うので入学してから一度も話したことがない。彼女と話す機会が唯一あるとすれば、廊下ですれ違った時ぐらいのものだろう。でも、こちらから話し掛けるなんてことは当然ないわけで、だから彼女は俺のことなんて知らないだろう。

　まぁそもそも学校のモブである俺は、その他景色にすっかり溶け込んでいるからすれ違ったことすら気がついていないかもしれない。

　けど、俺は彼女のことを知っている。

　何故なぜなら若宮凛は、学校の中で知らない人がいない程の超有名人だからだ。

　入学式の時は、入試得点満点ということで新入生代表として壇上に上がり、そしてスポーツをやれば色々な部活から声が掛かる。

　その上、その目を惹ひく見た目と可愛かわいさ……。こいつ神に愛され過ぎだろ！　と叫びたくなる程、全てを持ち合わせている。

　文武両道。

　容姿端麗。

　才色兼備。

「その言葉全てが彼女から生まれた言葉である」と言われても納得してしまう。

　若宮凛は、俺とは違いＳＳＳグループに属する究極のリア充……。いや、並び立つものがいないワントップの輝かしい存在という方が正しいかもしれない。

　リア充の中の女神様、つまりはリア神がみだ。

　そんな有名人がなんで、学校からこんな離れたところにいるんだよ……。

　まぁ、俺には関係ないことだけどさ。なんせ、住む次元が違い過ぎる。

　俺はため息をつき、彼女の前を通り過ぎ──

『ぐぅ……』

　彼女の目の前を過ぎたところで、微かすかに聞こえた情けない音を耳が拾った気がした。

　気のせいか？

『ぐぅぅぅ……』

「はぁ……」

　今度はリア神のため息付きである。これは気のせいじゃないだろう。

「どうして忘れてしまったのでしょうか……」

　無視して立ち去ればいい。何も聞こえなかったでいいじゃないか。だが、人というのは不思議な生物で一度気になっては、後ろ髪を引かれる思いを拭い切れない。

「あーくそっ！　仕方ねぇ……」と心の中で悪態をついた。

　俺はバイト先に急いで行き、そこで買った食べ物を若宮の前に突き出す。

「これは……なんですか？」

「見てわかるだろ。ポテトだよ」

　若宮は、俺をチラッと見ると抑揚のない声で一言「結構です」と言った。

　悲しい話だが、この反応は至極当然だ。特に関わったことがない男に食べ物を突然渡される。不審に思うのは当たり前のことだろう。

「何か裏があるんじゃないか」「毒が仕込まれている？」みたいな考えが浮かんでも仕方ない。

　やや怪け訝げんな目で俺を見る彼女。あからさまな不快感を出さない辺り、大人な対応である。

　こういった出来事に慣れているとも言える気はするが……。まぁ、美少女であるリア神には日常茶飯事なのだろう。

　俺は若宮の座っている横にポテトが入った紙袋を置く。

　そして美味おいしそうな匂いを察知したように『ぐぅ』と再びお腹なかが鳴った。随分と素直なお腹である。

　若宮は耳を真っ赤に染めて、自分のお腹を慌てて押さえ顔を伏せてしまった。その可愛らしい様子に思わず苦笑する。

「先に言っとくとお礼はいらん。ただのお節介で、なんとなく見て見ぬ振りをするのが嫌だっただけだ。それに、所詮は廃棄するやつだし……。たまたま……そう、たまたま貰もらっただけだから気にする必要はない」

「たまたま……です、か」

「そっ」

「それにしては、まだ温かいようですが？」

「それは、たまたまよかったな。ま、とりあえず食べてくれ。いらなかったら悪いけど捨ててくれると助かる。んじゃ」

「あのっ！」

　後ろで何かを言っている彼女を尻目に、俺は足早にその場を去った。

　元々、住む世界が違う人間。

　これ以上関わる必要はないし、これ以降機会もないだろう。

　ただまぁ、たまにやる人助けも悪くない。

　俺はこの時、自分がしたことをその程度にしか考えていなかった。




　そう、その程度にしか。




　　　　◇◇◇




「今日も稼いだなぁ」

　バイトを終えた俺は、更衣室で着替えをしながら呟つぶやいた。

　身体からだとバイトの制服からは、鼻をつくような油の独特の匂いが漂ってくる。

　俺は、どこにでもあるようなファーストフード店でアルバイトをしている。バイト代はお世辞にも高いとは言えないが、高校生でも採用されやすい点がこのバイトの魅力だ。採用の面接をいくつも受けたくないしね……。

「さて、帰るか……」

　制服をリュックに詰め込み、帰路につこうと裏の勝手口のドアを開ける。

　外に出た俺の視界に飛び込んできたのは、見慣れた薄暗い殺風景な景色ではなく、寧むしろ華やかに彩られたような光景だった。

「お待ちしていました、常盤木さん」

「………………」

　俺は、目の前の状況が信じられず口をぽかーんと開き固まってしまう。

　アイドルの出待ちとかならわかるが……。発言から俺を待っていたということがわかる。

　正直、「何してんの……？」って感じが否めない。

　まさか、この歳としで一生経験することのないと思っていた出待ちをされることになるとは……。

　でも、意外と出待ちって怖いのな。

　開けた瞬間に人がいるって、わりとビビるわ。

「えーっと、常盤木さんですよね？　一年Ｄ組の……」

「人違いです。それじゃ」

　名前を知られている事実に驚きはしたものの、俺は表情に出さずに彼女の目の前を通過しようと──

「流石さすがにその対応はどうかと思いますよ」

　白魚のような手が腕を摑つかむ。振り向いた俺をまっすぐに見つめる瞳からは『逃がしません！』と言いたげな強い意志を感じた。

　仕方ない……。

　俺は嘆息し、若宮の方に身体を向けた。

「話を聞いてくれる気になったようですね」

「ああ、誰かさんが逃がしてくれそうにないからな」

「ご理解いただけたようで幸いです」

「んで、用は？」

　女神と称される美少女に対して、塩対応、淡白な対応と言われるかもしれない。

　けど仕方ないんだ。
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　オーラの違いに目の前で立つのがやっとなんだから……。

　こう、まじまじと見たことなかったけど……。

　うん、やばいなリア神は……。本当に神がかった可愛さだ。

　正直、直視するのが辛つらい……。

「その前に、改めてお名前を伺ってもよろしいですか？　先程、名前を呼ばせていただきましたが、もし間違っていたら失礼に当たると思いますので」

　昼に会った時と同様に、平へい坦たんで抑揚のない声が俺の耳を通過する。

「それでは、お名前をどうぞ」

「田た中なか太た郎ろう」

　もちろん、偽名だ。

　俺の中では「なんで名前を知りたいのか？」という疑問が頭を過よぎる。そのことを考えると少し身震いをした。

　もしかしたらあげたポテトが腐ってて、それで訴えるつもりなのか？

　俺が若宮に向けていた視線がセクハラに当たるとか？

　これぐらいしか思いつかない。

　まぁ、どちらとも嫌な予想だけど。

「噓うそですね」

　俺の浅はかな偽名は、あっさりと噓と断定されてしまった。もう少し、こだわった偽名の方がよかったか……。

「人の名前を噓呼ばわりとは心外だなぁ」

「私、記憶力には自信があるのです。入学式で一通り見て覚えましたから」

「……え、あの瞬間だけで覚えてんのかよ……」

　若宮が一学年の全員を見る唯一の機会は、新入生代表挨拶の時ぐらいの筈はずだ……。

　そう考えると……流石はリア神。普通に記憶力がやばすぎる。

「ええ、あの機会があってよかったです。ですが、私も人ですので当然間違えることもあります。なので一応、確認をしたかったのですけど…………どうやら、間違いではありませんでしたね」

「いやいや、マジで人違いだって。学年だって違うかもしれないだろ」

　俺は目を逸そらす。

　彼女の綺き麗れいな瞳で見られていたら、噓がつけない。

　いや、見透かされる。そんな気がしたからだ。

「入学式について『あの瞬間』と答える人は、当事者もしくは私が壇上に上がったことを知っている人だけです。つまり、あの場にいたということは間違いなく同学年ということでしょう。ちなみに一学年に『田中太郎』って方はいらっしゃいません」

「あ……」

「一応、入学式で名前を知る機会は名簿、入学生の記名等もありますが、あの瞬間とは言いませんしね。そもそも名簿じゃ顔がわかりませんし」

「なるほどな……。うまく言葉尻を捉えられたというわけね」

「ふふっ。そういうことです。さて、常盤木さんとお認めになりますか？」

「はいはい、万年Ｄグループの常盤木ですよ～」

　俺は両手を挙げ、降参のポーズをとる。なんかすげぇ負けた気分……。

「万年Ｄグループ？　確かに常盤木さんはＤ組に在籍しておりますが、万年という表現はおかしいのでは？　クラス替えもありますし」

「あーまぁ比喩的表現だよ。なんでも出来るリア神さんには、縁のない話さ」

「そうなのですか？　っと、その前にリア神と呼ばれるのは好きではありません。私のことを呼ぶのであれば個人の名称でお願いします」

「ああ、悪かったよ。若宮さん……」

　でも、リア神って呼ばれても仕方ないような気もするんだよなぁ。

　実際、なんでも出来て、話題の中心にはいつもいて……それをリア神と呼ばずしてなんて言うんだろうか。

「確かに周りの人でも私をそう言う人はおりますが、全ては努力の結果です。苦労せずになんでも出来る人なんていませんし……。ですが、努力することに関しては充実しているので、その点ではリアルに充実しているかと」

「そっか」

　若宮の口から出てきた言葉は意外だった。

　てっきり、謙遜すると思ってたんだけどな。

　全てを持ってるような人が「違う」「そんなことはない」と否定しても説得力はない。

　持たざる者に対しては嫌いや味みにしか聞こえないのだ。

　そんな発言をして、俺みたいな存在を嘲あざ笑わらっているようにしか見えない。

　けど若宮は、謙遜することなく「努力の結果」と言い切るあたり、単純に「凄すごいな」と思った。きっと俺では、想像できないような苦労をしているのだろう。

　けどあれだな、努力してることが充実しているっていうのは、少し面白いな。

　俺は苦笑しつつ、若宮の顔を見た。

　端整で綺麗な顔、視線が合うだけで恥ずかしくなってしまう。

「んじゃ、そろそろ本題に入ろうかな。俺になんの用だったわけ？」

「そうですね、端的に申しますと──受けた御ご恩おんを返したいと思っています」

　静かになった夜の町。

　そこにある人ひと気けのない路地裏に、彼女の澄んだ声が響く。

「恩を返したい」。その発言から彼女の決意が伝わってくる。

　俺をじっと見つめてくるその瞳が「一挙手一投足を見逃しません」。そう訴えているようだ。

　飲み込まれそうな大きな瞳。それが俺を捉え放さない。

　そんな目で見られると心を動かされそうになってしまう。

　けど──

「いや、必要ないけど」

　俺は可能な限り平静を装う。そんな俺の様子に、若宮は少しむっとした表情で「必要あります」と短く不服そうに言った。

「そうか？」

「はい。受けた恩は返す。これは当たり前のことだと思いますけど？」

「ふーん。ま、言いたいことはわかった」

　俺は自分のスマホを取り出し、時間を確認する。

　時刻は二十二時半をとうに過ぎていた。

「とりあえず、まぁ帰りながら話をしよう。ここで話しても微妙だしな……」

「何故なぜですか？」

「いや、今の状況を客観的に見てみようよ……」

　薄暗い路地。

　そこに向き合う男女。

　そして夜のこの時間。

　──どう考えても絵面的によくない。

　それに気がついた若宮の顔が赤く染まる。耳まで真っ赤だ。

「ってことで逢あい引びきに見られるのは、若宮さん的にも困るだろ？　だから場所を変えよう。つか、普通に夜遅いから帰りながらでいいだろ」

「帰りながらですか？　別に送っていただかなくても大丈夫ですよ」

　彼女からは警戒心が剝むき出だしの刺とげ々とげしい雰囲気は感じない。ただ、静かに俺の意図を探っている。そんな様子だ。

　……こういうところは用心深いんだな。でも、

「いやでもな、若宮さん。わりと夜遅くなってるし、独りだと危なくないか？　ってか、その前にこんな夜になるまで、しかも人気がない所で待つっていうのもかなりリスキーな行動だと思うんだけど……」

「うっ……。そ、それは失念していました……。なんということでしょう……」

「はぁ。まぁとりあえず、親が心配するかもしれないから連絡ぐらいしとけ」

「はい。そうします」

　スマホを取り出し、親に連絡を入れる若宮。

　電話し始めたので俺は少し離れて会話が終わるのを待つことにした。

　時折、若宮の身体からだがピクッとなっているのは……きっと怒られてるんだろうなぁ。

「怒られてしまいました……」

「だろうな。ってか、意外と抜けているところあるんだな」

「えっと……はい……、よく言われます……」

「あ、なんかごめん」

　あからさまにしゅんとなる若宮を見ていると居いた堪たまれない。さっきまでの堂々とした姿が皆無である。

「……さて、行くとするか。ま、家の近くまで来たら教えてくれ。そこまでは付き添うからさ」

　家を知りたがっているストーカー野郎と思われたりして、嫌な気分になりたくはない。

　だから「家の近くまで」という言い方をした。こうすれば、若宮も少しは気が楽になるかもという配慮である。

　あまり関わりのない人物と一緒にいるだけでも辛いだろうしね。

「でも、そこまでしてもらうわけには。それにここからだとわりと距離がありますし……」

「それじゃ、どうやって帰るつもりだったんだ？」

「……歩きです」

　バツの悪そうに答える若宮。

　その表情から察するに、本当に申し訳ないと思っているみたいだ。

「歩いて帰る」。そう若宮が答えれば、誰でも「送る」と言うことだろう。

　それがわかっているからこそ、気まずそうにしているのかもしれない。

「じゃあ、これ以上遅くなっても困るし……さっさと行くぞ」

「はい……」

　俺の後ろを申し訳なさそうに付いて来る若宮。

　少し距離が開いているが、友達未満の距離なんてこんなもんだろう。

　若宮の「次、右です」「次、左です」などの指示を受けながら、しばらく歩いた。

　そして、今年の春に建った高層マンションの近くに来たところで若宮の足が止まる。

「……ここまでで大丈夫です。すぐそこのマンションですから」

「そうか」

　若宮は、新しくできた高層マンションを指差す。

　つか、わざわざそこのマンションって言わなくていいだろ。

　今日初めて話をした相手をもう少し警戒してもいいと思うんだが……。あまりにも不用心すぎる。

　けど、意外と家が近かったんだなぁ。

　ちなみに俺の家は、ここから少し歩いた先にあるボロアパートで、全然帰って来ない父親と二人暮らしだ。

　あのマンションと比べちゃうと、月と犬のフンぐらい生活レベルが違うな……。

「今日は重ね重ね本当に……」

「あーいいよ。気にすんな。あのまま放置すると俺の気分が悪くなる。だからやっただけ」

「それでもありがとうございます」

　透き通るような綺麗な声。だが、それも今日が聞き納め。今日始まり、今日終わる。

　そう思うと、少し名残惜しくはある……。

「改めてお礼をした──」

「必要ない」

　俺は若宮の言葉に被かぶせるように言う。

「後ろめたいから恩を返したいって思っているなら、それは筋違いだ」

「え……、そんなことは少しも……」

　図星だったのか、言いい淀よどむ若宮に俺は続けて話す。

「心配しなくていいよ。恩に着せてどうこうとか思ってもないし。あわよくば、なんて感情も微み塵じんもない。今回は、ただ俺のお節介。自己満足。それ以上でもそれ以下でもない」

「そうなのです……？」

「ああ、それにお礼ということなら、充分に貰もらってるからこれ以上は必要ない。なんて言ったって学園の女神様と名高い若宮さんと時間を過ごせたんだ。Ｄグループの俺からしたら、寧むしろ追加料金を払わないといけないぐらいだ」

「…………」

　少し俯うつむき、反応に困ってる。そんな様子だ。

　俺にはここまで恩を返そうとする彼女の真意はわからないが……たぶん、ここで恩を返すことで清算しようとしたのだろう。

　借りがあるというだけでその人には強く出られないから。

　これは人によるところがあると思うが、少なからず後ろめたい気持ちになることだろう。

　もしかしたら、今まで恩に着せて言い寄ってきた奴やつもいたかもしれない。若宮の群を抜いた可愛かわいさを考えれば、想像に難くない。

　まぁ、あくまで推察ではあるが……。

　だから俺にできることは「恩は貰った。これ以上は必要ない。寧ろ貰いすぎてるから払う」と強気に言い、彼女自らに引いてもらうだけ。

「どうする？　お礼の追加料金はいるか？　相場はわからないし、今月はピンチだから今の手持ちぐらいしか渡せないけど」

「い、いえ！　それは結構です」

「ま、ともかく。俺は女神様と時間を過ごした、そして若宮さんはご飯を貰った。俺の方が正直貰いすぎだが……一応、ＷＩＮ‐ＷＩＮと言ってもいい。いや、そうさせてくれ。俺には返すことができないからさ」

「ＷＩＮ‐ＷＩＮですか……。その、ありがとうございます……」

　若宮は少し申し訳なさそうに呟つぶやくと、俺の方を向き姿勢を正す。

　頭の良い彼女は、俺の言った意味になんとなく気づいたのだろう。

　だけど、まぁそれでいい。

　それでいいんだ。

「本当にありがとうございました」

　そして改めてお礼を言うように丁寧なお辞儀をする。

　俺は苦笑すると彼女に背を向け、短く「じゃあな」と口にする。そして、彼女のマンションとは反対方向に歩き出した。

　決して後ろは振り返らない。どうせ今日だけの関係。たまたま会話し、たまたま家の近くまで送った。ただそれだけ。

　きっと次からは、少しだけ話したことのある赤の他人に戻る。

　だから変な勘違いも期待もしない。

　俺はそう何度も自分に言い聞かせ、いつもより遅くなった帰路につくのだった。
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　変化。

　それはある日、突然訪れる。ただ、変化には前兆があり原因がある。

　つまり、偶然ではなく必然。

　何かなければ本来起こり得ないことなのだ。

　……そう、何かなければ。

「いらっしゃいませ！　ご注文をどうぞ！」

　俺はいつものように営業スマイルで客に対応する。

　自分で言うのも変な話だが、接客にはそこそこ自信がある。

　笑顔を張り付けて、演技をする……うん。なんていいバイトなんだろう。

　変に本心を出さずに済むし、面倒な客も仕事、お金を貰えると思えば対応も余裕だ。

　だから俺はバイト中、いつものような気け怠だるさは微塵も出さない。真面目にしていれば、給料も上がる。勉強より余程有意義な時間だ。

　しかし……、今の俺の笑顔は、少し引きつっているかもしれない。

　いや、確実にいつものような満面の笑みではなく、明らかに作られた笑みをしていることだろう。「必死になって耐える」。そんな笑みだ。その原因は──

「えーっと、そうですね……。ハンバーガーのＡセット、ポテトはＬ、飲み物はレモンティーでお願いします」

　昨日聞いたばかりの透き通るような声……。

　そう、俺の目の前で注文するのは、リア神がみこと若わか宮みや凛りんだ。つい昨夜、送ったばかりの若宮が今度は何故なぜかお店の中にいる。

　おかしい。色々とおかしい。

　たまたま来た？

　それとも何か要求が？

　俺に施しを受けたことを口止めにきたのか？

　わからん。スマホを見ていて、俺を見てる様子はない。まぁ、バイトの制服でしかも帽子を被っている。気づいてはなくて、ここへ普通に食べに来てるだけかもしれない。

　ふぅ……。そうだな。

　若宮は普通に注文しているだけ、変な勘繰りはよそう──疲れるだけだ。

　俺には関係ない、考えるな……よしっ。

　俺は小さく息をはき、表情を整える。

「ありがとうございます！　ハンバーガーのＡセット、ポテトはＬサイズ、そしてお飲み物はレモンティーでよろしかったでしょうか？」

「はい。それでお願いします」

「かしこまりました。料金は五百五十円になります！」

　若宮はお金を支払うとトレーを持って、窓際の席に座った。

　俺はなるべく彼女を見ないように努めようとするが、レジから丁度見える位置に陣取るせいで嫌でも視界に入ってしまう。まぁ、でも食べたらすぐに帰るだろう。




　──一時間後




　若宮は、勉強道具を広げると一生懸命に何かをやっている。

　あの分厚いのは数学か？

　やっぱり優等生はどんなところでも勉強出来るんだなぁ。と感心してしまう。

　この店は、お世辞にも勉強がしやすい環境とは言えない。

　店内には音楽が流れているし、他にも学生がいてガヤガヤしている。そんな中でも、集中して勉強が出来るっていうのはやはり才能なのだろう。




　──更に二時間後




「ドーナツ二個とコーヒーでお願いします。サイズは一番小さいので」

「かしこまりました。Ｓサイズですね！　ドーナツのお味はこちらからお選び下さい」

「そうですね……。プレーンでお願いします。あ、二つともです」

「料金は三百五十円になります」

「あの、ミルクと砂糖を……二ついただけますか？」

「二つずつですね！　かしこまりました！」

「ありがとうございます」




　──また更に二時間後




「お客様、高校生は帰る時間となりましたよ……」

　結局、高校生がいられる限界時間の二十二時まで若宮は勉強していた。

　そして、店長に頼まれた俺は彼女に声を掛けることになってしまった……という状況である。

「あれ？　常盤ときわ木ぎさん、そういえばここのバイトでしたね……。それにしてもこの時間……ああ、またやってしまいました」

「昨日の今日で何やってんだよ……」

　昨日も思ったけど意外と抜けてんな……。つか、バイトしていること……忘れられるとかどんだけ俺は存在感ないんだよ。軽く凹へこむわ……。

「少し電話をします……」

　デジャブ……また電話をかける若宮の身体からだが怒られる度にピクリと動く。

「すいません……常盤木さん。昨日に引き続きお願いしてもいいですか……？」

「はいよ……」

　昨日より、強めに怒られたのだろう。

　涙目で見つめてくる若宮の頼みを断ることは、俺には出来なかった。

　いや、普通に反則だからね……その表情。




　　　　◇◇◇




　若宮とのやりとりがあった翌日。

　俺は、コンビニで買ったパンを頰ほお張ばりながら外をぼーっと眺める。昼休みということもあり、校庭では楽しそうにサッカーをする奴やベンチに腰を掛け会話をしているリア充たちの様子が見て取れる。教室内に目を向けると、そこでも同様にイケイケの面々が楽しそうに談笑していた。

　そんな集団の中心にいる人物が俺と目が合うと、ニヤリと嫌な笑みを浮かべて俺の方に歩いてくる。そして俺がいる前の席に座るとこっちを向き話し掛けてきた。

「ふわぁ～。翔と和わ、いつにも増して眠そうな面つらしてんなぁ」

「欠伸あくびをしている奴に言われたくないよ」

　俺は、背を伸ばしつつ前の席に座るクラスメイトもとい、悪友である加か藤とう健けん一いちを見た。

　確かに、彼の指摘通り堪え難い睡魔が俺を襲っていた。

　理由として真っ先に挙げられるのは、寝る時間が遅くなってしまったことだろう。バイトからの帰りが遅くなれば必然的に寝る時間も遅くなる。バイトをしている限り、これは仕方ないことだ。

　だから学校で眠くなり、授業も全くと言っていいほど、頭に入ってこない。まぁ、元々真面目に聞いていることが少ないから普段と大して変わらないと言えば変わらないのだが……。

　でもそれを「いつにも増して」と表現する辺り、健一と俺の付き合いは長いのかもしれない。ちなみに付き合いと言っても、小学校から高校までクラスが同じというだけである。

　どこかに出掛けて遊んだりする仲ではない。ただの腐れ縁だ。

　健一は、誰に対しても分け隔てなく接することのできるコミュ力の塊みたいな奴やつで、知り合いは多い。常に人の輪の中心にいて話題に事欠かない。そんな健一に対して、俺が話す相手はこの健一と…………先生。しかも、怒られる時ぐらいである。

　健一のような学校のＡグループに所属する奴とは、付き合いの幅が違う。

　ってか、リア神と同様に学年の中で有名だ。

　そりゃそうだ。

　明るくて、イケメンで、頭も良くて、運動神経も良くて……その上、面倒見がいい。

　何この完璧超人？

『天は二物を与えず』という言葉があるが……どう考えても噓うそだろ。寧むしろ与え過ぎだ！

　まぁ、そんな人物が休み時間の度に俺と目が合うと意地の悪い笑みを浮かべ寄ってくる。

　悪友の腐れ縁が極まったからなのか、この行動は謎だ。わざわざ、集団を抜けて来なくてもいいのにな……。

「そういえば健一、ちょっと聞いてもいいか？」

「うん？　まぁいいけど。珍しいな翔和が俺に質問って」

　健一は首を傾かしげたものの、さっきまでの眠そうな顔が噓みたいになくなった。

　逆に何故か、目がキラキラと輝いている。

「んーっとだな。最近、彼女とはどう？」

「おっ！　恋バナか!!　いいじゃんいいじゃん！」

「あーそうそう、恋バナ恋バナ……」

　余計にテンションが上がる健一に俺は思わず顔を引きつらせる。

　ってか顔が近い！

　周りも健一の話が気になるのか、耳を傾けているようだ。

　……イケメンの話は気になるよね。それが恋人についてだと余計に。

　俺がこの話題を振ったのには理由がある。どうしても気になることがあったのだ。

「彼女とは仲いいぜっ！　昨日も遊んだしな！」

「……遊んだ？　本当に昨日？」

「うん？　なんかおかしいこと言ったか、俺？　あっ！　もし疑っているなら証拠見せてやるよ！」

　健一はそう言い制服のポケットからスマホを取り出すと、口笛を吹きながらいじり出した。

「えーっと昨日撮ったのが……」

　昨日の写真がすぐに表示されない程、たくさん撮ってるのかよ……。

　やっぱり、リア充は違うな。ちなみに俺のスマホにある写真は、間違ってスクショをしてしまったホーム画面の数枚である。

「あったあった！　ほらっ、見てみろよ」

「ああ、ありがと」

　俺は健一に勧められるがまま写真を見る。

「あれ……。彼女って、藤ふじさん……だっけ？」

「おぅ！　可愛かわいいだろこの写真!!　ボウリングで初めてストライクを出して、はしゃいじゃってさ～。ちなみにこれが数秒後の写真」

　満面の笑みから、何事もなかったように無表情。

　いつもはクールな感じだからなぁ、藤さんって。クールで美少女。そして、周りを寄せ付けない雰囲気を持っている。そんな人だ。

　でも、このギャップ……間違いなく萌もえるやつだな。

「ギャップが凄すごいな」

「だろ？　でもこのギャップが良くてさぁ。ちなみにこの写真は消したことになってるから秘密な！」

「おっけー、おっけー」

　俺は適当に相あい槌づちを打つ。まぁ、どうせ無駄だろうけど。

　周りめっちゃ聞いてるし、藤さんの耳に写真のことが入るのも時間の問題だろう。

　どんまい……健一。

「とりあえず、健一。写真は早めにどこかに移しておこうな。残しておきたいなら……」

　聞いてしまった罪悪感から一応アドバイスをしておく。間に合ってくれればいいんだが……。

「心配さんきゅ。でも、もう家のパソコンにデータがあるから心配ないぜ」

　健一は俺に耳打ちするように小さな声で言い、ニヤリと笑った。

　あ、こいつ確信犯か。わざと噂うわさが広まるように言ったな。

　そうすれば、噂を聞きつけた藤さんも「スマホのデータを消せばもう大丈夫」と考えるだろうし……。頭いいな、イケメン野郎。

「そんで、いつから藤さんと付き合ってんの？　俺が耳にした噂だと、他の人と付き合ってるって聞いてたからさ」

「五月ぐらいかなぁ。所謂いわゆるＧＷゴールデンウイークマジックってやつだな！　噂については根も葉もないガセネタだよ」

「そうなのか？」

「ああ、ガセガセ。若宮凛とは付き合ってないよ。ま、話ぐらいはするけどな～」

　そう、俺が健一に聞きたかったことはこのことだった。

『加藤健一と若宮凛は付き合っている』

　この噂は前々からあった。もしこれが事実なのであれば、昨日の件を説明して謝ろうと思っていた。後でバレた時が一番マズイし、それにＡグループの健一を敵に回すことになったらやばい。最悪なケースとして考えられるのは『俺が彼女に手を出した』と要らぬ誤解を与えることだ……。結局、杞き憂ゆうではあったけど。

「なんだぁ～翔和？　若宮狙いなのか～？　ま、若宮を狙うなら頑張れよ。俺は応援するぜ～っ！」

「ないない。俺は噂が気になった、ただの野や次じ馬うまだよ」

「ふーん。ちなみに若宮は今、フリーらしいぞ？」

「あっそ。つかなんだその妙にニヤニヤした顔は……マジで違うから勘弁してくれ。それにな、健一みたいなＡグループならまだしも、俺みたいな底辺は基本的にあり得ないからな？」

「相変わらず卑屈だなぁ」

「底辺は卑屈じゃないとやっていけないんだよ」

「ははっ。ま、それでも俺は翔和の味方だけどな！」

「へいへい……」

　歯を見せてニカッと笑う健一に苦笑する。

　だが、俺の視線が捉えた人物を見て笑みが一瞬で鎮静化してしまった。

「……健一、ちょっとおいで」

「え、ちょっ!?　琴こと音ね!?」

「いってらっしゃ～い」

　俺は、バイトで身につけた営業スマイルで悪友に手を振る。

「薄情者～っ！」

　情けない声を出す健一を引きずるその彼女。俺はその姿を追うように見る。

　だが、入口にいる存在に気がつき反射的に目を逸そらしてしまった。

「……凛、この馬鹿を連れて行くの手伝って。教育するから」

「琴音ちゃん。無む理り矢や理りはダメだと思いますよ？　誠意をもってお話をしないと……」

「……聞き分けが悪い子には、暴力もまた誠意」

「嫌だ！　俺はこの写真を家宝にするんだ！」

　悪友の情けない姿。でもあの必死な様子も演技だと思うと、素直に凄いなと思う。

　俺はそんな三人のやりとりを横目で見る。

　一瞬、若宮と目が合った気がするが……きっと、気のせいだろう。




　　　　◇◇◇




　学校が終わり、俺はいつも通りバイトをこなした。

　ただいつもと違い、俺は『クレーム』に直面してしまっている。

『クレーム』

　この言葉を聞いた時、みんなは身構えるのではないだろうか。今の世の中、カスタマーハラスメントという言葉があるぐらいクレームには敏感だ。そして、俺みたいにアルバイトをしている人間は『クレーム』から逃れることはできない。

　以前にも「ポテトが冷たい」とクレームを受けたことがある。その時に、ひたすら謝ったのは苦い思い出だ。まぁ、それからはクレームには細心の注意を払うようになったから、クレームは一概に悪いとは言えない。人の成長を促すという側面もあるとは思う。けど、これはあくまで受け取る側の感受性によるところかもしれないが……。

「常盤木さん。聞いていますか？　私はあなたに文句を言いに来たのですよ？」

　ということで、俺はリア神からクレームを受けていた。

　ちなみに若宮は、レジを挟む形で文句を言っているわけではない。いつもの勝手口から出たところで言っている。バイトを邪魔しないのは彼女が真面目だからだろう。

　俺は、バイトが終わって裏の勝手口から出たところで捕まってしまったわけだ。流石さすがに数日続くと、出た瞬間に若宮がいても驚かなくなるな。

　俺は、若宮を怒らせた理由を考えようと思考を巡らせる。

　初めて若宮と会って以来、毎日のように店に現れる。今日の彼女の様子はというと……。

　いつもと同じようにセットとそしてドーナツを頼み、勉強をしていた。

　つまり前と同じ。特に変化は見られなかった。

　可能性として考えられるのは、俺の商品提供に何か問題が……？

　いや、でもあの時は特に不手際はなく、我ながら完璧な接客だったと思う。けどまぁ、思い返してみると既にこの頃、若宮が不機嫌そうだった気がする……。

　ってことは怒らせる原因は、バイト中じゃないのか？

　俺は若宮をチラッと見る。

　今日は、「また送って下さい」という申し訳なさそうな雰囲気はなく、いつもと違い鋭い目つきだ。

　やばい、冷や汗が止まらない……。これが、蛇に睨にらまれたカエルってやつなのかもしれないな……。俺は、思わず生唾を吞のみ込こんだ。

「えっと、確認なんだが、文句というのは俺の接客に対してか？　それだったら特に問題なかったと思うんだが……」

「違います」

　違ったらしい。俺は頭を捻ひねり、彼女が怒っている原因を再び考える。

「うーん……」

　結論──全くわからない。

　そもそも、俺みたいな年齢＝彼女いない歴れきの人間。いや、それ以上か……。今までほぼ女子と関わりを持たなかった俺みたいな男子に『女心を察する』などの高等技術は備わっていない。

『私、今日はいつもと違うんだけどわかる？』

『私、怒ってるんだよ。わかる？』

　よくある女子のテンプレ台詞ぜりふだが……。

　わからねぇーよっ！　と俺は声を大にして言いたい。

　しかもこの質問に対しては、どう答えても『違う』と言われることだろう。

　もしくは『それもあるけど』だ。まぁとにかく結論──俺には無理。お手上げ状態だ。思い当たることなんて何もない。

「どうやらわからないようですね……」

「すまん」

「仕方ありませんね。常盤木さん、無視しましたよね？　放課後……」

「あ～……。もしかして名前を呼んでいた……か？」

「そうです。お呼びしたのに無視されました」

　思い返してみると、バイトへ行こうと急いでいた時に、背後から俺の名前を呼ぶ声が聞こえてきたような……。俺の勘違いだと思っていたが、まさか若宮が呼んでいたとは。

「まさか本当に呼ばれていたとは……普通に空耳かと思ってたわ」

「わりと近くから声をかけたのですけど……。空耳と思われていたとは思いませんでした」

　若宮が俺をジト目で見る。少し膨らませた頰ほおが可愛かわいく、つい手を伸ばしたくなるがぐっと堪こらえる。

「普段、俺を呼ぶ奴やつなんていないからな。だから、変に振り返って自意識過剰とか思われたくないし、微妙な雰囲気を作り出したくもないんだよ」

「常盤木さんに無視された私は、微妙な雰囲気であの場に取り残されたのですが……」

「あー、それに関してはすまん。悪いと思ってるよ」

　俺は素直に頭を下げる。

　無視された時の微妙な空気感は、堪え難いものがあるからな。何度も経験しているからよくわかる。非常に虚むなしい話ではあるが……。

「少しぐらい反応してくれてもよかったと思いますよ？　全くの無反応でしたし『もしかして人違い？』とまで思ってしまいました」

「俺からしたら名前を呼ばれること自体がレアケースだからな。呼ぶのも健一ぐらいだし、他の人に呼ばれたとしても『おい』とか『ねぇ』とかでしか俺に話しかけないし……」

「う……、何か聞いてはいけないことを聞いた気分です」

「そんな気まずそうな顔する必要はない。もう慣れたから、最も早はや日常と化しているよ」

「ハンカチいりますか？」

「いらねぇーよ。つか泣いてない」

「そうでしたか」

　そう言うと若宮はハンカチを鞄かばんにしまった。

　つか、泣くと思われてたのかよ。そこまでセンチメンタルじゃないし。だから全く問題ない。『ぼっち最高！』と街中で叫べるぐらいメンタルは強い方だ。勿もち論ろんそんなことやらないけど……。

「経緯はどうあれ、無視してしまったことは悪かったな」

「いえ、それはもういいです。理由もわかりましたし、これからは私も気をつけます」

「ちなみに何の用事だったんだ？」

「大した用ではなかったのですが……」

「そっか」

　気になりはするが、あまり話したくなさそうなので追及はしない。

　まぁ、そんなことよりも彼女には言わなくてはならないことがある。そっちを優先だ。

「あ、そうだ。若宮さんに一つ忠告」

「忠告？　なんでしょう？」

「学校で俺に話しかけるのはやめとけ」

「何故なぜですか？」

　俺の言いたいことがわからないのか首を傾かしげる。ったく、不用心だなぁ……本当に。

「好きでもない男と変な噂うわさが流れたら嫌だろ？　ただでさえ、何度も家の近くまで送ってるんだ。そろそろ誰かに目撃されてもおかしくない」

「なるほど……たしかにその通りですね……」

「ま、そういうことだ。理解してくれたなら、今後は──」

「結構です」

「今後は関わらない」そう言い切る前に若宮が被かぶせる形で言った。

　視線もまた鋭いもので、どこか怒りに近いものを感じる。

「私は噂を気にしません」

「けどなぁ」

「当人が気にしないと言っているので問題ない筈はずです。それに……」

「……それに？」

「ここの……ここのドーナツ。食べられなくなるのは、寂しいですから」

「へ？」

　若宮から出た予想外の発言に素っ頓狂な声が出る。

　そして、俺の中で徐々に何かが込み上げ──

「ぷっ、くっ」

　思わず笑ってしまった。まさか食べ物が名残惜しかったとは。

　食べ物に自分が負けた虚しさより、若宮の食いしん坊発言がツボに入り笑いが止まらない。

「わ、笑わなくてもいいじゃないですか!?」

「まさかドーナツが出てくるとは思わなくてさ。たしかに毎回頼んでたから、気にはなっていたけど」

「好きになってしまったのは仕方ないと思います！」

「ははっ。それについては同意だな。まぁ、そこまでドーナツが好きなら今度、この店ならではの美味おいしい食べ方を教えるよ」

「本当ですかっ!?　それは楽しみです！」

　やたらとテンションが高い。最初に会った時の抑揚のない声が噓うそみたいだ。

「でも若宮さん、毎回送ってもらわなくてもいいように時間は気をつけような？　親に怒られるのも嫌だろ？」

「善処します」

「それ、やらない奴の台詞せりふだからな」

「そうですね」

　くすっと笑う若宮。その見み惚とれてしまいそうな笑顔に顔が自然と緩む。

　すぐ終わると思っていたこの関係も、まだ続きそうだ。
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「常盤ときわ木ぎさんは、いつもバイトしているのですか？」

「まぁな」

　俺は短く答え、目の前のポテトを一つ摘つまむ。相変わらず抑揚のない若わか宮みやの声だが、頰が少し緩んでいる気がするのは、もしかしたら機嫌がいいからかもしれない。

　だが、そんな若宮とは裏腹に俺の心中は穏やかではなかった。

　それは、何故かカウンター席に横並びで若宮と座っている状況のせいだ。

　俺達の様子を見ている人からは、殺気に近い視線が送られ、更には呪じゆ詛そに近い言葉までも聞こえる始末だ。

　はぁ……ため息しか出てこない。どうしてこうなったんだ？




　──それは、バイトを開始して一時間ほど経たった頃。

　俺はテーブルを拭いたり、一杯になったゴミを捨てたりと店内を掃除していた。

　そこまではいつも通りの何も変わらない光景。そう、そこまでは……。

「いらっしゃいま……せ……」

　来店した客に対して、明るい挨拶をしようとした店員の一人がその客を見て絶句した。仕事中であるにもかかわらず、固まったまま口をポカーンと開け、呆ほうけてしまっている。

　理由は単純──女神様が降臨されたのだ。

　今日は、土曜日ということもあり、若宮は私服姿だった。

　ネイビーのワンピースに白のカーディガンとシンプルな格好だが、とても似合っていて高校生には思えない綺き麗れいさがあった。

　そのせいもあり、店に来た瞬間に周囲の視線を独占してしまったのだ。中には、目が蕩とろけてハートマークになっていると思える男性もいたぐらいである。

　控えめに言って、天使と表現しても差し支えないだろう。

　流石さすがはリア神がみ。私服姿もリア充のお手本のようだ。

　まぁ、ここまではよかった……。

　若宮は最近よく来ているし、バイト内で話題に上がるぐらい有名になっていた。それはあくまで『一人の客』としてだ。最近、俺が家の近くまで送ってるとか、話すようになったとかは誰も知らなかった。知られていてもおかしくなかったが、店内で若宮が話しかけてくることがなかったから、他のバイトの人も気がついてなかったのだろう。

　だから、俺は油断していた。今日も若宮は、俺に話しかけてくることはないと……。

　しかし、俺の予想は外れてしまった。

「おはようございます。常盤木さん。今日もバイトなのですね？」と俺に話しかけてきたのだ。

「………………え？」

　何が起こったか状況を摑つかめず、言葉が出てこなかった。

「ダメですよ。挨拶は基本の『基き』です。されたのであれば返さないと。ですのでもう一度、おはようございます常盤木さん」

「ああ、おはよう……」

　俺は反射的に挨拶を返す。返事を確認した若宮は満足そうに微笑ほほえんだ。

「本日のバイトは朝からだったのですね。えーっと、終わりは何時ですか？」

「十八時の予定だけど」

「それは、丁度よかったです。私もそのぐらいに帰るのでいつものをお願いしても……」

「いやいや、十八時なら必要ないだろ」

「世の中、何が起こるかわかりません。それに私の両親は、とても心配性なのですよ。ですので──」

「はぁ……わかった。そういうことならいいよ。大した手間でもないしな」

「ありがとうございます。では後ほど」

　若宮はそう言い、最近の定位置となりつつある席へと歩いて行った。俺はその姿を見送り掃除を再開しようとしたところ、

「「「常盤木……ちょっと集合」」」

　と言われ、先輩達に連行される形で事務所に連れて行かれた。

　そこで、俺はまるで取調べを受けるように根掘り葉掘り聞かれる。途中から、何故か店長も参戦してるし……。

「いつもの」とは何か？

　もしかして彼女か？

　神のお名前は？

　などなど……。とりあえず答え辛づらいところは曖昧に答え、先輩達が落ち着くまで質問に答え続けたのであった。ちなみに解放されたのは、それから一時間ほど後である。

　これは、その時に先輩バイトから聞いた話なのだが……。

　若宮に対して、不可侵条約的なものがあり誰も話しかけず、いるだけで、見てるだけで満足。そんな存在にバイト内では昇華していたらしい。

　そのせいでバイトの休憩中、控え室で休んでいた俺に店長が「友達が来ているなら休憩そっちでとりなよ」と言われ半ば無む理り矢や理り、控え室から追い出されてしまった。妙にニヤついた店長……その表情から察するに変な気を回したのだろう。

　俺は嘆息し、言われた通り仕方なく若宮の席に向かう。若宮は、そんなことが起きているとは夢にも思っていないのだろう。彼女は、いつもの席でドーナツを幸せそうに頰ほお張ばっている最中だった。

「あれ、休憩ですか常盤木さん？」

「ああ、まぁな」

「でしたら、よかったら隣にどうぞ。あ、でもすいません。ちょっと教科書をどかしますね」

　若宮は自分の勉強道具を鞄かばんにしまい、そして空いた隣の席をポンポンと叩たたく。早く座れと催促しているようだ。

　客が俺を見る視線がより鋭くなる。中には、紙コップを握り潰している奴やつまでいた……。




　──ってことがさっきあり、現在進行形で続いている。

　……はぁ、ため息しか出てこないよ。

「俺……今日、殺されるかもしれないな」

「えーっと、警察でも呼びましょうか？」

「ありとあらゆる憎悪に殺される……」

「何かトラブルが……？」

「うん、まぁ……あったっちゃあったよ。現在進行形でね……」

　若宮は首を傾かしげる。トラブルの渦中にいる人間が自分だとは、やはり気がついてないようだ。

「なぁ、なんでさっき『いつもの』みたいな言い方をしたんだ？」

「そうですね。ストレートに言いますと、語弊が生まれる可能性があります。ですので、オブラートに包んだ方がいいかと思いまして、あのように言ったのですが……ダメでしたか？」

「ああ、火に油。マジで逆効果だったぞ」

「では、ストレートに『親公認の間柄』と言えばよかったですか？」

「どうしてそうなる!?」

　親公認!?　何、それ初耳なんだけど……。

　つか、俺は若宮の親知らないぞ？　会ったこともないし、話したこともない。

　強いて言えば、若宮が親と電話しているところを横目で見たぐらいだ。

「これもダメですか？　意外とわがままですね」

「ダメに決まっている。つか、第一、事実無根のことだろ……。何の公認だよ」

「えーっと、そうですね。私の両親からは、家まで送ってくれる人畜無害な人として認められています。つまりは親公認ですね」

「あー、そういう意味ね……」

　嬉うれしいような、悲しいような……なんとも言えない気分だ。ってか表現がわかり辛い！

「ま、とりあえず普通に近所の知り合いとかでいいんじゃないか？」

「噓うそが苦手なので難しいですね」

「その割には曲解が得意だけどな」

「常盤木さん……何か言いましたか？」

「いや、別に。なんも」

　俺はジュースを飲みそっぽを向く。バイトの人が様子を窺うかがっていたらしく、俺と目が合った瞬間引っ込んでいった。

　……ったく、仕事してくれよ。

「一つ気になったのですが」

「うん？」

「平日もほぼ毎日バイトしてますよね？　もしかして、土日もなのですか？」

「ああ、他にすることないしな。だから、若宮さんがいる日を狙ってバイトしているとかではないから安心してくれ」

「はぁ、それは全く警戒してないですよ」

　若宮はやや呆あきれ気ぎ味みに言う。でも、女子だったら男子の行動は注意した方がいいと思うけどな。わりとあざとい男子もいるし、勿もち論ろんしつこい奴もいるからな……。

　正直、警戒していて損はないと思う。

「私、思ったのですが……。その、大丈夫ですか？」

「バイト入りまくってることか？　まぁ大丈夫だよ。体力はある方だと思うし」

「いえ、そのことは心配していません」

　少しは心配しろよっ！　と内心で突っ込んでおく。

「私が心配しているのは、定期テストです。こんなにバイトをされていて、いつ勉強しているのですか？」

「勉強？　あんなのやっても、将来の役に立たないし必要ない」

「確認ですが、この前のテストは……？」

「普通に赤点だけど」

　急に背筋に冷たいものを感じ、ぶるっと震える。若宮の方を見ると凍いてつくような冷たい目をしていた。

　……俺、何かした？　目が据わってるんだけど……。

「私、店長とお話ししてきます」

「はぁ？　え、ちょ、待てって！」

　若宮はそう言うと、席を立ちもの凄すごい速さでどこかに行ってしまった。




　──数分後

「常盤木さん、店長に許可をとってシフト変えてもらいましたよ」

「何勝手なことしてんの!?」

「これで勉強する時間もとれますね」

「いやいや、勉強時間が確保できたからってテストで良い点とれるとは限らないからな！　つか、入学してから今まで授業をまともに聞いていたことがない」

「問題ありません」

「問題ありまくりだろ」

　授業が何から始まったか、それすら覚えていない。自分で言うのも虚むなしい話だが……詰んでるんだよなぁ。勉強に関して……。

「大丈夫です。私が面倒を見ますから」

「いいよ別に……」

「わかりました。では、精一杯やらせていただきますね」

「会話のキャッチボールおかしくないか!?」

「おかしくありませんよ。たしかに常盤木さんは『いいよ』と言いましたから」

「普通に拒否のつもりだったんだが……」

「受け付けておりません」

　若宮が自分の生徒手帳に『常盤木さんと勉強』と書き、今日の日付からテストの日まで矢印を伸ばしていく。

　俺の顔が自然と引きつり、口角がピクピク動くのを感じた。

「おい……まさか毎日勉強なんてこと……」

「勿論、毎日です」

「俺、勉強アレルギーだからそんなにやったら死ぬ」

「そんなアレルギーありませんから大丈夫です」

「その前に、俺なんかに時間を使ってたら成績落ちるぞ……」

「それについても問題ありません。私、自信がありますから」

　一度でいいから言ってみたいよね、そのセリフ……。

　俺は、口が裂けても『自信がある』なんて言えない。

「ということで、しばらく私と勉強です。いい点をとらせて差し上げますから、期待して下さい」

「いや、でもわざわざ……。なんで俺？」

「知ってしまった以上、見て見ぬ振りはできません。それに、これはただのお節介ですから」

「お節介……か。改めて聞くけど拒否権は……？」

「勿論拒否は受け付けませんよ。確か、今日は十八時でバイト終わりですよね？　早速今日からです」

「今日からっ!?　せめて休み明けとか……」

「異論は認めません」

「マジかよ……」

　一度決めたらテコでも動かない。

　そんなリア神の一面を見た俺は、苦笑するしかなかった。




　　　　◇◇◇




　バイトの終わった俺は、若宮と二人で慣れてきた帰り道を並んで歩いていた。

　横を歩く若宮は、どことなく足取りが軽い。きっと、今日は親に怒られていないからだろう。いつも帰りが遅くて怒られてるみたいだし……。

　まだ十八時過ぎということもあり、澄んだ群青色の空の西側には、薄うっすらとあまい赤が残っている。

　その空をバックに若宮の写真を撮ったら、コンクールで優勝できるのではないか？　と思えるぐらいこの景色と若宮はマッチしていた。絵になる女性とは、こういうことを言うのだろう。

「この時間は、まだ明るいんだな」

「そうですね。中々に綺き麗れいだと思います」

　ここで出来る男なら、若宮のことを褒めるキザな台詞せりふの一つや二つ言えたことだろう。

　だが、俺は「ああ」と短く言うことしか出来ない。

　このシチュエーションで、もう少しマシなことが言えるようになるのは何十年も先のことかもしれない。まぁ勿論、何十年経たっても言えない可能性は大いにある。

　非常に情けない話だが……。

「そういえば、いつもと同じ道を歩いていますが……ちゃんと常盤木さんの家に向かってますか？」

「どういうこと？」

「いえ、もしかしたら私を家まで送り、勉強の件を有う耶や無む耶やにしようとしているのではないかと思いまして」

「ははっ。まさかまさか。俺の家もこっちの方なんだよ」

「それは知らなかったです」

「疑ってすいません」と謝る若宮に俺は「気にすんな」と曖昧な笑みを浮かべて答えた。

　本当は、最後の抵抗を試みようと思っていたけど…………無理っぽいなぁ。

「なぁ、若宮さん本当に家来るのか？」

「勿論です」

「……一応さ。俺……男なんだけど」

「知っていますよ。女性だとは思ったことありませんし」

「いやいや、そうじゃなくてさ……。男の家に上がるって……その……危ないとか思わないの？」

「あっ……」

　何か思い出したように声を漏らすと、若宮は頰ほおを紅潮させた。自分のしようとしていた行動の危なさに、気づいてくれたみたいだ。

「私としたことが失念していました……」

「そうかそうか、わかってくれたか。なら勉強会は中止に──」

「菓子折りを持って行かなければ失礼ですよね！」

「は？　菓子折り？」

「はい！　いつもお世話になっている常盤木さんの家にお邪魔するわけですから、何も持たずになんて親御様に大変失礼だと思いますっ！」

「そっち!?　どうしてそうなる!?」

「これは常識です」

「俺は聞いたことがないんだが……。つか、マジで菓子折りとか本当に必要ないぞ？」

「必要ないかどうかは、私が決めます」

　本当に菓子折りは必要ないんだよなぁ。家に誰もいないし……。

　でも若宮の目が「私、引きませんから」と訴えているんだよね……。ここ何日か接してわかったけど、猪ちよ突とつ猛もう進しんだよね若宮って。

　この後、俺は半ば無む理り矢や理りコンビニへ行くことになり、若宮はそこで菓子折りを購入したのだった。




　　　　◇◇◇




　築三十年の木造アパート。歩くと床は軋きしみ、陽ひ当あたりは皆無。

　駅からは徒歩で十五分程度、間取りは一ＤＫ。家賃は六万円。

　これが我が家のスペックだ。

　ちなみに俺の家から見える高層マンションがリア神の住まいで、自転車で五分程の場所。

　……悲しくなるぐらいの格差だなぁ。

　そんな残念な俺の家に到着したわけだが、若宮はどこか緊張した面持ちである。

　普通に考えれば、男の家に行くことに緊張していると思えるが……けど、リア神は若干のズレがあるから──

「親御様への挨拶って、初めてなので少し緊張しています」

「だよねー」

　俺は嘆息する。若宮は、男の家へ上がることに抵抗はないのだろうか？

　ないとすれば、注意しないとな……。一応、心配だし……まぁ少しだけだけど。

「家、意外と近いですね。それにしても……えーっと、その、趣がある家ですね」

「気を遣わなくていいぞ？　若宮の家と比べると、家かどうかも怪しくなるぐらいボロいし、趣のカケラもないから」

　若宮は苦笑すると、家を注意深く観察し始めた。そして、首を傾かしげる。

「常盤木さんってもしかして、一人暮らしですか？」

「なんでそう思った？」

「あんまり生活感を感じないのと、玄関に置いてある傘が一本しかありませんから」

「ああ、なるほど。いい線いってるよ、流石さすがは若宮さん」

「恐縮です」

「けど、正解は親父おやじと二人で暮らしているよ。まぁ、でもほとんど家にいなくて実質一人暮らしって感じだから、若宮さんの考えは当たってるっちゃ当たってるかな」

「そうだったのですか。つまり、お一人で家事をされているということに……、まだ高校生なのに大変ですよね。それでは勉強時間がとれない筈はずです……」

「ま、まぁな」

　そう返事をしたが、実際は家事なんて一つもやっていない。本当に何もだ。

　これは謙遜でもなく、事実である。

　唯一、家でやっていることは『寝る』ことぐらいだし。食事は、買ったパンをそのままコンビニの前で食べるし、もし家で食べることがあってもカップ麵めんぐらいだ。

　自分で言うのも情けない話だが、とにかく不摂生な生活を送っている。

　だが、そんなことを知らない若宮は真剣な表情で自分の顎に指を当てる。そして、小さく深呼吸をすると決意した様子で俺を見つめてきた。

　……もの凄すごく、嫌な予感が。

「これも何かの縁……。常盤木さんが少しでも学業に専念できるように私、手伝いますから！」

「いや、マジでいいよ」

「『いいよ』ですね。わかりました、任せて下さい」

「またこのくだりかよっ!?　だから必要な──」

「皆まで言う必要はありません。わかっていますから」

「わかってねぇーよ！」

「善は急げです。ですので、さっそくお邪魔しますね」

「あ、ちょっと待て」

　俺は忘れていた。今まで家に人を招いたことなんて片手で数えられるぐらいしかない。

　だからこそ忘れていた。自分の家が、人を呼べる状態ではないことを。

「常盤木さん……これは……空き巣が入ったのですか？」

　家の惨状を見た若宮が目を丸くし、何度か目を擦こする。

　目の前の光景が信じられない、そんな様子だ。

「これデフォルト……」

「これは……。常盤木さん、よく生活出来ていますね……。足の踏み場がないじゃないですか」

「いやでも、服が落ちてるからその上を歩けるだろ？　喩たとえるならシルクロードだ」

「全く上手うまくありません」

「はい……」

「とにかく掃除をしましょう。他のことは、一旦後回しです」

「やらなくていいよ、別に」

「ダメです。見てしまった以上、私のプライドが何もせずにはいられません。ひとまず普通の生活ができるところまでは片付けましょう」

「でもなぁ～ゴミ袋とか買ってないから、捨てるとか出来ないぞ」

「ご心配には及びません。持っていますから」

「なんで持ってんの!?」

　あまりの準備のよさに、啞あ然ぜんとする。そんな俺を無視し、若宮は勝手に片付けを始めてしまった。

　結局、この家の大掃除が終わったのは二十一時を回った頃だった。




　　　　◇◇◇




　部屋が綺麗になると気分がいい。

　しばらく見えていなかった床が久しぶりに顔を出している。

　こんにちは、俺の床。引っ越し以来の再会だな。

「これうまっ」

　無駄骨と化した菓子折りからクッキーを取り出し、咀そ嚼しやくする。

　うん、癖になる味だ。そして、俺の正面には正座をするリア神。

　その姿勢のまま、かれこれ三十分である。教科書をペラペラめくっては、ノートに何かを書き写し、勉強の準備をしているようだ。

　俺も若宮に与えられた課題を一問一問解いて……。

「あ、それ違いますよ。まずは場合分けをして下さい」

　抑揚のない平へい坦たんな声が狭い部屋に響く。

「はぁ……」

　生まれて初めて女子が家にいるというのに……。ドキドキもワクワクもない。

　いやだって、勉強を教える若宮が怖いんだよ。一切の妥協がないし……、まぁでも教えるのは上手うまいんだけどさ。

「勉強中のため息は禁止です」

「あれだろ、幸せが逃げるとかいうのがあるからか？」

　ため息をつくと幸せが逃げるとは、よく言ったものだ。俺は、ため息つきまくってるから幸せは逃げまくりだろうなぁ。最も早はや幸せなんか残っていないかもしれない……。

「迷信ですね。寧むしろ、ため息は身体からだにいいものですから」

「へぇ、知らなかったわ。具体的にどういう？」

「そうですね、自律神経のバランスを整えるのですが──あ、でも今はその話は必要ないですね」

「ちっ」

「もしかしてですが常盤木さん、『話を脱線させ勉強から逃れよう』とか考えてないですよね？」

「まさかまさか。そんなわけないじゃないか！」

「わざとらしいですね。ですがひとまず、ため息のことは後日お調べ下さい。今の勉強には関係ないので」

「さようで……」

「では、次に英語ですよ。本日は単語を百個覚えるまで寝られませんからね？」

　俺は、手に持っていたクッキーを落とす。鬼ですかあんたは……？

　今から百って事実上死刑宣告じゃないか……。

「なぁ、もうこんな時間なのに、なんで俺は勉強してんだろ……。睡眠時間戻ってこーい」

「こんな時間って、まだ二十二時過ぎたところですよ？　それに、掃除で時間をロスした分、取り戻さなくてはいけませんし。睡眠は後回しです」

「いやいや、流石に続きは明日以降でいいだろ。普通にまずい時間帯になってるからな」

　夜の二十二時を過ぎているのに男の家に居座る女。親が知ったら普通に怒るだろ、この状況。

「問題ないです。今日は友達の家に行っていることになっていますから」

「それ、彼氏の家に泊まるためにつく噓うそだからな？」

「男性の家という点では同じですね」

「つか若宮さん、簡単に男の家に上がるなよ。この状況、普通にやばいと思わないのか？」

「いえ、全く問題ないと思っていますよ。私、常盤木さんのことは信用していますし。それに──」

「うん？」

「私、人を見る目には自信がありますから」

　胸を張って答える若宮。彼女の整ったプロポーションが強調され、目のやり場に困る。

　信用してくれるのは嬉うれしいことなんだが……。男として見てくれないというのは、なんとも言えないな。

　まぁ、妙に警戒されたり、意識されたりして気まずくなる方が嫌だけど。

「でもあれですね。改めて考えてみると私、結構大胆なことしている気がします。その、年頃の男性の家に上がり込むなんて……」

「今さらかよ……」

「もしかして私、はしたない女の子とか思われています？」

「何故なぜそうなる……？」

「いえ、常盤木さんに『男の家に躊ちゆう躇ちよなく上がる軽い女』と思われている気がしまして」

「それはない」と言い、俺は若宮が淹いれてくれたお茶を飲む。

「でもな、若宮。男って脳みそが二つ備わってるぐらいしょうもない生き物だから……油断してるとな、襲われても文句は言えないぞ？」

　学校一の美少女。

　神がかった美少女。

　完璧な美少女。

　そんな若宮と一緒にいて、変な気を起こさない奴やつの方が珍しいだろう。

　今回はたまたま俺だったからいいものの、他の人が俺みたいとは限らないからな。

「その時は私に見る目がなかったと諦めましょう。これも勉強です」

　若宮は口に手を当て、優しく微笑した。

　その仕草にドキッとするが、自分の太ももを抓つねりなんとか心を落ち着かせる。

「いやいや、勉強の代償が大き過ぎるだろ」

「人は何かを犠牲にしないと生きられないのですよ」

「深い！　けど、今はその場面じゃないからな。普通に取り返しがつかねぇから」

「さてビシバシ行きますよ。さぁさぁ覚えて覚えて」

「この流れで!?　話の変換が雑だな、おい」

　俺は嘆息し、リア神お手製単語帳をめくり始めた。




　──一時間後

「もう、無理。つか、もう暗記力がなくなってきてる……」

「そうですね……これ以上は逆効果ですか……。仕方ありません。では、今日はここまでにしましょうか。常盤木さんお疲れ様でした」

「あ～……知恵熱でそう」

　俺は机に項うな垂だれながら、ちびちびとお茶を飲む。人生で一番頭使ったかも……。

　その横でせっせと帰る身支度を整える若宮。行動に一切の無駄がない。

　考えてから行動に移すまでが異様に早いよな……。

「残りのお菓子は無駄になってしまうので、申し訳ないですが常盤木さん。うまく消費していただいてもいいですか？」

「あいよ」

「ではまたお邪魔しますので、よろしくお願いしますね」

「ああ機会があればな。ま、とりあえず今日はありがと」

「いえ、お互い様ですから」

　俺は、若宮を家の近くまで送り、どこも寄らずにそのまま帰宅した。

　掃除によって殺風景になった筈はずの家だが、どこか温かい空気が漂っている。

　そんな感じがした。




　──翌日、朝の日差しが窓から微かすかに入り込み、薄暗い部屋をほんのりと明るくした。

　窓の外からはチクチク、チチと小鳥の囀さえずりが聞こえてくる。俺は微睡まどろみの中、聞こえる音に反応し無意識に身体を動かす。

「痛っ……!?」

　机の角に小指をぶつけ、痛みにもがく。昨日までだったら、適当に歩いても大丈夫だったのに……。床に散らばった衣類の上を歩けば安全だったから……。

　俺は、痛みを我慢しながら部屋の電気をつけた。

「綺き麗れいになったよな……本当に」

　ゴミ屋敷からのビフォーアフター。それを思い出すのも感慨深いものだ。

　女神様が自分の家にきて、掃除をして、勉強をする。

　今までだったらあり得ないこと。もし、夢だったら早く覚めてほしい──本当に。

　自分の顔を思いっきり抓る。

「ふっちゃめつちや、いふぁい痛い」

　鏡を見ると片方の頰ほおを赤くした、だるそうな俺が映る。気力が感じられない、だらけきった顔をしていた。俺は顔を洗い、綺麗にしまわれたタオルをとり出して顔を拭く。

「洗濯までやってたのかよ……いつの間に」

　普通、脱いで放置された服や洗ったままシワだらけになった服っていうのは触りたくない。

　けど、平然と全てをやり切る若宮に尊敬の念を抱くと同時に、色々と納得した。

　だから、若宮は人気があるんだなぁ。

　本当の意味で全てが完璧。人柄も行動力も、そして能力も。

「今度、お礼の一つも言っておかないとな……」

　俺は背伸びをし、机の上に置かれた勉強道具に目をやる。

「やりたくないけど、やるか……」

　──トントントン

　出ばなをくじかれたようにドアをノックする音が聞こえてきた。

　俺は時計をチラッと見る。

　……朝の九時。新聞の勧誘か？　頭をぽりぽりとかき、ドアを開ける。

「新聞は必要な──」

「おはようございます、常盤木さん。いい朝ですね」

　絶句。俺は目を擦こすり、目を細める。……幻ではない、間違いなく若宮だ……。

「呼び鈴が壊れているようでしたので、ドアをノックさせていただきました。上がってもよろしいですか？」

　微笑ほほえみかける若宮に見み惚とれそうになるが、

「なんでいるんだ？」

　俺は目を逸そらし、そこに平然と佇たたずむリア神に疑問をぶつけた。

　まさか、二日連続で私服姿を拝見できるとは。私服だけに至福の瞬間……いや、すまん。

「『また』って言いましたし」

「今日だとは思わないだろ、普通」

「私の中では普通です」

　若宮は澄まし顔で答える。

　たしかに『普通』の定義は人によって異なるだろう。だから、ここで『普通』とはどういうものかを論争しても意味はない。決して、若宮を論破できる自信がないから諦めるわけではない。無駄な時間に労力を割きたくないからだ……と理由はこんなところだろう。

「つか、暇なの？」

「端的に言うと暇ですね」

「そうか、暇なのか……」

「はい。それはそうと常盤木さん、虫に刺されていませんか？　頰が少し赤いですよ？」

「ああ、これは……気にすんな」

　言えない。現実かどうか確かめるために抓った跡だなんて、言えるわけがない。

「では、上がりますね。もう朝食はとりましたか？」

「いや、まだだけど。つか食べなくてもいいし」

　朝食とか、食べるとしてもゼリーぐらいだ。十秒チャージって便利だよね。

「ダメですよ？　朝食は一日のパワーの源でもありますし、食べないと健康によくありません」

「じゃあ、後でテキトーに食べるわ」

「後でってもう九時ですから、後回しにすると朝食が昼食になってしまいますよ？」

「しょうがないな。じゃあ、これでも食べるわ」

　俺は、昨日見つけた非常食から乾パンを取り出す。

　ポリポリして美味おいしいんだよね、これ。なんとなく食べるのに丁度いい。

「常盤木……さん？」

「な、何か変……か？」

　怒ったように睨にらみを利かせる若宮。その視線にたじろいでしまった。

　ただ、怒った顔にどこか気品があり、これはこれで絵になりそう……と、そんなつまらないことを考えていると、若宮の目が鋭く細くなる。

「変も何もそれは食事ではありません」

「けど、これ以外食べるものないけど？」

　昨日掃除をしたことで、食べられそうにないものはあらかた捨てられたし、唯一残ったのがこの乾パンぐらいだ。

「はぁ。そんなことだと思っていましたよ」

　若宮はため息をつき、少し大きめのトートバッグからタッパーを取り出した。

「これは？」

「サンドウィッチです。多めに作りましたから食べて下さい」

「……いいのか？」

「はい、遠慮なさらずに」

　俺は生唾を吞のみ込こむ。お腹なかはぐぅと鳴り、まるで『早く食べろ』と急せかしているようだ。

「さんきゅ、色々と……」

「いえ、これはただのお節介ですから」

「そっか」

　俺は、若宮が持ってきたサンドウィッチを夢中で口に放り込んでいく。

　そして、食べ切るまで手を止めることなく、色々な味を楽しめるサンドウィッチに舌鼓を打った。

　……サンドウィッチがここまで美味しいなんて知らなかったなぁ。

　あっという間に、全部食べてしまったよ……。

「ごちそうさん」

「はい、お粗末様でした」

　若宮はタッパーを片付け、持参したと思われる布巾で机を拭く。残さず食べたのが嬉うれしかったのか若宮は、鼻歌交じりで上機嫌だ。
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　片付けを終えた若宮が机を挟んで俺の正面に綺麗な姿勢で座る。

「さて、そろそろ勉強をしましょうか」

「さっそくか……」

「はい、時間が空きすぎると効率が下がってしまいます。ですので、今日は昨日の復習をやりましょう。それをとにかく徹底的にやって下さい」

「もし終わったら？」

「その時は、土台作りのために暗記です」

「へいへい……若宮先生に従うよ。その方が良さそうだからな」

「…………」

　若宮がきょとんとした顔つきで俺を見つめてきた。

　何か腑ふに落ちないことでもあったのか？

「ん？　どうした？」

「その、失礼かもしれませんが……。まさか素直に聞いていただけるとは思っていなかったので、素直に驚いています」

「本当に失礼だな、おい。俺をなんだと思ってるんだよ……」

「捻ひねくれ者ものさんです」

「当たらずとも遠からずって感じだな」

　捻くれた人間だと思われていたのか？　たしかに人の言うことは聞かずに天あまの邪じや鬼く……。

　素直さのかけらもないが……ああ、だからか。

　自分で言っていて悲しくなるな。

「えーっと若宮、俺が勉強している間は何するんだ？　一緒に勉強か？」

「いえ、私は常盤木さんが勉強している間に食事の準備でもしようかと。……ですが、先に洗わないと使えませんね、これ」

　かなり汚れているフライパンを見て、顔を顰しかめる。

　年季が入ったフライパン。おそらく、油を弾はじくことなく吸いつけて、焦げる未来が見える、そんなフライパンだ。最後に使ったのがいつかも思い出せないほど、埃ほこりを被かぶっている。

「悪いな……料理とかここに住み始めて以来してないから、フライパンは最も早はや化石なんだよ」

「常盤木さんの家は、見つけて嬉しくない化石で溢あふれていますね」

「褒めるなよ。照れるじゃねぇか」

「褒めていません」

　少し頰を膨らませ、不服そうにする若宮。ちょっとした仕草でも目を惹ひかれてしまう。

「色々してくれるのはありがたいんだが、若宮さんの私生活……っていうか、自分の時間も必要だろ？　別に俺を放ほっておいてもいいんだからな」

「知ってしまったら放っておけませんよ。これは、私の今やりたいことですから。それに、常盤木さんがこのまま過ごしていたら、ダメ人間になってしまいそうですし……」

「自分で言うのもあれだが、既にダメ人間だからな俺……生活力とか皆無だ。正直、取り返し不可能だと思っている。だから今更、どうこうしようと……」

「大丈夫です。私に任せて下さい、真っ当な真人間にしてみせますから」

　若宮は拳を握り、決意に満ちた表情で俺を見てきた。

　そこまで彼女を突き動かす原動力とは何だろう？

　あれか、雨の中捨てられた仔こ犬いぬを見殺しにはできない！　って感じの心境か？

「では私は準備を始めますね。先に掃除をしてからですけど」

「使えない器具とか多そうだよな。ってかどれが使えるかとかもわからん」

「安心して下さい。必要だと思われる物は持参していますから」

「あー、だからその旅行バッグか。準備がいいな、マジで」

「フライパンから調味料、そして食材も入れています」

「凄すげえな……っていうか、本当に飯まで用意してくれるのか？」

「そのつもりですけど……いりませんか？　嫌でしたらやめておきますけど」

「嫌ではない。寧むしろ、めっちゃいる」

「ふふっ。それでは準備しますね。料理は自信があるわけではないので、あまり期待はしないで下さい」

「いや、大いに期待しとくわ」

「ありがとうございます。では腕によりをかけて頑張りますね。常盤木さんは勉強を頑張って下さい」

「おう」

「それと、今日は作り置きもして行きますから、しっかり食べて下さいね」

「オカンかっ！」

「洗濯物は畳んでおくので、ばらばらにしないで下さいね」

「そこまでやるっ!?」

「これもただのお節介です」

「それ、便利だから言ってないか？」

「気のせいです」

　若宮は、相変わらずの澄まし顔で答え、その端整な顔が薄うっすらと赤く染まる。

　この後、夜まで俺は勉強をし続けることになった。眠りそうになったら起こされ、トイレでゆったりしようとしたらノックされ……そう、徹底的にやらされた。







「マジで死ぬ……」

　夜になり、俺は干物のように机の上で干からびていた。

　リア神の管理と指導に心身とも疲れ切っている。音を上げたようにお腹も『ぐぅ』と情けない音を出した。

　そして、タイミングを見計らったように俺の目の前には若宮の手料理が並べられていた。食欲を搔かき立たてるいい匂いだ。だが、このメニューは……。

「普段、不健康に過ごされているでしょうから、常盤木さんのために健康を意識した料理にしてみました。どうぞ、お召し上がり下さい」

「……なぁ、こういう時に作るのってカレーとかハンバーグとかが定番じゃないの？」

「その料理を提供するよりは、健康と疲労回復、そして勉強に効果的な青魚の方がいいと思います」

「そういうことか……」

　白ご飯、味み噌そ汁しるに魚の塩焼き、ほうれん草の胡ご麻ま和あえ。

　青魚って頭にいい成分が豊富なんだっけ？　よくわからんけど……

　後は……ひじきの煮物……か。

「もしかして、ひじきの煮物がお嫌いですか？　ご飯に混ぜると美味おいしいですよ？」

「いや、俺ってこういう料理、そんなに得意じゃないんだよ」

「では……食べませんか？」

　少し表情が曇る若宮。俺は慌てて「いや、食べるけど……美味うまそうだし」と口にした。

　作ってくれるのは確かに嬉しい。だが、健康を意識した料理と聞くと……なんとなく苦手意識があるんだよなぁ。まぁ、せっかく作ってくれたから当然食べるけど……。

　俺は躊躇ためらいながらも箸で少し料理を摘つまみ、それを口に入れる。

「うまっ…………」

　思わず出た一言。その言葉に反応するように若宮が満足そうに微笑ほほえむ。

　俺は内心で『しまった……』と思いながらも表情に出さないように澄まし顔を作る。そしてなるべく若宮を見ないようにしてもうひと口、料理を口に運んだ。

　……正直、美味すぎる。疲れた身体からだに染み渡るほどで、意外にも俺好みの味だ。

　久しく食べていない温かい料理……。レンジで温めたわけでも、レトルトでもない。

　しっかりとした手料理。

　俺のために作られたという事実が、料理の美味しさを更に押し上げているようだ。嬉うれしさと同時に何かが込み上げてくる。

　……料理で感動することってあるんだな。

「お気に召したようでよかったです」

「ああ……。これなら毎日でも食べたいぐらいだよ」

「まるでプロポーズみたいですね」

「ゴホッゴホッ!?　何を言って──」

「冗談です」

「……ったく、変な冗談を言うなよ」

　横でくすっと笑うリア神を恨めしそうに見る。

　料理に自信がないとか、噓うそじゃないか……。

　改めて若宮の完璧っぷりを目の当たりにし、俺はため息をついた。
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「こんな時間に家を出るなんてな」

　俺はスマホの画面に映った時刻を見て、ボソッと呟つぶやく。

　時刻は朝の六時四十五分。いつも学校へ向かっている時間より一時間は早い。

　噓のような土日を終え、今日からまた学校だ。

　正直、学校は好きではないし、早く行きたいわけでもない。

　じゃあ、なんでこんな早くに出たのか？

　理由は単純。それは単に起きるのが早かったから……。

　まぁ、正確には起こされるのが早かったというだけ。

　俺は、スマホの着信履歴に表示されている『若わか宮みや凛りん』という文字を見てため息をつく。

「これが、モーニングコールか。こんなに辛つらいもんだとは思わなかったな……」

　朝は布団でだらだらと過ごす。それは至福であり、至高でもあった。

　だが、モーニングコールはそんな惰眠を許してくれない。二度寝しようとするタイミングを狙ったように着信が入るのだ。

　あまりのタイミングの良さに『もしかして見られているのでは？』と思ったほどである。

　俺のスマホにはアドレスがほとんど入っていない。あるのは父親、バイトの店長、無む理り矢や理り登録をしてきた加か藤とう健けん一いち、そして……若宮凛ぐらいだ。

　アドレスが少ないのは仕方ない。

　Ｄグループには、広いコミュニティや連絡をとる相手などいないのだから……。

　必要最低限あればいい、そう思っていた。しかし、その必要最低限の下限が昨日変わることに……俺が口を滑らせたのが原因だ。




　──昨日の夜

「常盤ときわ木ぎさん、明日の朝ご飯作ったので食べて下さいね。出汁だしにも拘こだわって作りましたから」

「ああ、ありがと」

「いえ、このぐらいどうってことありません」

「明日、起きてたらちゃんと食べるよ」

「『起きてたら』とは、どういうことでしょうか？」

「そのまんまの意味だけど？　俺、朝弱いんだよ。なんつーか、布団がとにかく恋しくてな～。だから遅刻常習者なんだよ、俺……」

「なるほど、そういうことですか……。では、常盤木さんスマホを出して下さい」

「なんだ？　中身のチェックか？　見られて困るものは何も……」

　何もないと言いかけて言葉が詰まる。……一応、履歴を消しておこう。

　そう、念ねんの為ため。

「ふぅ、これなら渡しても大丈夫そうだ。ほら、若宮さん」

「えーっと、はい、どうも」

　若宮は不思議そうな顔はするものの特に突っ込むことはなく、俺のスマホをいじりだした。

「これで大丈夫ですね。それではお返しいたします」

「ああ……。んで、結局何がしたかったんだ？」

「朝、起きられないとのことでしたので、起こして差し上げようかと。つまりはモーニングコールですね。ですので、私の電話番号を登録しておきました」

「えぇー……。俺、朝は普通に寝ていたいんだけど……。ゆっくり起きても食べられるから大丈夫だって……」

　口では不満を漏らしているが、俺は上がりそうになる口角を我慢するのに必死だった。

　生まれて初めて女子の連絡先が追加された……嬉しくないわけがない。

　ただ、それを顔に出すのはダメだ。あくまで、このお節介焼きのリア神がみのアドレスなのだから……。妙な興奮や期待を出すのは良くない。

「常盤木さんの『大丈夫』は、信用できません」

「ひでぇ。そんなはっきり言わなくても……」

「いいですか、よく考えて下さい。一番悲しいのは、どういう展開だと思いますか？」

「悲しい展開？」

「はぁ、わかっていなそうですね。悲しいのは、準備したご飯が食べてもらえず捨てられてしまう時です。どんな食べ物にも作った思いがあります。それが無下にされるのは居いた堪たまれません。作り置きと言っても一週間も保もちませんからね……」

　あり得る展開だ。俺は朝が弱い。そして、寝坊した時は間違いなく──朝食を食べないことを選ぶだろう。

　今までもそうだった。ゼリーで済ませたり、カ◯リーメイトで済ませたり、とにかくずぼらに生きてきた。朝食を食べる習慣なんて久しくない。

　朝、食べたサンドウィッチでさえ久しぶりだったのだから……。

「作ったものは食べて欲しい。そう思ってしまうのは、私のエゴですけどね」

「エゴか……。ま、いいんじゃないか？」

「押し付けがましいようで申し訳ないです」

「いや、こちらとしてはありがたいよ。ま、早く起きて健康的に食事するのも悪くないかもしれないしな」

「ふふっ。そう言っていただけると嬉しいです」




　──という流れがあったのだ。

　まぁ、あの流れで「朝は寝たいからモーニングコールをやるな」とは言えない。

　つかリア神にはお世話になり過ぎて、最も早はや断れない……。この短期間にそれだけお世話になっているし……。

　ちなみに作り置きされた、煮物と味噌汁は絶品で細部に渡って工夫がされている。

　メモに味付けについて書いてあったが、昆布とあごだしを使ったそうだ。味は健康に気を遣われているのか、薄味ではあったがそれでも料亭で出る料理となんら遜色ないように思えた。

「朝から恵まれてるなぁ、マジで……」

　俺は自転車を漕こぎ、学校に向かう。

　そして、向かう途中の交差点で信号にひっかかり、青に変わるまで信号機をぼーっと眺めていた。

「常盤木さん？」

　今朝も聞いた透き通るような声が、俺の耳を突き抜ける。声のする方を向くと、そこには夏服を着たリア神が立っていた。

　夏服は、目のやり場に困るな……。

「若宮さん……」

「二度寝をしなかったようで安心しました」

「あー、まぁ……流石さすがにな。若宮さん、朝はありがと……」

　叩たたき起おこされるように何度も繰り返されたモーニングコール。

　ありがとうと言える程、気持ちのいい目覚めではなかったが、食事の面などを考えると間違いなく感謝するべきだろう。

　……でも、なんでこんな中途半端な所に？

　電車通学だった気がしてたけど、バスで通ってるのか？

「いえ、ただのお節介ですからお気になさらず」

　彼女から返ってきたのは、いつも通りの平へい坦たんな声。表情に変化はなく、澄まし顔である。

「それよりも常盤木さん、お礼ではなく他に何か言うことがありませんか？」

「うん？　辞世の句とか？」

「違います。挨拶です、あ、い、さ、つ。朝、出会ったら言う。これは基本ですよ？」

「そういうもんか？」

「そういうものです」

　俺の正面に立ち、若宮は背筋をピンと伸ばす。

　どこかの令嬢だと思ってしまう程、凛とした佇たたずまいだ。

「改めまして、常盤木さんおはようございます」

「ああ、おはよ」

　二人の間に流れる沈黙。若宮は、満足したように俺に微笑ほほえみかけてきた。

　さて、でもこれで挨拶は済ました。残りは、

「んじゃ。また今度な」

　──別れの挨拶だ。

　またどこかで会うだろう。学校では話さないしな。

　俺は、立ち去るために自転車のペダルへ足を掛ける。

「待ちましょう」

「ぐぇ!?」

　シャツの襟を後ろから摑つかまれ、情けない声が出る。急に摑むからびっくりするじゃないか……。俺は不服を訴えるように若宮を見る。

　対して若宮も俺を見る目が不満そうだった。

「あぶねーだろ？」

「常盤木さん？　流れ的に先に行くのはおかしくないですか？　馬鹿なのですか？」

　若宮は、微妙に呆あきれたような視線を俺に向けてきた。

　怒ってはいない。だが、色々と物言いたげな様子で言葉の端々に棘とげがあるように感じる。

「俺の中では、有名人との登校はスルーに限るっていうのが大安定なんだが……」

「そんな理屈は知りません」

　不愉快そうに眉をひそめ、ムッとしている。

「少し考えればわかると思いますが？」

「それがわかれば、Ｄグループに所属してねぇよ」

「はぁぁ……」

　今度は盛大にため息。ものすごい呆れ顔である。

「どうせなら、一緒に行きましょう。……普通にわかると思ったのですけど」

「いや、その考えはなかったわ」

「……そうですか？」

「だってそうだろ……」

　俺が一緒に行くという考えに至らなかったのは、『目立ちたくない、スルーに限る』っていうのも勿もち論ろんあるが、それ以上に……。

「若宮さんって電車通学だろ」

　俺は、家から片道一時間近くかけて自転車通学している。かなり急げば四十分程で着くのだが……。でも実は、電車で行くと近いので、この近辺から通っている奴やつは大抵が電車である。

　俺も電車で通うという選択肢は勿論あったが、小回りのしやすさ、そして金の節約……それを考えた結果、自転車で通っているというわけだ。

　それに、電車とか人が多いところは、気が滅め入いってしまうし……。

「確かに電車通学ですけど？」

「何故なぜそこで疑問形なんだよ……。電車通学なら俺と一緒に行くなんてできないだろ？　それともあれか、駅まで連れて行けってことか？」

　けど、俺が今いるところから駅に向かうと、進行方向とは逆に進まなくてはいけない。

　まぁ、ここからならバスで行くという選択肢もあるが……。どっちだ？

『女子と途中まで一緒に行けるなんて、名誉なことだろ？』と言われてしまえば……その通りにはなるが、遠回りは面倒である。

　それでも、特に急いではいない道中だから頼まれれば……そうだな、行くしかないなぁ。

「それは常盤木さんに悪いので、同じ道で行きます」

「いやいやいや、ここから歩くと距離あるから普通に三十分ぐらいかかるからな」

「確かに歩くとそこそこ距離がありますね」

　そう言うと、若宮は悪戯いたずらをする子供のような笑みを浮かべ、自転車の荷台へ横座りをした。その可愛かわいらしい仕草に自分の鼓動が少し速くなるのを感じる。

「ま、まさかと思うが……二人乗りか？」

「そうです。いかがですか？」

「いかがも何も……ダメだろ。最近、厳しいし……見つかるとまずい」

「ふふっ。常盤木さんは意外と真面目ですね。勿論、私もそのつもりはありませんよ」

　若宮は「ただ、このシチュエーションって憧れますよね」と呟つぶやき、少し残念そうな顔をする。少女漫画でありがちな、二人乗りの描写に憧れていたのかもしれない。

　それは男も同様で、荷台に乗せた彼女が腰に手を回してくっついてくる。

　そんな状況……憧れないのは無理がある。誰もが夢見ることだ。

　まぁ、法律が許してはくれないので無理な話だが……。

「そのつもりがないなら、降りたらどうだ？」

「降りたら常盤木さんが逃げそうなので」

「に、逃げねぇよ」

　鋭い……。図星を突かれ、顔が引きつる。

「私を乗せたまま押していただいても結構ですが、私としては普通に歩いて学校に向かいたいですね」

　目を見たらわかる。……これは引く気がない目だ。

「はぁ、いいのか？　本当に結構かかるからな……」

「勿論です。私から提案したことですし、それに歩くと健康に良いですから」

「そっか……ならいいけど。歩くの疲れたとか文句言うなよ」

「言いませんよ。私、体力ありますから」

　自分の細い二の腕を見せつけてくる。その白くて綺き麗れいな腕を見せられても、大丈夫な気がしない。寧むしろ、細くて折れるのでは？　って心配の方が……。

　でもこの細身でスポーツが出来ているのだから問題ないのだろう。

　悲しい話ではあるが、俺よりも出来る……らしい。

　直接見たわけではない、あくまで噂うわさだ。

「では行く前に忘れるといけないので、これを渡しておきますね」

　若宮は鞄かばんから三角巾に包まれた物を取り出すと、俺の手に置いてきた。少し重みがあり、微かすかではあるが鼻び腔こうをくすぐる香ばしい匂いがする。

「もしかして弁当？」

「はい。お昼に食べて下さい。お弁当箱は、本日のアルバイトの帰りに渡していただければいいので」

「アルバイトって……今日も来るのか？」

「ドーナツが絶品ですからね。行かない理由はないです」

　通い詰める程、魅力があるようには思えないんだけどな、あのドーナツ。

　俺は、ふぅと息をはく。

「わかったよ……。とりあえず、行くか」

「そうしましょう」

　自転車から降りた若宮が俺の真横を歩く。足取りが軽く、ご機嫌なようだ。

　いつもの代わり映えのしない俺の通学路。

　けど、何もないように見えたこの道が今日はやけに色付いて見えた。




　　　　◇◇◇




「ふぅ～」

　数学の授業が終わり、俺は今日の授業でわからない箇所に線を引く。

　この線を引くという作業は、若宮から言われたことで後日まとめて聞くことになっている。

『どんなに細かい所でも、疑問に思ったら線を引いて下さい。線が多くなっても構いませんから、どこが、どこまでがわからないかをしっかり言えるように』

　これが若宮凛、改め若宮先生に命じられたことである。だが、一つ残念なことは──

「線しかねぇよ……。少しでも勉強しとくんだったなぁ」

　そう、『わからないところしかない』ってことだろう。

　高校入ってから全くやっていなかったから、当たり前と言えば当たり前のことではあるが……。

「翔と和わっ!?」

　後ろから急に肩を叩たたかれ、ビクッとなる。しかも耳元で大声……。

　俺は睨にらむように声のする方を振り返り、文句を言う。

「……びっくりした。耳元で大声を出さないでくれ」

「あーいや、そうだな。すまんすまん！」

　健一は頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、屈託のない笑みを浮かべた。

　イケメンは、どんな仕草でも補正がかかるなぁ。

　うん、イケメン補正込みでその笑顔は、余裕で百点超えだ。

「んで、どうしたんだ急に？」

「いやいや、どうしたはこっちが聞きたい！」

「うん？」

　俺は首を傾かしげる。健一に聞かれるようなことは、何もないと思うんだが？

「今日、授業で起きてたよな？」

「ああ……そのことか」

　納得。今まで起きていたことがないぐらいだから、まぁ気になるか。

　俺からしたら、どうでもいいことだとは思うけど。

「体調が悪いのか？　それとも、退学勧告を受けて真面目になったのか!?」

「ひでぇな、おい。両方ともちげぇーよ。単に、勉強へ目覚めただけだ」

「あり得ない……。これは、嵐の前触れなのか……」

　目を見開き、驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　失礼だな、マジで。

「いいだろ別に。学生の本分は勉学なんだから、特段おかしなことは言っていない」

「おかしいことだらけだよ。あー、驚き過ぎて過呼吸になりそ～」

　健一は水を飲み、俺の横で何度も深呼吸をし出した。

　オーバーリアクションだなぁ、ったく……。

「でも本当にどうしたんだ？　休み前より顔色がいい気がするし……」

「別に……いつも通りだ」

「ううん!?　なんか、あったな……この変わりようは……女か？」

　この二日間で栄養をしっかりと補給しているせいか、顔色もよくなったのだろう。

　健一が探るように俺をじーっと見つめてくる。これだから超人イケメンは……鋭い健一の指摘に冷や汗をかく。

「リア充は、みんな超能力者って言っても、俺は疑わない」

「なんだ？　変なこと言い出して……あ、図星ってわけか」

「当たらずとも遠からずって感じだな。ただ、健一が思っているようなお花畑なことはねぇーよ」

　若干、口を濁しつつ誤ご魔ま化かしたが、健一は何やら満足そうに笑みを浮かべていた。

「ふーん。でもあれだろ、お前のだらしなーい生活が改善される何かがあったんだろ？　いや、何かではなくて誰かだろうけど」

「はいはい。まーそんなところだよ」

「俺としては嬉うれしいぜ。不健康が代名詞みたいなもんだった翔和を、変えてくれたんだからな」

「へいへい」

　俺はふんっと鼻を鳴らし、適当に返事をする。

「いやぁ～。血色が変わると人って化けるんだなぁ」

「失礼だな……。つか健一、俺ってそんな不健康そうだったか？」

「いやいや、何をいまさら。周知の事実だろ」

　お前マジか？　と呆あきれた表情で健一が俺を見てくる。相変わらず無遠慮な物言いだ。

「ほら翔和って、お世辞にも筋肉質とは言えないだろ？　ひょろくて、生気を感じない無気力な面してるし。これを不健康と言わずしてなんて言うんだよ」

「うるせぇ」

「ははっ。そうむくれるなって！　磨けば光るものがあるんだからさっ」

「誰にでも当てはまりそうなことを言うな」

　他人に言われて気がつくことがある。

　不健康そう……。もしかしたら若宮にもそう見えたのかもしれない。

　面倒見のいい彼女だ。捨てられた仔こ犬いぬのように哀れな俺を、見て見ぬ振りはできなかったのだろう。健一から言われて、その線が濃いことがわかる。

　まぁ元からそんなことだろうと思ってはいたから、何も思わない。

　そう、何もね……。

「翔和に一つアドバイスをすると、バイトの時と同じ顔ができればもっと違うと思うぞ？　普段は、死んだ魚のように生力を一切感じないんだからさ」

「この顔は元々だよ。つーか、バイトの時と同じって普段から笑顔を振りまけってことか？」

「その通り！　まっ、無理にやれとは言えないけど……多少はな」

「無理。金が貰もらえるわけじゃないし」

「残念な奴やつだなぁ～翔和は……」

　横で聞こえるため息。また呆れているようだ。

　俺は、そっぽを向き窓の外を眺める。

　そろそろこいつのことを無視して弁当を食おうかな。腹減ったし……。

「健一は、俺に話しかける時間があるほど暇なのか？　こんな所にいないで、さっさと昼でも食ってこいよ」

「相変わらず卑屈だなぁ。俺は翔和と飯食うために来たっていうのに」

「俺のことはいいから、彼女と一緒にどうぞ」

「かーっ！　つれねぇーな翔和」

「一人で細々と食うから」

　俺は机の上に弁当を置く。若宮が作ってくれた弁当だが、幸い男が使っても違和感のない大きさだ。

　これも、彼女のちょっとした気配りなのかもしれないと思うと自然と頰が緩む。

「弁当……だと!?」

「まぁな」

「ってことは、待てよ。うーん。あー……ならそうするか！」

　何か閃ひらめいたのか突如、俺の腕を摑つかみ、そして同時に弁当も持ち上げた。

　……嫌な予感しかしない。

「んじゃ行くぞ！　珍しく弁当持ってるみたいだし、中庭で食おうぜ!!」

「嫌だ。あんなリア充共の溜たまり場ばに行きたくない」

「いいから来いっ！」

「ち、ちょっと待て」

　腕を引っ張り、教室の外へ俺を連れ出した。

　動く気のない俺は健一に引きずられ、最も早はや為なされるがままである。

　馬鹿力だな、おい……。このまま中庭までかよ……。

「うしっ！　到着っと!!」

「はぁ……腕がいてぇ」

　ため息しか出てこない。こんなリア充共の巣窟に俺を連れてくるなよなぁ……。

　見渡すとカップル……またカップル、そしてイケイケ男女のグループ……。

「あ……」

　思わず出てしまった声は、だいぶ間抜けな感じだったと思う。

　けど、中庭にいる一際目立つ存在を視界が捉えてしまった……だから仕方なかった。

「常盤木……さん？」

　木々の隙間から溢あふれた光が、その存在を照らす。それは幻想的で、まるで女神が降臨したかのように思えた。

　無理もない。そこには──リア神が悠然と佇たたずんでいたのだから。




　学校の中庭には大きな木が一本生えている。

『この木の下で告白すれば結ばれる』みたいな迷信は一切ない。ただ、中庭で存在感を放つ、とにかく大きい木ってだけだ。ＣＭで使われそうと言えばイメージが湧くことだろう。そして、その周りは、生徒たちの休憩スペースとなっていて、ゆったりとした雰囲気から昼食をとる場所として人気があった。

　ただ、この中庭に来るのは大抵がカップル、もしくは男女のグループばかりだ。グループと言ってもＡグループ、いてもＢグループまでの人達だけだが……。

　そんな中、木陰でレジャーシートを広げ昼食をとる目立っている男女グループがいた。周囲の人達はそのメンバーが気になるらしく、様子を窺うかがっている。

　話の内容が気になっている奴。自然と視線が誘導されてしまう奴。見み惚とれている奴。

　と三者三様、様々である。まぁ目を惹ひくのは仕方ない。

　そこにいる面子メンツがリア神、クール系美少女、完璧イケメン、そして……場違い男の計四人だからだ。

　場違い男に対する視線は冷ややかなもので、

『なんでいるの？』『いやいやお前じゃないだろ！』『誰あれ？』……云うん々ぬん。好意的視線は、一つも感じられない。あるとすれば好奇な目ぐらいだろう。

　ってことで、場違い男である俺は圧倒的な胃痛ポジにいるわけだ。主にメンタル的な。

　はぁ……正直、早くフェードアウトしたい……。

「晒さらし者ものだな……。恨むぞ、健一……」

「おいおい、そんな睨むなって！　いいじゃねぇか、美人に囲まれるなんて役得だろ？」

「それでテンション上がる程、おめでたい奴じゃねーよ」

　健一の正面に座る藤ふじさんが「……綺き麗れいだなんて」と頰を赤く染め照れている。普段がクールなだけに少し照れた姿が可愛かわいらしい。その横に座る若宮の表情は変化することがなく、小さい口でご飯を食べ進めている。

「翔和、それより早く食おうぜ！　弁当あるんだろ？」

「あー、まぁ……そう、だな」

「うん？　歯切れわりぃなぁ～。さっきまで、あんなに食べようとしてたじゃん！」

「ああ……」

　俺は自分の手元にある弁当をじっと見つめる。

　果たしてこれは今、食べるべきだろうか？

　俺には懸念があった。今朝、弁当を若宮から受け取り、この瞬間に至るまで中身を確認していない。この三角巾に包まれた弁当……。本当に弁当だけが入っているのだろうか？

　何のこと？　と思われるかもしれない。だが、あの若宮が用意した弁当だ。

『何かある』と俺の直感がそう言っている。気が利く彼女のことだ。一工夫している可能性が高い。例えば『この順番に食べた方がより美味おいしく食べられます』みたいな一言メモの存在とかね。そんなのがあれば、若宮の友人である藤が『……これ、凛の字じゃないかな？』と気がつくかもしれない。

　たとえ、気がつかなくても、勘の鋭い健一がいるんだ。バレることは必至である。

　そうなったら、この注目度だ。俺と若宮の関係が噂うわさされ、迷惑がかかることになってしまう……。それだけは、避けなくてはいけない。

　だから、開けることに躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。……いっそのこと、腹痛でトイレに行くか……。

「俺、腹痛いからやっぱトイレに──」

「でしたら、常盤木さん。お薬を差し上げますので、お使い下さい。このお薬は速効性がありよく効きますよ」

「ああ、さんきゅ……」

　おい、逃げ道を封鎖するなよ。

「……そうだ。手を洗わないと」

「ウエットティッシュがありますのでどうぞ」

「飲み物忘れ──」

「お水がありますよ？」

「「………………」」

　俺と若宮の間に沈黙が流れる。

　そんな俺達のやりとりを健一カップルは、呆あつ気けにとられたように見ている。

　だが、健一だけはすぐにニヤついた顔になり笑みを浮かべた。

「息ぴったりだなぁ～おふたりさん！」

「いやいや、違うだろ。単純に若宮さんの用意がいいだけだ」

「まっ、確かにそれもあるな！　つーか、あれ？　……翔和と若宮って面識あったのか？」

「新入生代表の挨拶をした有名人を、知らないわけないだろ」

「面識はありますよ」

「……凛は、一学年の生徒全員、顔と名前を覚えているから」

「え、まじ？　やばいな、それ！　俺は半分くらいしか覚えてないわ～」

『お前も充分やばいからな』と心の中で突っ込んでおく。

　ちなみに俺はクラスメイトを二割程度しか覚えていない。雲泥の差である。

　まぁ、この差が素直にＡグループとＤグループの差でもあるのかもしれない。

「ところで常盤木さん、お弁当は食べないのですか？」

「いや、その食べるよ……。けどなぁ」

「なぁ～に躊躇ためらってるんだよ。遠慮はいらねぇーから仲良く食おうぜ」

「……早くしないと昼休みが終わる」

　三人から早くと急せかされ、俺の額には嫌な汗が滲にじむ。

　もし懸念していたことが起こり、変に言われるようになったら……若宮も面倒だろう。

　それは、俺と同じな筈はず。同じな筈なんだけど……。だから頼む、ここから逃れる一手を。頭のいい、完璧人間であるリア神にはそれがわかる筈だ。

　俺の気持ちを察してくれっ！　と若宮に目め配くばせをする。

　視線に気がついた若宮は、少し微笑ほほえみ、そして小さく頷うなずいた。

　よかった……。そう、これが俺の願いが届いた瞬間だっ──

「私が開けます」

「……は？」

「効率を考えてみれば、私が開けることで同時に料理のご説明もして差し上げられますし、その方が一石二鳥ですね」

「え、ちょいまっ！」

　俺は制止しようと手を伸ばすが、若宮は先に三角巾の結び目を解ほどき、中から出てきた紺色の弁当箱を開けた。

　そして、見えてきたのは色彩豊かな健康的な中身。ぱっと見の印象だけでも、肉、野菜とバランスよく配置され、人にん参じんが花の形になっているなど細部にも工夫されている。

　──実に若宮らしい弁当だった。

「……美味うまそう」

　無意識に出てしまった素直な感想である。

　それに対して若宮は「ありがとうございます」と、いつも通りの抑揚のない声を出す。表情も変化はないが、頰ほおは薄うっすらと紅潮しているようだ。

　しかし、感動するあまり、俺は重要なことを忘れていた。そう、ここにいるのは俺と若宮だけではないということを……。

「……それ、今日の凛のお弁当と一緒？」

「あ……」

　……やばい、その可能性を失念してた……。

『バレてしまった』。その焦りと共に、心臓の鼓動が速くなっていく。

　喉が妙に渇き、身体からだ中じゆうの水分と水分がじりじりと干上がっていく感覚がした。

「……ねぇ、違う？」

「そう……か？　弁当ぐらい似ることもあると思うが……」

　弁明しようにも、うまい言葉が出てこない。これが、『詰んだ』という状態なのだろう。

「いやいや！　似てるっていうか、瓜うり二ふたつだろ!!　売っている弁当以外で中身が配置まで一緒ってまずないからな！」

「うっ……」

　俺は深く息をはき、木を見上げる。風で揺れる木々の音が、まるで愚かな道化を笑っているかのように聞こえた。

　あー風が気持ちよさそうだなー。青々としてるー。ははは……。

「現実逃避ですか？」

「俺の心境を適切に読むなよ」

「顔に出ていますから、わかりやすいです。ですが、何か逃避することがありましたか？」

「いや、今の状況見て言えよ」

「四人で楽しくお昼ご飯ですね」

「はぁ……どっと疲れた」

「では、今日は疲労回復のために豚の生しよう姜が焼きにしますね」

「そういうことじゃねぇよ……」

　隠す気がまるでない若宮の様子に、俺は嘆息する。

　若宮は、特に動揺した様子もなく、寧むしろ俺が疲れた表情をしている理由がわかっていないようだ。

　そんな俺と若宮のやりとりを残りの二人が食い入るように見ていた。

　健一なんて、目をキラキラと輝かせている……。

「翔和、思ったんだけどさぁ～」

「うん？　なんだよ……」

「いやぁ～野や暮ぼなこと聞くようだけど、お揃そろいの弁当といい、二人のやりとりといい──」

　少し勿もつ体たいぶって話す健一を無視するように、俺は弁当を食べ始める。

　そう、この後の面倒な展開はわかりきっていた。

「お前ら、付き合ってんの？」

　ニヤついた健一の顔が無性に腹が立つ。

　俺は食べ進める手を止め、睨にらむように健一を見た。

「違う。家が近所、ただそれだけだ」

「お付き合いはしていませんよ」

　まるでタイミングを合わせたように、若宮も否定をした。事実とはいえ、特に表情を変えずに言い切られると、なんとも言えない気持ちになるな……。

　けど、ここで変に言いい淀よどむよりは、きっぱりと否定してくれた方が助かるのは事実だが……。俺たちの様子を窺うかがっていたその他生徒の何人かは、少しほっとしたような表情を浮かべていた。

「ふーん。本当にそれだけ？」

「いえ、私は──」

　余計なことを言われたらまずいと思い、俺は若宮の話を止めるように咳せき払ばらいをした。

　そして、俺に視線が集まったところで、ため息をつく。

「たしかに、若宮の施しで食料を分けてもらっているのは事実だ。それにほら、健一は俺の家……知ってんだろ？」

「ああ、まぁ……」

「……健一、どういうこと？　もしかして聞かない方がいい？」

　健一が俺をチラッと見る。「どうする？」と目で聞いているようだ。

　……仕方ない、俺から話すか。

「聞かれて困る話じゃないから言うけど。まぁ、とりあえず俺の家って超が付くほどのボロアパートなんだよ。つまり、金はない」

「……なるほど」

　藤さんが気まずそうに目を逸そらす。そんな反応されると逆にこっちが辛つらいんだが……。

「ま、ここまで言ったら頭のいい健一と藤さんならわかると思うけど」

「わからねぇけど？」

「……私もわからない」

　俺は肩を竦すくめ、深い息をはく。

「そんな俺を心優しい若宮が偶然……そう、本当に偶然知ってしまったんだ。それで世話になっているってわけね」

「ふーん……そっか」

「なんだ、その表情？　信じてないのか？」

「う～ん。百歩譲って、弁当のことはわかった。可哀かわい想そうな動物に餌付けをする感覚もあるかもな、とも思ったし」

「餌付けって、お前なぁ……。間違いではないけど……」

「けど、勉強はどうなんだよ。流れから察すると、翔和が急に勉強し始めたのは若宮のお陰だろ？」

　俺は玉子焼きを咀そ嚼しやくする。健一なら、そこを突いてくると思ったよ。

「ま、勉強はご飯のついでにって感じだな。そう考えると、若宮さんの優しさには感謝してもし切れない。迷える哀れな仔こ羊ひつじに対して、慈愛に満ちた対応をする天使様って感じだ」

「本当に捻ひねくれてんなぁ～」

「どうとでも言え。俺は事実を言ったまでだ」

「事実ねぇ～？　俺はそう思わないんだけどなぁ」

「お前らが想像するようなことはない。お節介に甘んじている情けない男、それが今の状況だ。それ以上でもそれ以下でもない……だからな──」

　俺は大きく息を吸う。

「変な勘繰りはやめてくれ、若宮さんに迷惑だ」

「しつこい」と一言添えた。

　さっきまでヘラヘラしていた健一も笑うのをやめ、真剣な表情に変わる。

　その横に座る藤さんは、何故なぜか残念そうに小さく息をはいた。

「……常盤木君、言葉を返すようだけど凛って……」

　──キーンコーンカーンコーン

　藤さんの言葉を遮るように、授業開始の予鈴が鳴る。

　俺は、ふぅと息をはき弁当を片付けた。

「んじゃ、話はここまで」

「お、おい待てよ翔和！　話はまだ！」

「いいだろ別に。早く授業に行かねーと」

「常盤木さん、後で──」

　微かすかに聞こえた若宮の声。俺は、振り返ることなくその場を立ち去った。

　一瞬見えた彼女の表情が、むくれてたように見えたのは……。

　気のせいだったのだろうか？




　　　　◇◇◇




　──憂鬱だ。

　昼休みの一件から瞬く間に噂うわさは広がった。これが高校生のネットワークというやつだろう。

　ただ、幸いなことに噂の大部分は『常盤木が若宮凛のヒモ』という、あながち間違いではないところだろうか。

『実は付き合っているのではないか？』この噂については、ほぼ騒がれていない。

　俺の対応が、噂を有う耶や無む耶やにしたようだ。

　まぁ、代わりに俺の性格が最悪だと、評判は株価の大暴落のように下がりっぱなしだ。元から最低の評判が最低最悪の評判に変わってきている。ＤグループからＥグループになるんじゃないかって勢いだ……、仕方ないことだけどね……。

　けど、そんな噂より気掛かりなことがある。

　俺は放課後、真っ先にバイト先に向かおうと、急いで下校しようとした。

　そして、校門を通過する時に「常盤木さん」と声をかける若宮がいたんだが…………無視してしまった。

　心に引っ掛かる気持ちはある。世話になっている身でありながら、あり得ない態度だ。

　だが──『下校する生徒が大勢いる』、『今回の噂が出回った当日』。この二つのことから、若宮に対して塩対応するしかなかった。

　ここで普通に接していたら、迷惑がかかるから……。




「お疲れ様でーす」

　俺は裏の勝手口から入り、店長に挨拶をする。

「やぁ常盤木君、お疲れ。今日もよろしく頼むよ」

「お金のために頑張ります」

「ははは、君は正直だね～」

　店長は笑いながら、パソコンを操作する。アルバイトのシフトを確認しているようだ。

「確か今日は、短シフトでいいんだよね？　二十一時上がりでよかったかな？」

「あー、店長。そのことなんですけど、相談が……」

「なんだい？」

「もう一時間、早めでもいいですか？」

　店長の糸目が薄うっすら開き、不思議そうな表情をする。

「おや？　珍しいね。てっきり『やっぱり最後までいます』って言うと思ったんだけど……理由を聞いてもいいかな？」

「えーっとですね。テストが近く、家で勉強したいっていうか……」

「なるほど……」

　もう一度シフトを確認する店長。眉間にしわを寄せ『うーん』と考えている。

「そうだねぇ。お客様の出入り次第だけど、月曜日はそんな忙しくないし。いつも頑張っている君の頼みだから、別に構わないよ」

「ありがとうございます。それでは、着替えてきます！」

「あっ、そういえば、君の友達がまたお店に来ているみたいだけど……仕事前だったら話してきてもいいからね？」

「了解っす。ありがとうございます。今日は……そうですね、気が向いたらそうします」

　俺はその場を立ち去り、更衣室に向かった。

　去り際に「うーん。痴話喧げん嘩かかな？　若いねぇ～」という発言が聞こえたが、妄言なので無視しておこう。

　バイトを開始して一時間後、いつもの席に座っていた若宮が立ち上がりレジへと並んできた。平日のこの時間は、一つしかレジを開放していない為ため、必然的に俺の場所に並ぶことになる。

　俺をじーっと見つめる若宮。俺はいつもの営業スマイルを作った。

「ご注文はいかがなさいますか？」

「ドーナツ二つお願いします」

「ありがとうございます！」

　何か言いたげに俺を見る若宮。

　バイトの邪魔をしてはいけない、でも……話したいことがある。そんな様子だ。

　だが、

「それでは、そちら側でお待ち下さい」

　仕事としては、当たり前の対応をした。知り合いからしたら冷たいと思われるかもしれない。

　俺の言葉に若宮は小さく息をはく。そして──若宮が再びレジに並ぶことはなかった。




　──二時間後

「弁当箱、返しに行き辛いな……」

　バイトが終わり、更衣室で着替えながら俺はぼそっと呟つぶやいた。

　自分から距離を置こうとした関係上、こちらからは近づきにくい。ほとぼりが冷めるまで渡すのを見送りたいが……流石さすがにそれはなぁ……。

　裏の勝手口から顔を少し覗のぞかせ、リア神がいないことを確認する。

　……いない。どうやら、俺が帰ろうとしていることに気づいていないようだ。

　俺は急いで自転車に跨またがり、そして見慣れた道を全速力で駆け抜ける。

　この道を押して歩かないのは、一週間ぶりだろうか。たった一週間の期間なのに酷ひどく懐かしい……そんな気がした。

「何やってんだろ……俺」

　これは俺の逃げ。ただの自己満足、自己犠牲……そう、ただの独りよがりだ。

　俺は、暗くなって夜空を見上げる。星一つない、見えない、暗い夜。

　まるで俺の心中を表したような空だ。

「……うん？」

　大家ではない……？　アパートの入口に立つ人影に、俺は妙な胸騒ぎを覚えた。

　そして、その人影に近づくにつれて、胸騒ぎが確信に変わっていく。

「……常盤木さん、待っていました。私はあなたに文句があります」

　俺たちの横を車が通り過ぎる。その車のライトに照らされて見えたのは、俺を澄んだ瞳で見つめるリア神の姿だった。

　驚きのあまり「……なんで」という言葉が自然と漏れ出る。

　夏が近づき蒸し暑くなりつつある最近の夜。しかし、俺は暑くは感じていない。

　目の前のリア神から向けられる、凍いてつくような視線が俺の体温を奪っている。

「その表情から察しますところ、私の予想通りでしょうか？」

「予想通り？」

「『私を避けた常盤木さんが、一時間早めにバイトを終えて帰る』という予想です」

「ピンポイントな予想だな、おい。けど、全く違う……そういう理由ではない」

「そうですか」

　──噓うそだ。

　まさにドンピシャ……若宮の予想的中である。

「ひとまず、家に上がらせていただいてもいいですか？　買った食材が腐ってしまうので」

「ああ……」

　俺は短く返事をし、若宮を招き入れた。家に上がった若宮は、冷蔵庫に食材を入れていく。表情は特に変化していないが、無言によるプレッシャーが怖い。

「……お金は後で払う。毎回は悪いしな」

「その話は、後日で構いません。それよりも、お座り下さい」

　彼女はそう言うと、椅子に座り俺にも座るように促してきた。俺は、素直に若宮と向かい合う形で座る。

　若宮は伏し目がちにお茶を啜すすると、おもむろに話し出した。

「私が怒っている理由は、わかりますよね？」

「ああ、まぁ……な」

「そうですか……私から言いたいことは多々あります。ただ、先に常盤木さんの話を聞いてからと思っていますので教えて下さい。理由もなく、あんな態度はとらないと思いますから」

「別に、大した意味は……」

「建前とかいらないので、逃げようとか思わないで下さいね」

　若宮の目が「話すまで逃がしません」と訴えているようだ。

　逃げ切れないか……。俺は息を吞のみ、話す覚悟を決める。

「こうやって話すのは……今日までにしよう」

「理由を聞いても？」

「これ以上関わっていたら、若宮さんが俺なんかと知り合いだと思われるだろ」

「それは、ダメなことですか？」

　俺の言ったことが腑ふに落ちないようで、若宮は首を傾かしげた。

　自分の立場や状況をわかっていないのか？

「ああ、ダメなことだ。この時期の高校生は色恋沙汰の話題が大好きだからな、格好の餌食にされてしまう。もしかしたら、『あいつと付き合ってるの？』『仲良いの？』みたいな噂が流れるかもしれない。そうなったら、変に誤解されて面倒だ」

「面倒……ですか」

「ここまで若宮さんにしてもらっているのにさ……。これ以上は迷惑をかけられない。だから、人前ではなるべく話さない方がいいと思う」

　昼休みのちょっとしたやりとりでさえ、すぐに噂が広がったんだ。この関係が続いたら、噂が確信に変わっていくだろう。そして、噂が広まり続ければ、それを消すことは不可能に近くなる。

　そうなる前にどうにかしないといけない。だからこその判断……最善の選択だ。

「前にも言いましたが、噂は気にしませんよ？」

「噂だけなら、まぁ無視すればいいかもしれない。だがな、直接聞かれたり、しつこいのは嫌だろ？　妙な気を遣うのも疲れるしな……」

「確かに、しつこいのは困りますね……」

「だろ？　それに、例えばある人、ここではＡ君としておこう。Ａ君のことを百人が『あいつはクソだ』と言ったとしよう。そして、自分一人が『クソだ』とは思っていない。けど、それを前面に押し出して『Ａ君は良い奴やつだ』と言い続けて、百人という大衆に挑むっていうのは無謀ってもんだ。数の暴力に勝てるわけがない、無理に決まっている」

「なるほど……確かにそういうのは、あるかもしれませんね」

「ああ、噂うわさは怖い。だから手遅れになる前に断ち切らないといけない……」

　正直甘え過ぎた……若宮の優しさに。

　自分は独りに慣れている。

　独りが好きだと思っていたが……存外、人の温ぬくもりが恋しかったのかもしれない。

　現に、この数日間は充実していたのだから。

　だからこそ、

　──甘えが大きくなる前に。

　──気持ちが肥大化する前に。

　──勘違いが加速する前に。

　──居心地の良さに至福を感じ過ぎてしまう前に。

　俺は断ち切らなくてはいけない……後で、後悔しないためにも。

「そう言われると少し残念です」

　彼女は寂しそうに呟く。そして、すーっと立ち上がると俺の方に近づいてきた。

「常盤木さんの目に私がどのように映っているか、存じ上げません。もし、私を完璧で月みたいな存在、自分とは別次元の人間だと思っているのであれば……」

「……うん？」

　少し震えている若宮の様子に首を傾げた。こっちから見ても力が入っているのがわかるほど、若宮は拳を強く握っている。

「甚だ不本意ですっ！」

　いつも抑揚のない声で話す彼女からは、想像できない怒気のこもった声が発せられた。

　その声に驚いた俺は、身体からだをビクッと震わせる。

「私は完璧でもなければ、別次元の人間でもありません。常盤木さんと同じ所にいる極普通の女の子に過ぎません。わがままだって言います、拘こだわりも強いです、押し付けもしますし、嫌なことは嫌です」

「……っ!?」

　両方の頰ほおを引っ張られ、俺が何か言おうにも上手うまく喋しやべれない。

「そして、自分が付き合う人間は自分で決めます。そこに周りの評価、評判が入る余地はありませんし、影響もされません。純粋に私の目で見て、一緒にいたい、話をしたい、そう思ったからこうしてここにいるのです」

「………………」

「もし、常盤木さんが私から無理に離れて、距離を置こうとしても無駄ですからね。それは先に宣言しておきます。私のために離れようとか、話さないようにしようとかは、思わないで下さい。そんなこと、私は望んでいませんから」

「ひやいや、だふぇどだけど！」

「それでも、常盤木さんが態度を変えるようでしたら……」

「なっ、わ、若宮さん!?」

「人前でこうしますから。外でも、学校でも、勿もち論ろん……バイト先でも」

　抱きついてきたわけでも、キスをしようとしたわけでも当然ない。

　ただ、俺の袖を摑つかんだだけだ。

　甘えたような上目遣いで、目に涙を滲にじませて……。

　正直に言おう──破壊力が半端ない。

　普段、感情を乱すことのない落ち着いている若宮だ。そんな彼女が見せたこの姿。

　もう、見せたというより魅せたと言った方がいいかもしれない。
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　これを人前でやるだと……？　事実上の死刑宣告じゃねぇか!!

　返事を待つように、袖を摑みながら俺を見つめる若宮。

「あーっ！　くそっ！　わかったわかった。俺の負けだ、だからやめてくれ……人前でそれは……死ぬ」

　俺は両手を挙げて降参のポーズをとった。……自分の顔が燃えるように熱い。

　横目で若宮を見ると、頰を赤く染め満足そうに微笑ほほえんだ。

「わかりました。常盤木さんがまた間違いを犯さない限り、人前ではやりません」

　若宮は俺の様子を確認すると、すぐに涙を引っ込め澄まし顔をした。ただ、頰はまだほんのりと紅潮しており、なんとか取り繕おうとしているようにも見える。

　けど、涙を見せ、そして一瞬で引っ込める。そんな芸当を見せつけてきた若宮の演技力の高さに、俺は内心で驚きよう愕がくしていた。

「……涙っていうのは女の武器だが、理不尽過ぎんだろ」

「武器を駆使するのは当然です」

「はぁ……。若宮さんは将来、女優とかになれるんじゃないか？」

「女優には興味ないです」

「そっか」

「それに、さっきのあれは演技ではないですよ？　悲しかったのは事実ですから」

「……すまん」

　少し悲しそうに苦笑した彼女に俺は頭を下げる。

　正直、人生でここまで真剣に思われたことはなかった。まさか、『一緒にいたい』、『話したい』。そう思ってもらえているとは、露程も思っていなかったのだ。恋人とか友人とか、どういう括くくりで言ってくれたのかわからない。

　──なんせ、今まで経験がないのだから。

　けど、少しでも彼女がそう思ってくれていたのなら、俺のした行為っていうのは最悪最低なことだったのだろう。

　我ながら浅はかな考えに、不快感が伴った。

　だからこそ、聞かずにはいられない。

「本当にいいのか？　せっかく、噂や誤解を解く動きをしたのにさ……」

「勿論です。私の為ためを思っているのであれば、今まで通りでお願いします」

「はぁ、わかったよ」

　迷うことなく答える若宮に思わず苦笑した。

　俺は、若宮が淹いれてくれたお茶を口に含み、それを一気に飲み干す。

「……とはいえ、今回の件。常盤木さんの態度に私、酷ひどく傷つきました」

「それは……わりぃ」

「心にクレバス級のひびが入っていますよ」

「クレバスって……」

　言いすぎでは？　と言いたいが落ち度がこちらにある分、言うことは出来ない。

　ってか、クレバスって落ちたら助からないとか言われる、あのひびだろ？

　それだったら修復不可能な気がするんだが……。

「人の心は、それほど傷つきやすいものです。現に私はものすごーく、それは大きく傷がつきました」

「悪かったって……」

「最も早はや、傷物にされた気分です」

「それは意味が違う！」

　たまにこうぶっ飛んだ発言があるのは、ウケを狙ってるのだろうか？

　でも、そんな風には見えない。真面目に言ってるとしたら、危なっかしいなぁ。

「それで、気分転換をする必要があると思うのですが、何か妙案はありませんか？」

「案ねぇ……」

　俺は頭を捻ひねる。気分転換、ストレス解消？

　俺だったらゲームか、通帳に貯たまったお金を見ることぐらいだが……。

　けどここは無難に──

「そうだな……。ストレス解消には昼寝じゃないか？」

「却下です」

　返答が早い……。そして声が冷たい。

「爆買いとか？」

「ありえません」

「やけ食い？」

「論外です」

　俺の持ち札が最早ゼロ……案がない。

　じゃあ、一番あり得ないことだと……。

「じゃあ、遊んで発散するとかか？」

「そうしましょう常盤木さん」

「は？　え、俺？」

「常盤木さんは、日時と場所を決めて下さいね？　楽しみにしていますので」

　暫しばしの思考停止……。

　若宮と遊ぶ……つまりはデート？

　ないないない！　天地がひっくり返ってもそれはない。

　考えてみてほしい。俺と若宮が並んで歩いている姿を……。

　釣り合いが悪すぎて、間違いなく『レンタル彼女をしている残念な奴やつ』にしか見えないだろう。

　それは色々と辛つらすぎる……。

「おい、ちょっと待った！　なんで、俺も行くことになるんだよ！　普通、遊ぶって藤さんとか他の友人とじゃないのか!?」

「確かに、それもいいですね」

　矛先が変わったことに、そっと胸をなで下ろす。

　これで安心──

「ですが、今回は常盤木さんと一緒にと思っていますので」

　ダメだった……。

　俺は少し抵抗を試みる。

「テスト近いし……」

「では、テスト後ですね。『テストお疲れ様会』とかがいいかもしれません」

「バイトが……」

「シフトの調整は任せて下さい」

　なんでこう逃げ道を封鎖するのだろうか？　言い合いで勝てるビジョンが浮かばない……。

「これ……もう、決定か？」

「はい。私、一度決めたことは曲げませんから」

「だよなぁ……」

　若宮の目から強い意志が感じられる。いやマジで頑固だな、おい……。

「さて、話が済んだことですし勉強を始めましょうか」

「えっ、今から!?」

　俺の言葉にジト目で見てくるリア神。

「勉強をしない日が増えると定着しませんので」

「けど、今からだと正直気分が乗らないんだが……」

「気分は自分でコントロールするものですよ？」

「そんな高等テクニック、俺にはねぇよ……」

「そうでしたか……驚きです」

「俺の方が驚きだわ」

　てか、若宮はコントロール出来るのね。その事実に脱帽だよ。

　リア神って出来ないことは何もないんじゃないか？　今のところ欠点らしい欠点が見つからないし。

「では、試しにコントロールしてみましょう」

「え、何かやるのか？」

　俺の頰が自然と引きつる。

「……露骨に嫌そうな顔をしないで下さい。まぁ、騙だまされたと思ってやりましょう」

「はぁ、仕方ねぇーな……」

　結局付き合うことに……。ってか、拒否してもどうせ若宮は折れないだろうしな。

「いいですか？　まずは拳を高らかに上げます」

「こうか？」

　俺は右手を上げる。

「次に『テンション上がってきたぁぁああ！』っと叫びましょう」

「棒読みかよ……」

「私には必要ないですからね。常盤木さんは、テンション最高潮でお願いします」

「マジか……。一応、それで終わりか？」

「いえ、後は満面の笑みです」

「はぁ？」

　口から素っ頓狂な声が出る。

「わかりませんか？　『満面の笑み』です。営業スマイルではなく、スポーツ少年の無邪気な笑みって感じでしょうか」

「ここにきてハードルが上がったな……。いまいちイメージしにくいし、やり辛いんだが」

「アルバイトで出来ているから大丈夫ですよ」

　バイトの笑顔はお金が貰もらえるから出来る。何もプラスがないならそんなことにエネルギーを使いたくない。しかし、今回は今日の件から若宮には少し負い目があるし……。

　はぁ、やるしかないのが辛いところだ。

「ほらほら、早くして下さい」

「ちっ、わかったよ」

　俺は深呼吸をする。

　ここはバイト。ここはバイト。と心の中で何度も唱える。

「テンション上がってきたぁぁぁあああっ！」

　まるで全国大会で優勝したような爽やかな笑みで、しかもお隣に迷惑がかかりそうなぐらいの声量で叫ぶ。

　ちなみにこのアパートに隣はいないから、問題はないが……。

　俺の精神衛生上、問題だらけだ。

「………………」

　魅力的な笑みを浮かべなから俺をじーっと見る若宮。

　ただ何も言わずに見てくる。

　くそっ！　顔が熱い！

「……無言は辛いんだが」

「常盤木さん。笑うと可愛かわいいですね」

「そんな評価はいらない」

　俺は嘆息し、手で自分の顔を扇あおぐ。

　顔から火が出るというのは、こういうことを言うのだろう。

　俺の顔を覗のぞき込こむように見る若宮。

「どうですか？　やる気出ましたか？」

「どうも何も……顔が熱い。ただそれだけだ……」

　再び手で扇ぐ。

「この方法じゃなくても良かったのですけどね」

「おい、俺の羞恥心をどうしてくれるんだ」

「でも、目は覚めましたよね？」

「まぁ、そうだけどさ……」

「でしたら成功ですね。では、さっそく始めましょうか」

「はいはい。わかったよ……」

　俺はため息をつき、天井を見上げる。

　けど、態度とは裏腹に俺の心は晴れやかなものだった。
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　──時刻は早朝

　朝早くに聞こえる「ホーホホッホーホホ」という音楽のようなリズムが俺の耳を通過する。

　窓の外を見ると星が一つ二つ、今にも消えそうなぐらいの淡い光で瞬いていた。

　俺は勉強疲れの眠い目を擦こすり、洗面所に向かう。寝癖でぐちゃぐちゃの髪に水をつけ、やや乱暴にとかした。

「ふわぁぁ……」

　まだまだ眠い……リア神がみからのモーニングコールを待たずして起きてしまった。

　少し残念なような……あの電話越しのプレッシャーを感じなくて済むという安あん堵ど感かんなのか……なんとも言えない微妙な気分である。

「これも若わか宮みやさんのお陰か……」

　鏡に映った自分の顔を見て、そのまま右の頰ほおを抓つねる。

　健けん一いちに言われるまで気がつかなかったが、確かに顔色はいいのかもしれない。

　少なくとも死んだ魚のような見た目には見えなかった。

「昨日は……色々あったな」

　目まぐるしく変化した昨日。

　自分の人生の中で一番濃い一日だったに違いない。疲れもしたが、嬉うれしくもあった。

　ただ、同時にモヤモヤとしたものが身体からだに絡みついている気がして気持ち悪くもあった。

　そんなことだから、満足に寝られずに起きてしまったわけだが……。

「……感謝しないとな、本当に」

　俺は、クローゼットに綺き麗れいにかけてあるワイシャツを手にとる。若宮が整頓したからか、皺しわが全くない。

　さて、若宮にどう恩返しをすればいいのか？

　ドーナツを買ってあげる？

　いや、それだけじゃ足りな過ぎる。でも、だとしたら何がいいのか、俺には思いつかない。

　──ブーブーブー

　そんなことを考えていると、机の上にあるスマホが震え出した。

　スマホが光り、画面には『若宮凛りん』と表示されている。

　俺は時計を確認し「ふぅ」と小さく息をはく。

「もうそんな時間か……」

　彼女のモーニングコールは正確だ。コンマ数秒のズレもない。

　それこそ精密機械並みだろう。

「……おはよ」

『おはようございます。常盤ときわ木ぎさん』

　電話越しから聞こえる透き通るような声。平へい坦たんで抑揚のない声だ。

「相変わらず、時間に正確だな」

『約束は守るのを信条としていますので』

「律儀なこった」

『それにしても、今日は一回目で起きるなんて珍しいですね？　何かありました？』

「ま、たまには起こされる前に起きようと思っただけだよ」

「お～」とスマホ越しに手を叩たたき感嘆する声が聞こえてくる。若宮も驚いているようだ。

「まぁ、俺もやるときはやるってことだよ」

『ふふっ。それは良かったです。ただ、私としては嬉しい反面、寂しくなっちゃいますね』

「どういうこと？」

『朝起こすという仕事がなくなってしまうわけですから、楽しみが減ってしまいます』

「楽しみねぇ」

　俺を起こす楽しみというのはよくわからないが、彼女にとってやると決めた仕事が早くもなくなるのが寂しいのかもしれない。

「けど、今回はたまたまだと思うから……、まぁまた頼むわ……」

『任せて下さい。ビシッと起こして差し上げますから』

　相変わらず抑揚のない声だが、心なしか声が少し弾んで聞こえた。

『もう、朝は食べましたか？』

「いや、まだだけど」

『そうでしたか。よかったら一緒に食べませんか？』

「別に、いいけど……」

　顔が見えないのに、少し照れくさい。俺は頰をぽりぽりと搔かきながら返事をする。

『では、三十分後に向かいますね』

「はいよ」




　　　　◇◇◇




　食事を終え、食器を洗う若宮を俺はぼーっと眺める。

　すらっとした脚がとても綺麗。みずみずしく、艶あでやかで汚れがないと言えばいいだろうか。

　どうしたら、あそこまでのプロポーションを作ることが出来るのだろうか？

　俺にはわからない……この造形美とも言える美しさの秘密は。

「お待たせしました。では、学校に参りましょうか」

「ああ……って、今からだと歩いたら間に合わないぞ？」

　時間は七時を回っている。

　そして、ここから歩いて行くとかなり距離があるのでどう考えても間に合わない。

　ってか、女子をそこまで歩かせるのはそもそも抵抗がある。

「大丈夫です。私、今日は自転車ですから」

「えっ、そうなの？　準備いいな」

　リア神が自転車？　漕こいでる姿が想像出来ない。

　ただ、リア神が自転車で通学していたら、街行く人がハーメルンの笛吹き男に魅せられたようについてきそうだなぁ……あまり考えたくないけど。

「えぇ。万が一、常盤木さんが逃げても追いかけられるようにと思いまして」

「逃げねぇよ。俺をなんだと思ってんだ」

「駐輪場では無視され、呼びかけても過ぎ去り……。前科はありますけど？」

「……すいませんでした」

　意外と根に持っていたようだ。俺は土下座をするぐらいの勢いで謝る。

「もうあんなことしなければいいです。もしも、同じようなことを繰り返したら……昨日のことを問答無用で行います」

「それは勘弁してくれ」

　俺は深く息をはき、肩を落とした。

　そんなことをされたら周りの男に一生恨みを買うから、マジで……。

「けどさ、自転車って若宮だと……その微妙じゃないか？」

「何故なぜですか？　私、自転車は乗れますよ？」

「いや、乗れるとか乗れないとかじゃなくて……」

「どういうことでしょう？」

「ほら、女子って……その、スカート……だろ」

　俺の顔を見つめる若宮から目を逸そらす。「ふふっ」と若宮の笑い声が聞こえてきた。

「大丈夫ですよ？　全く問題ありません」

「そうなのか？」

「はい。確認してみますか？」

「はぁ!?」

　若宮はそう言うと、何も恥ずかしがることなくスカートを少し上げた。

　俺は慌てて手で顔を覆う。

　そして隙間から見えたのは──

「……紺色のショートパンツ……か」

「当然です。それ以外に何かあるのですか？」

「ははは……」

　流石さすがはリア神……絶対領域のケアも完璧なんだな。

　ほっとしたような、がっかりしたような、なんだか負けたような。

　そんなやるせない気持ちになった、今日この頃であった。




　　　　◇◇◇
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　美少女と自転車でツーリングという、なんとも珍しい朝を終え、俺と若宮は教室の前にいた。登校時間ということもあり、廊下は人で賑にぎわっている。

　友人と談笑する者。単語テストの勉強をする者。机で突っ伏して寝ている者。と様々である。

　そんな中、多くの視線を集めているのがこのリア神なわけである。

　多くは羨望の眼まな差ざしだが……。今日は、その好意的な視線が奇異なものに変わり、しかもそれが俺に集中していた。中には怒気に満ちた視線もある。

　──理由はわかる。

　わかるなら解決すればいいだろ？　と思うかもしれない。

　だが、それを俺は解決することが出来ない。

　正確には、出来なかったと言うべきだろう。

　そう、一番簡単な解決方法は、彼女から距離を置いて関わらないことだった。

　しかし、それが無駄なのは昨日わかっている。仮に今日、同じようなことをして解決に努めようとしたら、リア神に全て防がれる。

　そして、昨日の公開処刑が実行されるだろう……そんな未来しか見えない。

「常盤木さん、どうかしましたか？」

「いや、別に。若宮さんは大変だなって思ってさ」

「なんのことですか？」

　若宮はきょとんとした顔で小首を傾かしげる。

　そのちょっとした可愛かわいらしい仕草にドキッとした。

「ほら、めっちゃ見られてるだろ？　いつもこんな感じだと思うと大変だなって」

「うーん、そうですね。確かに気になる時もありますが……。今は、そんなに気になりませんよ？」

「慣れたってわけか」

　流石は有名人。注目されることに慣れる程、周囲からの視線を集めているのだろう。

　俺が同じ立場だったら、間違いなく引きこもる自信がある。

「視線怖い！」「俺を見るなぁぁあああ！」とか言って……。

　だから、慣れるまでに至った彼女の気苦労を、俺が容易に想像することは出来ない。

　そのことが、少し悲しく感じる……。仕方ないことではあるが……。

「慣れたわけではないです。ずっと噂うわさされるのは、気分がいいことではないですし……。指を差されて『ねぇねぇ、あの人だよ』とコソコソとお話しされているのを見て、何も思わない人はいませんよ」

「そうだよな……」

「ですが、人間は他に夢中になったりすると意外と気にならなくなるものなのです」

「あー、なるほど。確かにそうかもな」

　確かに何かに集中していたりする時って、周りの雑音が全く気にならない。

　スポーツ選手だと所謂いわゆる『ゾーンに入った』みたいな状態だ。

　この前、『気分はコントロールできる』って言っていたし、そういった内面的なものの調整は、リア神にしたらお手の物なのかもしれない。

「私の場合、最近はそればかり考えているので他のことが全く入ってこないのです」

「へぇ～、若宮さんをそこまで夢中にさせるのってなんだ？　やっぱりドーナツか？」

「私、そこまで食いしん坊じゃないですっ！　た、確かに……ドーナツは好き……ですけど」

　薄うっすらと頰ほおを赤く染め、若宮の顔には羞恥がほんのりと浮かんでいた。

　普段とのギャップに、見ているこっちまで恥ずかしくなってしまう。いつもは感情の起伏がそんなにないからね……。

「えーっと、じゃあ他に夢中になってるのは何？」

「今でしたら、『どうやって常盤木さんの成績を上げるか』ですね」

「視点が最も早はや先生だな」

「他には『バランスの良い食事の提供について』です。後、興味があるのは『ダメな子供の躾しつけについて』ですね。まだまだ、学びたいことはたくさんあります」

「おい、どうしてそこで俺を見る……」

　ものすごーく決意に満ちた目をしてるけど……そんなに張り切らなくてもいいと思うんだけどなぁ。

「任せて下さいと約束しましたからね」

「確かに言ってはいたが……あれは本気だったのか？」

「本気ですよ？」

「無理にその約束を遂行しようとしなくてもいいぞ？　ほら、俺って勉強出来ないし、無理なことは無理で仕方ないと思うけどな」

「約束を守ることは当然です。ですので、何としても成し遂げてみせます」

　彼女は胸の前で小さく拳を握り、気合いを入れる。

「まぁ、気負わないようにな。俺もダメな生徒にならないように、ほどほどに頑張るよ」

「ふふっ」

「……笑うところがあったか、今？」

「常盤木さんが『ほどほどに』って言うので、少し微笑ほほえましく思ってしまいまして」

「うん？」

「常盤木さんって自分を低く見ることが多いですが、言われた課題はきちんとやっていますし、教わった所を理解しようと努力した跡がノートなどから見て取れます。ですので充分『ほどほど』から卒業していますよ？」

「……うるせぇ。あれはあくまでほどほどに……だよ」

「ふふっ。では、そういうことにしておきましょうか」

　俺はそっぽを向き、窓の外を歩く生徒達を眺める。

　慌てて走る奴やつもいるし、そろそろ時間か。

「じゃ、俺はそろそろ教室に入るわ」

　俺の言葉に若宮はハッとした様子で時計を見る。そして小さくため息をついた。

「そうですね、確かに時間です」

「そういうこった」

「では、私も教室に向かうことにします。常盤木さん。授業中、寝てはダメですからね？」

「わかってるよ。じゃあまたな」

「はい。失礼しますね」

　丁寧にお辞儀をし、彼女は去っていった。俺は最後まで見送ることなく、教室に入る。

　俺が入った途端、がやがやしていた教室が一瞬で静まり返り、教室は俺の様子を窺うかがう視線で溢あふれていた。はぁ……見せ物じゃないんだけどな……。

　そんな微妙な空気の中、俺の席に座る悪友が、俺を今か今かと待っている様子でニヤついた笑みを浮かべていた。

　俺は嘆息し、自分の席に渋々向かう。

「いや～、人って、女が関わると変わるもんなんだなぁ」

　俺が近くに来ると健一が、遠い目をしながらそう呟つぶやいた。

　その物思いにふける感じが、イケメンだととにかく絵になるので妙に腹が立つ。

「なんで毎回、俺の所にいるんだよ。俺に構ってないで、彼女と仲良くしてこい」

　俺は、教科書を開き『事前にわからなそうと思った箇所』に線を引く。

　リア神の指令は継続中である。

　ふむ。この前より、線の数が減ったな。段々とどこに線を引けばいいのか、どこがわからなくなりそうか、そういったことが感覚的にわかるようになってきた。やはりリア神の教え方がいいからか……。

「仲良くって、翔と和わほどイチャついてねーよ。朝から見せつけてくれちゃってさ」

「そんな関係じゃない」

「本当か？　でも、今朝とか急に翔和と若宮が二人でいるようになってるの見たからさ～、マジびっくりだぜ！　何があったんだよ？　内緒で俺に教えてくれない？　馴なれ初そめとか、きっかけとかさっ！」

「歩くスピーカーに話すことはない」

「ひでぇ！」

　健一はとにかく顔が広い。リア充にありがちな、圧倒的行動力の結果である。

　ま、だからと言って口が軽いわけではない。寧むしろ、約束事は守る律儀な奴だと思う。

　それでも『何でも知ってる』みたいな態度が……負けた気がするから言いたくない。

　ただ、それだけだ。

　それに、俺自身もわかっていない。

　若宮となんで急に関わるようになったのか？

　なんでよくしてくれるのか？

　使命感のようなものがあるのは確かだが、それでもよくわからない。

「でも、夜とか一緒にいるんだろ？」

「は……？」

　俺は、動揺を隠すために呆あきれ顔がおをした。

「いや、一緒に夜歩いているところを見たって奴がいたからさ」

「ふーん。それはきっと、バイトの帰りにたまたま会って、一緒に帰っていたところを見ただけだと思うぞ」

「へぇ～二日連続で？」

「……ああ。うん……二日、連続で……」

　健一から目を逸そらす。まさか連続で見られていたとは思わなかったな……。

「いい加減、認めればいいのによ～」

「認めるものがなければ、認めるもクソもないわ」

「照れるなって」

「照れてねぇよ」

　否定しても、相変わらずニヤけ顔はとれない。

　完璧な決め打ち、いや、決めつけである。

「強情だなぁ。ま、俺としては、翔和の良い所をわかる奴が他にもいてくれたってことが、素直に嬉うれしいけどな」

「あっそ。とりあえず、勉強の邪魔だからどっか行ってくれ」

「お前からその言葉が聞けるとは……愛の力はすげぇなぁ～」

「話聞けよ！　つか、何でもそういう話に持ってこうとするんじゃねぇ。このスイーツ脳」

　俺は嘆息し、次の授業の準備を始めた。

　ちなみにだが、宿題は当然終わっている。今日の提出が、高校の授業が始まって以来初ではあるが……。……宿題をやらないと若宮が怖いんだよね……。

「翔和、真面目な話……昨日と今日で何があった？　あんだけ否定してただろ……？」

「俺は学んだだけ……女子には勝てないってことをさ」

　急に真面目な顔になる健一に対して素直に答える。

　そう、女子の涙には勝てない……男は絶対に。

「ふーん。ま、俺としては昨日の態度は正直『ないな』って思っていたから、この変化は素直に良かったけど」

「それは……悪かったよ」

「昨日のこと、ちゃんと若宮に謝っておけよ……いや、待てよ……」

　顎に手を当てうーんと唸うなりだす健一。

　俺は、その様子を横目で見ながら準備の続きをする。

「プレゼントを用意しよう！」

「はぁ？　なんでそうなる……。一応、謝りはしたからな？」

「わかってないなぁ～翔和。口で謝ることは幾らでも出来る。男って『言ったんだから、それで終わりだろ？』と思いがちだが、実際はそれだとダメだ」

　健一の言いたいことがわからない。普通は言ったら終わりじゃないのか？

　俺はペンを置き、頭を捻ひねる。

「お詫わびの品を用意しろってことか？」

「かーっ！　わかってねぇな～。そんなことしたら『物をあげれば、それで良いと思ってるでしょ？』ってなるに決まってんだろ」

「はぁ……。じゃあ、どうしろって言うんだよ。あれか、何もあげずに再び謝れってことか？」

「えーっ……はぁ、俺は情けないぜ。翔和は、まずは女心を学ぶべきだな」

　アメリカのコメディアンのように大おお袈げ裟さにジェスチャーをする健一。

　つか、俺に女心を説くとか無理があるだろ……。それがわかるほど、俺の経験値は高くない。

「ここでの正解は『感謝の気持ちを伝え、彼女に内緒でプレゼントを用意する』だ」

「謝るんじゃなくてか？」

「謝って物を渡すより、感謝して物を渡す方がいいに決まっている。それに、考えてみろ。若宮が『これ、お詫びの品です』って渡して受け取ると思うか？」

「そうだな……、思わない……かな」

　若宮と関わってそんなに時間は経たっていない。

　だが、お詫びの品と言って渡す物は『いりません』と断りそうだ。

『やることは当然。あそこで突き離す俺の気持ちはわかる。だから必要ない』みたいなことを言ってね。

　対価や見返り、そういった物を若宮は求めないだろう。なんとなくそんな気がする。

　最終的には『ただのお節介ですから』。その一言で終わりそうだ。

　そう考えると──

「健一、思ったことだが……感謝の気持ちって、伝えても受けとってはもらえないと思うぞ？」

　俺の言葉に健一が不敵な笑みを浮かべる。

『その回答を待っていた！』そんな顔をしている。

「いや～、翔和！　よくわかってんじゃん！」

「はぁ、それがわかったら結局振り出しだろ。今までのやりとりはなんだったんだよ……ったく」

「ははっ。わりぃわりぃ！」

　屈託なく、爽やかに笑う健一。

　イケメンが際立つなぁ、おい……。

「いやいや～。完璧無駄ってわけじゃないよ？」

「勿もつ体たいぶんなよ……。いい加減、結論を言ってくれ」

「はいはい。翔和は堪こらえ性しようがないなぁ～」

「知るか」

　俺は嘆息する。一瞬でも、『お礼の品、何がいいか？』って考えた俺の時間を返してくれ。

「まぁまぁ怒りなさんなって！　俺が言った『感謝の気持ち』『内緒で用意』は噓うそじゃねぇし、その思考に割いた時間は無駄じゃねぇからな」

「当たり前のように俺の考えを読むなよ」

　俺の頭は、そんな読まれやすい構造はしていない筈はずなんだが……。

　しかし健一といい、若宮の行動の先読みといい……。

　気がついてないだけで、単純な思考回路なのか……俺？

「とりあえず、結論から言うと若宮の誕生日。その日にプレゼントを渡せ」

「じゃあ最初からそう言ってくれよ……」

「そうか？　翔和のことだから誕生日プレゼントを用意しろって言っても『急に渡されたら迷惑だろ？　そういうのは必要ない』とか言うだろ？」

「い、言わねぇーよ」

「ほーら、吃どもった」

　俺は舌打ちをし、頰ほお杖づえをつく。

「けーど、『感謝の気持ちを伝える必要がある』、『謝ることもある』。そして、『誕生日』のことを知ってしまった……。こうなるとやるしかねぇだろ？」

「誘導が回りくどい……」

「でも翔和には、効果的だろ？」

「そう……かも、な」

　はぁ、全ては健一の手の平で踊らされていたのか……。

　天を仰ぎ、肩を落とした。

「はぁ、わかった降参だ。プレゼントとか本当にわかんねぇから……あれだ、色々と教えてくれ」

「おう！　任せとけ!!」

　親指を立てて歯を見せて笑うイケメンに、俺は先生が来るまで色々と教え込まれた。
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　……悩む。そう、非常に悩む。

　俺はせっせと家事をする美少女を横目で見た。

　長い髪を後ろで束ね、所謂いわゆるポニーテールってやつだ。綺き麗れいなうなじに、つい見み惚とれそうになるがぐっと堪える。

　今日バイトのなかった俺はまっすぐ家に帰ったのだが……。

　当たり前のように若宮はついてきている。まぁ俺も、もう逃げる気がないから別に構わない。

　周りからの視線が痛いのは辛つらいところではあるけど……。

　なんでも『今日はたくさん勉強できますね』ってことらしい。

　そして慣れた手つきで、家の掃除や洗濯、そしてご飯の準備を始めている。

　非常にありがたい限りである。

　そんな状況であるにもかかわらず、俺の頭はあることの解決で一杯一杯になっていた。

　勉強をしなくてはいけないのにペンが進まない……。

　その様子に若宮も疑問に思ったのか、俺の顔を覗のぞき込こむように見てきた。

「常盤木さん、なんだか上の空ですね。何かありましたか？」

「あー、なんか疲れ気味でな。なんせ、今まで勉強してこなかったからさ」

　咄とつ嗟さに思いついた言い訳を言う。

　まぁ強あながち間違いではない。疲れているのは事実だし、噓ではない。

　ただ、本心や真実でもないのだが……。

「では少し早いですが、休憩をしましょう。今、お茶とお菓子を用意しますので座ってお待ち下さい」

「ああ、さんきゅ……」

　俺は背伸びをし、深く息をはく。

　さて、どうしたものか……。

　学校で健一からあれこれレクチャーされたのはいい。

　だが……。肝心の『若宮の誕生日』がわからないのだ。

　健一に聞いても『俺は知らない。そこは自分で頑張るんだな？』とニヤニヤして教えてくれないし。

　態度的に知ってはいるのだろうなぁ……。だったら教えてくれてもいいとは思うのだが……。

　誕生日を知る方法は、思いつくだけで三つ。

　一つ、素直に『若宮って、誕生日いつ？』って聞く。

　二つ、健康保険証のような証明証を確認する。

　三つ、学生なら誰しもが持っている生徒手帳（生徒証）を見る。

　一見、一つ目の方法が一番簡単そうだが……これを普通に聞いてしまったら最後、彼女の性格上……事前に、そして謙虚に誕生日プレゼントは断ることだろう。

　だから俺に必要なことは、『バレずに彼女の誕生日を知る』、『断られる前に渡す』。この二点を完遂しなくてはいけない。しかも、若宮に悟られずにだ。

　だから一つ目の案は、論外だろう。

「無理ゲーだろ……マジで」

　俺は机に項うな垂だれ、ぼそっと呟つぶやいた。

　健一にいい方法聞けばよかったな……。

「何か難しい問題があったのですか？」

　不意に後ろから声をかけられ、ビクッとなる。

　若宮はきょとんとした様子で首を傾かしげ、そして紅茶やお菓子を机に並べていく。

　俺はその中から、クッキーを一つ摘つまむと口の中に放り込んだ。

「んー。いや、まぁそれなりに。でも解決したから大丈夫だ」

「そうですか？　何かありましたら遠慮なく言って下さいね」

「ああ、なんかあったら言うよ」

　さて、どうするか……。

　若宮の生年月日を知るには、二つ目と三つ目の案だけだ。

　まず、前者は常に持ち歩くことは若宮の場合、恐らくしないだろう。必要なときだけ、保管場所から取り出すに違いない。普段から持ち歩いて落とすというリスクのことを考える筈だ。

　そうなると生徒手帳しかない……。俺の学校の生徒手帳は、裏面に校章、そして表面に写真を貼るタイプとなっていて、その表面に生年月日を記入するところがある。

　だが、それを見るのは難しい。

　前に見かけたから、持ち歩いているとは思うんだが……それを見せてくれとは頼み辛い。それに、顔写真入りのものを気軽に見せてくれるとは思えないのだ。

　証明書などに使う写真って、写りがイマイチなのが多いし……。

　真顔で真面目な表情。俺もあまり見られたくない。

　ちなみに俺のは、目が半開きの超絶ブサイクな証明写真だ……一生封印ものである。

「やはりおかしいです」

「うわぁっ!?　って痛っ!?」

　いつの間にか目の前へ来ていた若宮に驚き、その拍子に膝を思いっきり机にぶつけてしまった。じーんとして痛い……。

「大丈夫ですか？　驚かせてすいません……」

　再び近くに寄り、俺を心配そうに覗き込んでくる若宮。

　膝をぶつけた痛みと心臓の高鳴りが混ざり合い、変に身体からだが熱い。

「いや、俺の方こそすまん。少しぼけっとしてた……」

「……やはり変です。何でもいいから話して下さい」

　俺の手に自分の手を重ね、全てを見透かすような澄んだ瞳が俺を捉える。

　その瞳は「話すまでやめません」。そう言っているように思えた。

　はぁ、この目に弱い……。俺は苦笑し、小さく息をはく。

「悩みとかそんな大層なものではないんだが……いいか？」

「勿もち論ろん、いいですよ。何でも話して下さい」

「改まって話すことではないけど……いや、俺って何も知らないなと思ってさ」

「何も知らないというのは？」

「勉強や対人関係、特に後者の方だな。よく話す健一のことですら、わかってないことが多かったしな。それで、よくよく考えてみると俺、クラスの奴やつのこと何も知らないんだなぁと思ったってわけ」

「なるほど、そういうことでしたか」

「ま、くだらないことに気がついたってだけの話だよ」

　天を仰ぎ嘆息する。そんな俺に若宮は優しく微笑ほほえみかけてきた。

「私はくだらないとは思いませんよ？」

「そうか？」

「気がついたということは『知らなかった』ことを知ったというわけですよね？　それだけで大きな進歩だと思います」

「……進歩？」

「はい。無自覚ですと無知だと気づきませんので、それを直そうとも思わない筈です。しかし、自覚すれば改善する余地が生まれると、私は思いますよ」

「なるほどなぁ……」

「自覚することで生まれる『こうした方がいい』、『もっと知りたい』というのが成長に繫つながります」

「そっか……。じゃあ、そう思えただけ良かったってことか」

「私はそう思いますよ。ですので、これをどうぞ」

　若宮は自分の鞄かばんから生徒手帳を取り出し、俺の手に置く。まさかの展開に『俺の意図が読まれたのではないか？』と、どきりとした。

「千里の道も一歩からです。よかったら、まず私のを見て下さい。あ、でも少しだけですよ？　写真とかあまり見ないで欲しいので」

「ああ……。でも、どうして生徒手帳？」

「いりませんか？　てっきり『人の名前と顔を一致させるトレーニング』を始めたのかと思っていましたが……」

「あーそうそう。うん、めっちゃそう」

　俺は首を縦に振る。やや大おお袈げ裟さに見えるかもしれない。

「ふふっ。常盤木さんは、人の名前とか覚えるの苦手そうですものね」

「まぁ、苦手……だな。正直、クラスメイトの名前と顔がほとんど一致しないし」

「私の名前も知りませんか？」

「若宮さんの名前はわかる……凛だろ？」

　名前を呼ぶという行為が気恥ずかしく感じ、ややぶっきら棒に答える。

「正解です。漢字は生徒手帳に書いてある通りですね。よく『凜』と『凛』を間違えられてしまうのでこの際覚えて下さい」

「あー、だから生徒手帳か……」

　なるほど。

　若宮の人の名前と顔を一致させるトレーニングっていうのは、名前……しかも漢字で覚えとこうってことか。ってことは……若宮は一学年全員の名前を漢字まで覚えてるのか？

「いや、でも流石さすがに若宮さんの名前はわかるよ。これだけ世話になってるし」

　俺は若宮から受け取った生徒手帳の写真、そして生年月日を眺める。

　証明写真ですら目を惹ひく写真になっていた。流石としか言えない。

　さて、誕生日は……。

　生年月日を見たところで「あっ」と思わず声が漏れそうになったが、なんとか抑え込む。

　マジかよ、書いていないなんて……。

　そう、生徒手帳には、顔写真は貼ってあるものの生年月日が書いていなかった。

　真面目な性格の若宮なら書いていると思っていたが……。

「どうかしましたか？」

「いや、なんでもない」

　俺はどこかにヒントがないかと、生徒手帳をめくる。

　そして、カレンダーが載っているページに丸で囲んである日付を見つけた。

「この丸って何？」

「それは琴こと音ねちゃんの誕生日です」

「ふーん。てっきり若宮さんのかと思ったよ」

「私は違いますよ」

「へー、そうなんだ。ちなみにいつ？」

　なんとなく聞いた。そう思われるようになるべく平静を装う。

　内心では、心臓がバクバクと自己主張をしていた。

「えっと……一応、この日ですけど」

　若宮は首を傾げ、日付を指差す。それに対して俺は「そっか」と短く答えた。

　それから、今の出来事を誤ご魔ま化かすために生徒手帳を適当にペラペラとめくり、興味がなさそうに「へぇ～。色々書いてるんだな」とだけ呟く。

　もう一度、写真を見ると若宮に『誤魔化し方が下手ですよ？』と言われている気がして思わず苦笑いをした。

　若宮はというと、何故なぜか頰ほおを紅潮させ俯うつむいている。

　そして、少し震えているようだ。

「若宮さん、どうかした？」

「…………下さい」

　いつもは、透き通るような声で聞き取りやすい。

　だが、今は蚊の鳴くような声で全く聞こえない……。

「うん？　えーっと、聞こえないんだが……」

「そんなまじまじと見ないで下さい！」

　彼女は、俺から生徒手帳を取り上げると急いで鞄にしまってしまった。

　そして「もうっ！」と言うと頰を膨らませ、不服を訴えるように俺を見つめてくる。

「常盤木さん、ひどいです」

「……すまん」

　この後、罰として俺の生徒手帳が見られ、封印した俺の『目、半開き証明写真』が若宮に見られることになってしまった。

　こうして紆う余よ曲折あったもののなんとか目当ての情報を手に入れた。

　まぁ、それを得るために俺の黒歴史が見られてしまったが……。

　何かを得るには何かを失うということなのだろう。うん、一つ賢くなった気がする。
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　帰る時、丁寧に腰を折ってお辞儀をする若宮。その背中を見送りながら俺は、そっとため息をつく。

　そして、さっき聞いた誕生日を思い出して、頭を抱えた。

「……テスト後すぐかよ。参ったな……」

　──もっと早く知りたかった。

　というのが本音だが、誕生日が既に終わっているという最悪の事態は避けられたわけだから、そこは素直に喜ぶべきなのかもしれない。

『誕生日を知る』、その第一関門は突破したわけだから。

　さて、次は欲しいもの……か。一応、健一に何を買えばいいか等のアドバイスは受けた。

　要点をまとめると、

　──アクセサリーはダメ。

　──花束は後で対応に困るからダメ。

　こういうものだ。

　特に親しくもない相手にアクセサリーを渡される。それは恐怖でしかないだろう。

『何か裏があるのでは？』と勘繰ってしまいそうだ。というか、よくわからない人に貰もらった時点で普通に身につけたくない。

　まぁ、恋人とか親しい間柄であったらいいとは思うが……。

　花束に関して言えば、貰った後に適切な処置をして花瓶にさしたりしなければいけない。うん、普通に手間がかかる……だからこれもなし。

　ちなみに健一の無難なオススメは小物系である。

　ハンドクリームとかボディスクラブとかが良いとのことだ。

　しかし、どんなメーカーの物がいいのか？　俺にはわからない。

「はぁ……リア充にご教授願うしかないか……」

　俺はスマホを手に取ると、健一に電話をかけた。

　この時、俺みたいなアドレス一桁人間は、該当人物にたどり着くまでが異様に早い。

　悲しい話ではあるが……。検索するまでもなく、開いたら表示されるからな……。

「健一、今いいか？」

『よぉ～！　翔和から電話とは嬉うれしいなぁ～。ここで電話かけてくるってことは、誕生日聞けなかったな？　それで頼たより甲が斐いのある俺に頼ってくれたってわけか？　かーっ！　嬉しいぜ相棒！』

　頭にガンガンと響くハイテンションな声。

「……やっぱ切ろう」

『あっ！　ちょっ──』

　俺は通話終了ボタンを押し、ため息をつく。

　さて、インターネットで情報を探すか。時代はネット社会だしな。

　ブーブーブーと俺の横で自己主張をするスマホを横目で見る。

　無視しても何度もかかってくるので、調べものが進まない。

　仕方ない……出てやるか。

『電話切るなよっ！』

「思ったよりウザかったから」

『電話しといてひでぇーな！』

「この時間にあのテンションで来られてもな……」

『いいじゃん別に。つか、用があったから電話したんじゃねぇの？　翔和が世間話のために電話するわけねぇーしさ』

　相変わらず鋭いリア充。当てられたことに内心舌打ちをする。

「健一、若宮さんの誕生日がテスト明けすぐなんだが……」

『おや？　おやおやおや？　ちゃんと聞いたのか！』

　煽あおったように言う健一に対して、無性に腹が立つもののぐっと堪こらえる。恐らく額には青筋が浮かんでいることだろう。

「……聞いたよ。悪いか？」

『いやいや～全然悪くねぇよ！　ま、チキンな翔和のことだから何だかんだで聞けず、俺に泣きついてくると思ってたんだけどなぁ』

「チキンとは心外だ。俺だってやるときはやる……」

　まぁ今回は棚ぼた的な展開で知ることになったが……。それをわざわざ健一に言う必要もないだろう。

『ふーん、そっか。てっきり偶然、知ったかと思ったぜ。なんだろう、例えば生徒手帳のカレンダーに誕生日のヒントになるやつがあったとかさ』

「……ちげぇよ。俺の話術の結果だ……」

　エスパーかと疑いたくなるような的を射た発言に、自然と顔が引きつる。

　もしかして現場を見ていたんじゃないだろうか？

『ははっ！　まぁどっちでもいいや。んで、聞きたいのはプレゼントに選ぶといいメーカーとかオススメとかって感じか？』

「……はぁ。そうだよ。その通り」

　電話越しに苦笑する。あー……、当てられ過ぎて寧むしろ笑えてきた。

『俺もメーカーとかあまり詳しくねぇんだよなぁ。ちなみに翔和は、どういうの渡すつもりだったんだ？　昼の俺の話を踏まえた上でさ』

「そうだな……。メン◯レータムのハンドクリームとか」

『まさかの薬用!?』

「ダメなのか？　無難だと思うんだが……」

『まじかー……』

　健一の呆あきれ声ごえに俺は、首を傾かしげる。

「いや、買うなら大きめの……たくさん使えるやつの方がよくないか？」

『待て待て！　プレゼントなんだから、ここは香り付きのとかだろ！』

「あー、なるほど」

　俺は手元の紙にメモをとる。

　そうか、少し小こ洒落じやれた物がいいわけか。

『やべぇ……ここまでとは思ってなかったわ』

「褒めるなよ」

『褒めてねぇわ！』

『はぁ』とため息が電話から聞こえてくる。

　呆れられても、知識ゼロだから仕方ない。今までプレゼントをあげる機会とか皆無だったわけだから……。

『これは早急に対策が必要だな……』

「対策？」

『おう！　女子目線の話ができるのは、やっぱり女子ってな！　ってことで替わるから』

「え、替わる……？」

『……もしもし、常盤木君？　藤ふじです』

　電話越しでもわかる凍いてつくような冷たい声。表情が見えないのに、冷たい目で睨にらまれているような気がした。

「えーっと……なんで、健一の家に？」

『……彼女だから』

「でも、時間が遅くないか……？」

『……彼女だから』

「あ、はい……」

　この様子では何も答えてくれないだろう。俺は疑問を頭の片隅へと追いやる。

『……さっきから会話聞いていたけど。色々とダメなのはわかったから、今から言うことを一言一句メモして』

「ああ」

『……返事は「はい」。いい？』

「はい……」

　怖い……。さっきから額に嫌な汗が滲にじんでいる。

　クールな美少女である藤さんだけど、俺だったら五分も保もたないだろう。

　健一は凄すごいな、やっぱり……。そんな人と付き合っているわけだし……。

　この後、藤さんのレクチャーは三十分にも及んだのだった。
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　──バイト帰り、二人で横に並び見慣れた道を歩く。

　バイト帰りにこうして歩いて帰ることに、最近では少しずつ違和感を覚えなくなっていた。

　若宮の手には持ち帰り用の紙袋が握られていて、中には新作の『もちっとドーナツ』が入っている。とても大事そうに抱えているのが少し微笑ほほえましく思う。

　そんなに好きなのか……あのドーナツ。

　毎日のようにドーナツを買う若宮は、二百円毎ごとに押すスタンプカードがそろそろ一杯になるそうだ。

　どんだけだよ！　と突っ込みたくなるが、まぁ毎日のように『ドーナツと紅茶』を頼むわけだから貯たまるのは当然である。

「常盤木さん、明日のテスト大丈夫そうですか？」

「ぼちぼちかな」

　小首を傾げ、にこりと微笑む若宮。

　その魅力的な表情にどきりとするが、俺は素っ気ない返事をする。

　もしかしたら少し声が上ずっていたかもしれない。

「ふふっ。それは良かったです。ですが、最後まで復習はして下さいね？」

「ああ、わかってるよ。まぁ今までよりは勉強したから、多少は大丈夫だろ」

　高校生になってから一番勉強した。それは間違いないだろう。

　正確にはさせられたわけだが、若宮凛という素晴らしい頭脳の持ち主に毎日のように教えてもらえたわけだから文句はない。

　無む理り矢や理りの勉強習慣ではあったが、充実はしていたと思う。家庭教師としての費用を払うのであれば、バカにならない指導時間だ。

「油断していたら、足をすくわれますよ？　それに勉強とテストは厳密には違いますから、勉強したから大丈夫というのは当てはまりません」

「そうなのか？」

　勉強とテストの違い？　どちらも問題を解くことだと思っていたが、リア神からしたら違うらしい。

「はい。あくまで、私の意見ではありますが『間違えても良いのが勉強』であり『結果を示すのがテスト』と思っています」

　頭を捻ひねり若宮の言葉を理解しようとする俺に対して、若宮は抑揚のない一定のトーンで言葉を連ねていく。

「ですので、自分が『出来る』と思った問題は確実に正解する必要があります。普段の勉強みたいに『とりあえず解こう』という安易な考えはご法度です。結果を出すためには、確実に着実に正解を重ねなければいけません」

「……そんなこと考えたことがなかったわ」

　俺は呆あつ気けにとられたように、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　けど、そういうことを考えられるからこそリア神は完璧なのかもしれない。

「それに、今の常盤木さんは全て解くのは難しいと思うので、この前お渡ししたノートに書かれた問題やポイントだけを優先して下さい」

「いやいや～。もしかしたら満点がとれるかもしれないだろ？」

「一朝一夕で攻略出来るほど、勉強は甘くはありません。私が教えた期間だけで、常盤木さんがサボタージュしていた分を取り戻すのには、時間が全く足りていませんよ」

「えー……マジかよ」

「勉強はやらないと取り戻すのに倍はかかりますからね」

　若宮が告げた残酷な事実に、俺は肩を落として項うな垂だれる。

　今までやってこなかったツケは大きいということか……。

「はぁ。正直な話……今回の目標は赤点回避だからなぁ。満点なんて夢のまた夢さ」

「たしか、前回は全部赤点でしたよね？」

「学年で最下位の自信があるぐらいだ」

「……そんなドヤ顔されましても」

　若宮はため息をつき、やれやれといった様子で額に手を当てる。

　呆れているようだが事実だから仕方ない。全て一桁台だったしな。

「えっと、ご存ぞん知じかもしれませんが……二回連続で赤点ですと夏休み中、補習ですよ？　それも夏休みの間ずっとです。それはわかっていますか？」

「…………マジ？」

「はい、マジです」

　まさに驚天動地……俺は頭を抱える。

　夏休みの約四十日間が補習で潰れるだと？　そんなこと…………いや、意外に痛くないか。

　流石さすがに一日中拘束ってわけじゃないだろうし、バイトはそれからでも出来るだろう。

　一日で稼ぎまくることが出来なくなってしまうのは残念だが……。

「……良からぬことを考えていませんか？」

「ソンナコトナイデスヨ」

「片言は怪しいです」

　俺をジト目で見る若宮……めっちゃ疑われている。っていうより、若宮のことだから気がついているのかもしれない。

「私としては、赤点をとられたら困るのですが……」

「まぁ、確かに教えた生徒のできが悪いと困るよな」

　少し自嘲めいたことを口にする。言い方が意地悪だったかもしれないと、言った瞬間後悔をした。けど、若宮は気に留めた様子はなく、相変わらずその澄んだ瞳で俺を捉え続けている。そして彼女は、

「夏休みですよ？　遊びたくないですか？」

　……少しは遊びたい。でも、遊ぶとしてもゲーセンに行くぐらいだけど。

「まぁ少しぐらいは……つか、夏休みのほとんど、バイトをやるつもりだったわ」

　その様子を見て若宮がくすっと笑う。

　時折見せるその表情には、人を惹ひきつける力がある。つい見み惚とれさせてしまう魔性のようなものだ。

「よろしければ夏祭り……行きませんか？」

「祭り……？」

　若宮の魅力的な提案よりも俺はその『祭り』という単語に顔を引きつらせる。

『祭り』。それはリア充のイベント──リア充のためのリア充による集まり。

　意味もなく騒ぎ、無駄に高い屋台で飯を食い、当たりが入っているかわからないくじにお金を消費する。

　……やばい、全く行きたくない。

「ダメですか？」

　俺の袖を摑つかみ、上目遣いで俺を見つめる若宮。

　その様子に生唾を吞のむ。……くそ、その仕草は反則だろ！

「いや、その、あれだ。俺、祭りが苦手なんだよ……」

「そうだったのですか……残念です」

　あからさまに落ち込む若宮を見て、胸を突かれたような感じがした。

「琴音ちゃんと加か藤とうさんもいるので、来て欲しかったのですが……」

「え……健一もいるのか？」

「はい。ですので、常盤木さんも良かったらと思っていたのですけど。それにですね、お付き合いされている二人を邪魔したくないと思ってまして……」

「あー、なるほど。そういうことか……」

「だから、常盤木さんに──」

「オッケー、いいよ。行くよ」

　若宮らしいな。

　二人を邪魔したくないって……。確かに男女比が同じだったら違和感もないし。

　ま、ただカーストトップを独走する面子メンツと一緒っていうのは気が引けるけど……。

「ありがとうございます。では、待ち合わせ時間が決まりましたら連絡しますね」

「はいよ。はぁ、でもこうなったら是が非でもテストなんとかしなきゃな」

　俺は、輝く星空を見上げる。俺の心中とは違い、澄んで綺き麗れいな星空だ。

「そうですね。ここは、常盤木さんのやる気を焚たきつけるために一つご提案があるのですが……」

「提案？」

「今度のテストで平均点を超えたら『何かご褒美』というのはいかがでしょうか？」

　ご褒美？　それは大変嬉うれしい提案だ。やる気が俄が然ぜん出てくる。

　まぁ、ぬか喜びになりそうだが……。

「ご褒美？　それは……どんな？」

「そうですね……。今は、特に思いつかないので『常盤木さんが望むことならなんでもいい』とだけ言っておきましょうか」

「なんでも……だと」

　頭に広がる妄想……俺はそれを搔かき消すように頭を左右に振る。

『そんな話があるわけない』と何度も言い聞かせる。

「悩んでいるようですが、遠慮しなくていいですからね？　ただ、テストの結果が振るわなければ勿もち論ろんこの話はなしですけど」

「んー……」

「さっ、遠慮なさらずにどうぞ言ってみて下さい」

　若宮は、俺の回答を急せかすように言う。

　覚悟を決め、口を開く。

　ここは男らしく──

「ち、中華とか、お願いしてもいいか？」

「勿論いいですよ」

　若宮は快諾すると、俺の一歩前を鼻歌交じりで歩き出す。

　その後ろをなんとも言えない気持ちで歩く俺ヘタレだった。
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　夏休み前の定期テストが終わり、俺はまたバイト生活に戻っている。

　今日は休日ということもあり、店内は客で賑にぎわい、バイトのメンバーが笑顔を振りまきながら仕事をしていた。

　俺はそんなメンバーを尻目に休憩時間をとっている。

　そして、いつもの定位置に陣取る若宮のところでテストを広げていた。

「現実は非情だ……」

　俺は返ってきた定期テストの答案を見て呟つぶやく。

　前よりはマシになったものの、前が最低最悪の最底辺だったので下がることはない。つまりは上がらない場合は、現状維持でしかないわけである。だから一応、上がってはいる。あくまで、一応だ……。

　はぁ……。テストの答案を見ると口からため息が漏れ出る。

　まぁ、人の脳みそはそう簡単にミラクルを起こせないってことを改めて学んだよ。

「ひとまず赤点ではなくて良かったですね」

　澄んだ声のする方をちらりと見る。

　リア神は、ドーナツを美味おいしそうに食べ、至福の表情を浮かべていた。

　机には彼女のテストの答案とノートが置かれている。その答案は、見える限りでは百点しかない。……これがリア神とど底辺の差か。

「教えてもらったのに悪いな……」

「そんなことないです。常盤木さんは頑張ったと思いますよ」

「頑張った結果がこれだとなぁ……」

　赤点ギリギリのオンパレード。約束したご褒美には到底及ばない結果である。

　けど、赤点を回避したことで夏休みは無事迎えることが出来るので、その点に関しては御の字ではあるが……。

「常盤木さん、今まで勉強せず『無』の状態だったわけですから、そこから『一』に上がった、一歩進んだと考えれば悪くないです」

「それはそうだが……」

「それに私の方こそ、自信満々に『いい点をとらせて差し上げます』と宣言したのにもかかわらず、その成果を出せていないわけですから、責任はどちらかと言うと私にあります」

「すいませんでした」とぺこっと頭を下げる若宮を俺は慌てて止める。

　周りの客は美少女が頭を下げる様子を見て、怪け訝げんな顔をしていた。

「あのな若宮さん。若宮さんは、全く悪くない。学校の先生よりすげぇわかりやすかったし、ためになった。けど、それをモノに出来なかったのは俺の落ち度であり、若宮さんの責任ではない」

「いえ、私の責任です」

「いや俺が」

「私です」

　なんだこの逆の責任押し付け合いは……。しかも、頑かたくなに認めようとしない。

　頑固だなぁ、本当に……。

　でも少しむっとした表情で言う若宮は、ちょっと可愛かわいく思えた。

「ふぅ、ま、責任どうこうは一旦いいや……。それより、若宮さんはテストを広げて何やってるんだ？　まさか、テスト直し？」

　俺は話題を変えるために、若宮のテストを指で差す。

　ノートに何かを書いているようだが……。

「違いますよ」

「ちなみに今回のテスト結果は？　見えてる限りは満点みたいだけど」

「はい、全て満点です。なんとか首位はキープ出来ました」

「そりゃあ、おめでとさん」

「ありがとうございます」

　全て満点って……どうやったらとれるんだよ。

　ちなみに前回の学年二位は、健一である。まぁどうせ健一のことだから、また二位になってるんだろうな……。

「んじゃ、なんでノートに何か書いてるわけ？　テスト結果も見る必要ないだろ？」

「先生の傾向分析をしています」

「は？」

「今回テストを作っている先生の出題箇所、出典先等々の傾向をノートにまとめています」

「ハハハ……すげぇな、本当に」

　テストが終われば、羽を伸ばしたくなるのが学生だ。

　そんな中、次回のテスト準備をしている。こういった面があるからこそ、若宮は優等生なのかもしれない。

　その努力には、素直に感心するな……。俺には出来ないから。

「けど、あれだな……テストが終わったから、この教えてもらうのも終わりか……。そう思うと……少し寂しくなるな」

　これはつい出てしまった独り言。ただ、呟くには些いささか声が大きかったかもしれない。

　でも愚痴りたくもなる。勉強は嫌だし、やりたくはない。

　だけど、あの時間が嫌だったと言ったら噓うそになる。

　今までにないぐらい充実していたのは間違いないのだから……。

　でもテストが終わった今、その時間が訪れることはもうないのだ。

「えっと、どうして『終わったー』みたいな表情をしているのですか？」

　若宮が首を傾かしげ、「何言っているのですか？」と言いたげな表情をする。

　俺もつられるように首を傾げた。

「……終わりじゃないのか？」

「じゃないですよ。そのためのノート作りですし」

「え、そのため……？」

「今回は、やはり時間が足りませんでしたからね。それで、次回のために予想問題でも作ろうかと思いまして。備えあれば憂いなしですから」

　俺のためにわざわざノートまとめを？　リア神の甲か斐い甲が斐いしさに驚きを隠せない。

「それに、今回の結果は私、納得いっていません。もっと出来たこと、改善すべき点などがあると思うのです。それに私、約束しましたよ。『いい点をとらせて差し上げます』と」

「いや、改善すべきは俺の頭だからな……って、うん？　どういうこと??」

「私は、まだ約束を守れていないということです」

「だから続けます」と言葉を連ねる。

　不覚にも嬉しいと思ってしまった。鬱陶しい雲が晴れていく、そんな気持ちである。

　それと同時に、この関係が続くという安あん堵ど感かんが俺の心を包む。

　だが、毛ほどにも顔には出さない。出したくない。

　だから短く「そっか」とだけ答えた。

「ですので勉強はしばらく続きます」

「いいのか？　俺に時間を割いていたら自分の時間なくなるぞ」

「問題ないです」

「テストの点も落ちるかもしれねぇし」

「落ちないです」

「いや、万が一ってことも──」

「万が一もないことは、私のテスト結果が証明していますよね？」

　俺の前に満点の答案をざっと並べる。

　普通だったら嫌いや味みに感じるかもしれないが、それはなかった。

　俺を納得させる証拠のように思えたから。

「もし、これで納得がいかなければ中学の成績もご提示しますけど」

「持ってきてんの!?」

「勿論です」

　逃げ道を完璧に塞ぐリア神に、俺は思わず苦笑したのだった。
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　テストから数日が経たち、ついにこの日が来た。

　そう、来てしまった……。

　経験したことのない未知の感覚、感情に胃酸が喉まで上がってきそうである。心なしか胃も痛く、吐き気もする。

　俺のそんな様子をリア神は心配そうに見つめていた。手には胃薬らしきものが握られている。

　何故なぜ、俺がこんな状態なのか。

　理由は至極単純──今日は『若宮凛の誕生日』だからだ。

　リア充野郎健一と藤さんのアドバイスを得てプレゼントを選んだのはいいが、いざそれを渡すとなると緊張する。きっと、顔も強こわ張ばっていることだろう。

　いつも通り、バイトの帰りに若宮が家へ来てくれたところまではいい。

　だが……。

　いつ渡す？

　どのタイミングで？

　そもそも渡さないとダメ？

　そんな考えが頭を過よぎり、悩んでいた。

「常盤木さん、顔色悪いですよ？　お粥かゆでも作りましょうか？　それとも、お薬が……」

「大丈夫だ。問題ない」

　若宮は、俺の言葉を疑っているのかじーっと見てくる。目を合わせ続けることが出来ず、俺は目を逸そらした。

　この様子から察するに、プレゼントのことは気がついていないかもしれない。普通だったら自分の特別な日ぐらい、少しは意識しそうなものだが……。本人からは全くその気配がない。

　健一が言っていた『サプライズは重要』という言葉を思い出す。

　……今なら成功するか？

　俺は話を切り出すために咳せき払ばらいをする。

「……若宮さん、少しいいか？　大事な話があるんだが……」

「大事な話……ですか？」

　いつも綺き麗れいな姿勢で座るリア神が、背筋をぴんと伸ばし改めて俺の正面に座り直した。

　和服を着ていたら、どこかの女将おかみではないかと思ってしまうぐらい様になっている。

　心臓の鼓動が激しく、張り裂けそうなぐらいだ。俺は少しでも落ち着かせようと、ふぅと息をはく。

　そしてすっと立ち上がると、しまってあった紙袋の手提げを摑つかみ、リア神の前に差し出してそのまま膝の上に置いた。

　若宮は不思議そうに首を傾げ、紙袋を見つめている。

　普段はあそこまで察しがいいのに、まだ気がついていないようだ。

「……これやるよ」

　ここで気の利いたセリフや素直に『プレゼントだよ』と言えればよかったが、その言葉は喉から出てくることはなく、代わりに不機嫌そうな声が出てしまった。

「えっと、こちらは？」

「プレゼント……その、誕生日なんだろ？」

「そうですね……そうでした……えっと、恐縮です……」

　いつも平へい坦たんで抑揚のない声で話す若宮が、妙にたどたどしく言う。

　そんな様子を見ていると、こっちも調子が狂いそうだ。

　リア神レベルになると、プレゼントとかたくさん貰もらってそうなんだけどなぁ。

　プレゼントの袋をぼーっと眺める若宮に、俺は声を掛ける。

「その、あれだ。日頃の感謝っていうのもあるし、それがたまたま誕生日と重なってたからさ。まぁ、煩わしいかもしれないけど貰って……いや、違うな押し付けさせてくれ」

　若宮はくすっと笑い、頰ほおを赤く染めプレゼントを大事そうに抱きかかえる。

　俺はその姿を見て、ほっとした。

　どうやら、サプライズは成功したようだ。若宮に見えないところで小さく拳を握る。

「常盤木さんが神妙な面持ちで話を始めましたので、てっきり……」

「てっきり……？」

「告白だと思いました」

　俺は、「ゴホッ！　ゴホッ！」と咳せき込こみ、机に置いてあるお茶を一気に飲み干す。

　そして、身振り手振りで否定をした。

「違うからな！　それは勘違いだし、マジでないからっ！」

「そうでしたか……」

　あからさまにしゅんとする若宮を見て、なんとなく気持ちが落ち着かない。

「えーっと……そんな、反応されると困るんだが」

「…………」

　黙って俯うつむく若宮。

　俺の額からは嫌な汗がダラダラと流れる。

「あれだからな！　ないっていうのは『俺が若宮と付き合うなんて、釣り合いがとれるわけがない』って意味だから。別に若宮がダメとかそういうことではなく、寧むしろダメなのは俺であって──」

　慌てる俺の話を止めるように、若宮の指が俺の口に触れる。

　そして目が合うと、「慌てすぎですよ、常盤木さん。冗談です」とだけ言った。

　俺は舌打ちをし、不ふ貞て腐くされたようにそっぽを向く。若宮を横目で見ると優しい眼まな差ざしで微笑ほほえんでいた。

「それにしても素直に驚きました」

「あー、たしかに俺ってプレゼントとか渡しそうに見えないもんな。そんなに、意外だったか？」

「いえ、私は『誕生日を覚えていた』ことに驚きました」

「失礼だな、おい」

　まぁ事実、健一からの助言がなければ今回の件は動くことができなかっただろう。

　何をするのにも尻込みしていた筈はずだ。誕生日も普段だったら気にも留めなかった。そのぐらい俺は気が利かないし、女子に対する経験値が足りない……。

　マジで、健一には感謝だな……。

「常盤木さん、開けてもいいのですか？」

「ああ……。けど、大したものではないから期待しないでくれ」

　若宮は再び小さく笑うと、紙袋から中身を取り出した。そして可愛かわいらしいリボンを解ほどき、丁寧に包まれた包装紙を開けていく。

　俺は、固唾を吞のんでその様子を見守った。妙な緊張感が不安を煽あおり、動どう悸きが激しくなる。

「これは……猫のぬいぐるみでしょうか？」

　若宮はそう言うと、意外そうな顔でぬいぐるみを両手で持ち上げる。目を丸くし、その大きな眼めで二度ほどパチパチと瞬まばたきをした。

「一応……有名なやつなんだろ？　流行はやりの……。若宮さんはあまり興味がないタイプの物かもしれないけど、たまには流行に乗るのも悪くないと思ってさ」

　そう、これは藤さんのアドバイスである。

　誰もが一度は行ったことのあるような遊園地。その遊園地限定で売っているのがその『猫のぬいぐるみ』で、巷ちまたの学生の間ではそれを抱っこして持ち歩くのが今の流行らしい。

　流石さすがに男一人で遊園地に入り、そして買うのは非常に恥ずかしかったため、健一カップルに『一つ貸し』ということで買ってきてもらったのだ。

　大きな借りになってしまった気もするが、背に腹はかえられない。

　しかし不安なのが、この可愛らしいぬいぐるみを男から贈られて引いたりしないだろうか？　ということだ。

　そんな不安を抱えながら、横目で若宮の様子を窺うかがうと、赤ちゃんを高い高いするようにして、ぬいぐるみの顔をじっと見ていた。

「若宮さん？　別に気に入らないなら捨てても構わないし、クローゼットの奥底で化石にしてくれてもいいから。なんだったら俺に返してもらってもいい」

　俺はその沈黙に耐え切れず、手をひらひらとしながら冗談を言う。

　それに反応した若宮が慌ててぬいぐるみをぎゅっと抱く。まるで、お気に入りの玩具おもちやを奪われまいとする子供のようだ。

　そして責めるような視線で俺を見る。

「うちの子は渡しませんっ！」

「お、おぅ。そうか。それは、よかった」

　やや強めの口調で言う若宮に思わず苦笑する。

　この一瞬で、ぬいぐるみは若宮のお気に入りに昇格したようだ。若宮はそれを大切そうに抱きかかえ、つい見入ってしまうような優しい目で見つめていた。

　その普段と違うあどけない表情は、おそらく誰が見ても見み惚とれてしまいそうなくらいに可愛らしい──そして、魅力的だった。

　つい時を忘れて惚ほうけてしまいそうである。

　こんな表情をされると、つい意識してしまう。俺の心臓は波のように動悸を打っている。顔が焼けるように熱い……。

『反則だろ……くそ』と俺は心の中で悪態をつく。

　けど…………。

　喜んでくれたようで良かった。

　それが本当に素直な気持ちだった。

「常盤木さん」

「うん？　なんだ？」

「ありがとうございました」

「おぅ……」

　俺は頰をぽりぽりと搔かく。

　この時の微笑みかける若宮の顔が、頭から中々離れなかったのは、言うまでもないことである。
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　若わか宮みやのモーニングコールかと思い、出た電話から『おはようございま～す！』とやたらテンションの高い、腹が立つ声が聞こえてきた。

　電話を投げたい衝動に駆られるが、いかんせん眠すぎて行動できない。

　最悪の目覚めである。

「……こんな朝っぱらになんだよ」

　俺は電話相手である悪友に不服を言う。

『いやいや～、朝っていっても九時だからな？　もう起きていい時間だぜ！』

「は？」

　九時という言葉で、途端に頭が覚醒する。

　それと同時にダラダラと嫌な汗が額に滲にじみ出だす。俺は慌てて自分のシフト表を見た。

「なんだ……休みかよ。珍しく……」

　シフト表にある『休』の字を見て、安あん堵どの息をはいた。

　ほとんど毎日休むことなくアルバイトをしているが、たまに店長が『休みなさい』とシフトに入れない日があるのだ。

　いつもは、その該当日を把握しているので慌てることなんてない。

　だが、昨日……。

　俺の人生で一番。そう、一番頑張った日だったのでシフトのことは頭の片隅にも残っていなかった。

　バイトの休みを忘れるぐらい一杯一杯だったのだろう。

『おーい、もしもーし！　放置すんじゃね～』

「おーい、もしもーし！　放置すんじゃね～」

　電話から聞こえる嫌な声が何故なぜか、反響したように聞こえた。

　俺はその現象に首を傾かしげる。

　スマホの故障？　だったら修理が面倒なんだよなぁ。

　ダンッダンッダンッ

　ドアを叩たたく音が聞こえる。宅配でも、若宮でもあんな叩き方はしない。

　だとすると──

「……健けん一いち。開けて欲しいか？」

『おぅ！　頼むぜ！』

「おぅ！　頼むぜ！」

　電話とドアから聞こえる声に嘆息し、俺は玄関のドアを開ける。視界に映り込んできたのは、爽やかな笑みを浮かべるイケメンの姿だった。

　手には掃除セットとゴミ袋が握られていて、何をしに来たか明白である。

「……なんで来てるんだよ」

「いやいや～、翔と和わの家って汚いだろ？　この前、話してて思ったんだが『そろそろ掃除してあげた方がよくない？』ってな！　感謝してもいいんだぜ？」

「だからってアポ無しで来るなよ。しかも、日曜の早朝に……」

「アポとったら翔和の秘蔵コレクションとか拝めなくなるだろ？　お前の好みとか知りたいしさ」

「そんなコレクションはねぇよ…………んで、本音は？」

「一回でいいから『突撃◯◯』っていうのをやってみたかった」

「いい迷惑だ……」

　ははっと笑う健一に思わず苦笑する。

　実際のところ、生活破綻者だった俺が心配で来たのだろう。

　前からタイミングを計っては、家に来たり声をかけてきたりと面倒見がいい……腐れ縁っていうのもあるが。

　まぁ、俺が捻ひねくれてようが御お構かまい無なしにガンガンくる。そういう意味では若宮と同じ、自分を決して曲げないタイプだ。見た目だけではなく内面もいいからこそ、健一の周りは人で溢あふれているんだろう。

　……お節介が過ぎる気もするけど。

「んじゃ、上がるぜ～」

「……勝手に上がってくれ。なんもないけどな」

「いや～、何もないって翔和の家はゴミ屋敷……だ……ろ？」

　健一が玄関から数歩進んだところで固まる。

　口はアホみたいにポカーンと開き、手に持っていた掃除道具が床に音を立てて散らばった。

「なんじゃこりゃぁああっ!?」

　絶叫する健一。

　近所迷惑な奴やつだ。まぁ、お隣さんはいないんだが……。

「……リアクションが大きいなぁ。そこまで驚くことか？」

「驚くわっ！　なんだよこれっ!?　めっちゃ部屋綺き麗れいじゃねぇか！」

「部屋ぐらい綺麗な時もあるだろ」

「空き巣に入られたような惨状だった部屋が、ここまで綺麗になると驚きもするわ！　つか、普通どころか快適に過ごせるレベルに魔改造されてるじゃん！」

「これが匠たくみの技ってやつだな」

　面白いものを見つけた子供のようにキラキラとした目で部屋の中を見渡す健一。

　そんな健一を無視するように、俺は綺麗に畳まれた洗濯物を手にとり、寝巻を脱いでいく。

「……これはやべぇ。こんなことが出来る人、一人しか思い浮かばねぇよ……」

「ふーん。そっか」

　俺は興味なさそうに呟つぶやき、コップに注ついだお茶を健一に差し出す。

「ま、飲んで落ち着けよ」

　その差し出されたお茶を見て健一はきょとんとする。そして小さく息をはき、「俺の出番がねぇじゃん」と呟いた。

　その表情は少し寂しげにも見えるが、それよりもなんだか嬉うれしそうである。

「まぁこの家のことはいいや。深くは追及する気もないし」

「なんだよ、その『俺は全てわかってますよ』つう雰囲気は……」

「ははっ。まぁいいじゃん。つか、それよりも～」

「うん？」

「上手うまくいったか、昨日？」

　俺は視線を逸そらし、「ああ、お陰様でな」と短く答える。

　昨日のことを思い出し、少し顔が熱を帯びてきたのを感じた。

「そりゃあ良かったぜ！」

　健一は屈託のない笑みを浮かべた。

　ちなみにこのイケメンスマイルを真似まねるように、俺はバイトで表情を作っている。

　勿もち論ろん、健一には内緒だが。

「でもあれだなぁ～。掃除も必要ないってなると、今日はすることねぇな」

「帰ってもいいぞ」

「ひでぇな、おい！　……じゃあ、せっかくだし夏休みの予定でも立てるかっ」

　健一は鞄かばんから手帳を取り出すとペラペラとめくり、七月と書いてあるページを開いた。

　少し見えた健一の手帳は、予定がびっしりと書き込まれていた……流石さすがはリア充……。

「予定？　夏休みはバイトで稼ぎたいからパスで」

「いやいやいや、それはないだろ！　高校一年の夏だぜ!?　もっとエンジョイしなきゃ～」

「ああ、実に稼げる夏はいい──」

　トントントン

　玄関を叩く音が俺たちの座っているところまで届く。さっきの健一と違い上品な叩き方だ。

　そして、それと同時にスマホが振動し始める。……なんというタイミングの悪さだろう。

「出ないのか？」と健一は不思議そうにしているが、微妙に口角が上がったようにも見えた。

「……新聞の勧誘だろ」

「電話は？」

「後でかけ直せば済む話だ」

　ここは出ない一択。

　後で謝罪の電話でもしとこう。

「ドアが開いていますね、失礼します。あ……」

　目と目が合う三人。

　健一はニヤついた笑みを浮かべ「よっ！　若宮」と片手をあげて挨拶をする。

　それに答えるようにリア神がみはぺこっと丁寧に腰を折る。

「マジかよ……」

　俺は頭を抱え、机に項うな垂だれた。




　　　　◇◇◇




　今の現状……この狭い部屋に三人とやや窮屈である。

　そして、非常に気まずい状況……の筈はずだが、健一と若宮は特に気にする様子もない。

　お互いに気を遣う感じもなく、いつも通りの自然体だ。

「常盤ときわ木ぎさん、おはようございます。それと加か藤とうさんも」

「うっす！　いやぁ～、まさかこんなことになってるとはな。露程も思ってなかったぜ」

「加藤さんはどうしてこちらに？」

「そろそろ翔和の家を片付けようと思ってな！　ま、杞き憂ゆうだったみてぇだけど。なー若宮？」

「ふふっ。そういうことでしたか」

　と、こんな風にのんきに談笑している。

　俺はため息しか出ないというのに。

　はぁ、知られたくない奴に知られてしまった……。

「なぁ若宮さん、来る前に一言ぐらい言って欲しいんだが……」

「そうですか？　いつものことでしたので、特に必要ないと思って──」

「ちょ、待てって！」

　俺は慌てて若宮の口を塞ぐ。

　若宮の唇の感触が直じかに手に伝わってくるが、それに浸る余裕もない。

　そう、時すでに遅し……。

「ほぉ、いつものことねぇ～」と健一の顔にはニヤついた笑みが張り付いていた。

　口を塞がれた若宮の口がもごもごと動き、なんだかくすぐったい。

　俺は深く息をはき、手を口から放した。

「……常盤木さん？」

　頰ほおを赤らめ膨らませた彼女が責めるような目で俺を見る。

　助けを求めようと健一を横目で見るが、相変わらずニヤニヤしていて助ける気がまるでないのが明らかである。

「女性の口をいきなり塞ぐのは、いかがなものかと思いますが……何か弁明はございますか？」

「……すまん。デリカシーに欠けてたわ」

　肩を落とし、家の古びた天井を見上げる。

　若宮はもう少し自分の失言を気にした方がいいと思うんだけど……。知られたら不都合なこととか……気恥ずかしいとか……。ないのか？　って思う。

　普通はあると思うんだが……。

「そういえば常盤木さん、朝食は食べましたか？」

「……いや、まだだけど」

「食べなくてはダメですよ？　朝食は一日のエネルギーの源なのですからね」

「へいへい。わかってるよ」

「わかっているのなら生活を見直して下さい。では、私は台所を借りますね？　簡単な物でよろしいですか？」

「ああ、好きに使ってくれ」

　慣れた手つきで、フライパンや食材、そして料理の準備を進めていく。

　その様子を健一は、ふむふむと頷うなずきながら感心するように眺めていた。

　そして、何を思ったのか俺の横に近づき──

「これはいい嫁さんになるな」

　と耳元でオヤジ臭いことを囁ささやいた。

　俺は軽く咳せき払ばらいをし、鬱陶しさを表すように健一をしっしっと手で追い払う。

「知らん。……まぁ、世話焼きなのは事実だし、料理の実力は認めるが」

「ほほぉ～。それにしても手際いいよなぁ。まるで毎日作ってるみたいな動きだぜ」

「へぇ、流石は若宮さんだな……」

「部屋も随分と綺麗だしー。家に来ているのも一度や二度じゃないみたいだしな～」

「ふーん……」

「『ふーん』じゃなくて認めろよ、こら」

　俺は目をギラつかせた健一から目を逸らし、若宮をチラッと見る。

　視線に気がついた若宮は、軽く微笑ほほえむ。魅力的な表情だが、今はただただ逆効果である。

　そう、今のを見た健一が、リア充御ご用よう達たしの色恋沙汰を見つけたような無邪気な顔をしている。

「もう勘弁してくれよ……」

「いやいや～、勘弁も何も言い逃れが不可能なぐらいになってるからな？　んで、どうなのよ実際？」

「どうって……見ての通り餌付けされた捨て犬のような状態だよ、俺は」

「ん？　じゃあ付き合ってるわけじゃないってことか？」

　的外れな質問に嘆息する。

　勘違いも甚だしいな、おい。

「ちげぇよ。あり得ないだろ普通に……次元が違うわ」

「この様子で付き合ってないと……」

「どんな様子に見えるか知らないが、そんな関係性じゃない」

「マジかよ……あり得ねぇわ」

　健一は、ワニのような大口を開けて呆あきれたような表情になる。イケメンが台無しな、ものすごいアホ面だ。

「そろそろ出来ますけど、加藤さんも食べますか？」

「おっ、さんきゅー！　まぁ翔和の余りがあったら貰もらうわ～」

「ふふっ。多めに作りましたので持って行きますね」

　若宮が料理を皿に載っけ、それを俺たちの前に並べていく。

　それを見た健一は「おー」と感嘆の声をあげた。

　並べられたのは、フレンチトーストにハムエッグ、サラダもあり、それに加えて温かいスープ。

　どう考えても、若宮がさっき言ったような『簡単な物』のカケラもない。寧むしろしっかりと凝っている、気合いの入った料理にも見えた。

「これはすげぇな翔和！」

「うっさい。さっさと食え……」

　興奮気味の健一を軽く流し、料理に手を伸ばす──が、若宮に手を止められる。

「食べる前には言わないとダメですよ？」

「……わかったよ。その……いただきます」

「はい。どうぞ、召し上がって下さい」

　俺は料理を夢中で口に放り込んで、それを咀そ嚼しやくした。

　健一は「琴こと音ねには作れねぇな～」と笑いながら食べる。今度、藤ふじさんに会ったら言ってみるのも面白いかもしれない。

　ま、小さな反撃ぐらいにはなるだろう。




　　　　◇◇◇




　この狭い家に三人はやや窮屈だ……。だが、不思議と窮屈な思いはしなくなっていた。

　張り詰めたような空気がピリピリと肌に伝わる。

　これが緊迫感という状態なのか、俺は健一がこの後どうなるか、固唾を吞のんで見守っていた。

　……こんな状況を生み出してしまったことに後悔しかない。なんでその場のノリでこんなことをしてしまったのだろう……。

『……どういうことか説明して。これは何？』

「いや琴音……何って、見たまんまなんだけど……」

　電話越しに聞こえる凍いてつくような声を正座して聞く健一。背の高い健一が、いつもより小さく見えた。

『……裏切り行為。万死に値する』

　怒気のこもった声に俺までぶるっと震えてしまう。

　若宮は、鼻歌交じりで食器を片付けていてこっちを気にした様子はない。子供みたいに上機嫌で、その姿を見てると顔が自然とほころんだ。

　そんな俺を健一は、責めるように見てくる。

　まぁこうなったのは俺が原因だから仕方ないが……。

「おいおい、そこまで言う必要ないだろ！　つーか、そこまで怒ることか？」

『……健一はわかってない。自分が仕出かした重罪を』

「たかが写真を送っただけだろ？　それで怒り出すのもどう……あ」

　自分の口が滑ったことに気がついた健一は、間の抜けた声を出す。

　顔も引きつり「やべぇ」と呟つぶやいた。

『私も凛りんの料理食べたいのに～！』

　普段はクールに話す藤さんらしくない声が電話越しに聞こえてくる。

　駄だ々だをこねる子供のような声だ。

　苦笑いの健一が、再び俺を睨にらむ。

　ちなみに若宮の料理を健一のスマホで写真を撮って、それを藤さんに送ったのは俺である。『健一が藤さんより飯が……』と付け加えて。

　それを送った結果『……ダイエット中の私に飯テロは許されない』と怒ってしまったわけだ。

　……どう考えても、俺の責任である。

　軽い反撃のつもりがここまで大事になるとは、思ってもみなかった。目もく論ろ見みの甘さに頭が痛くなる思いである。

「けど、食べ物なんかで怒らなくてもさ」

『健一はわかってない！　凛の料理はめっちゃ美味おいしいんだからっ！　それを私に内緒で食べるなんて……しかも私が大好きなフレンチトースト……』

「食べたのは俺だけじゃないわけで……」

『常盤木君は別にいいでしょ食べても……健一はダメ』

「えぇー……」

　なんで俺はいいんだよ……。つか、フレンチトーストが好きなのね。

　健一が助けを求めるように俺を見るので、バトンを渡すように若宮を見る。

　視線に気がついた若宮は少し笑い、スマホの近くまで寄ってきた。

　そして、そんな状況に助け船を出すように──

「琴音ちゃん、よろしければ作りましょうか？　まだ材料がありますので」

　と言った。

　完璧な気遣いである。

『……本当に？』

「勿もち論ろんです。ですが、時間的にはお昼でも構いませんか？」

『やったぁ！　凛だーい好き！』

　そう言って電話が切れた。

　誰、今の？　って感じの萌もえ声が聞こえたけど……まぁ、聞かなかったことにしよう。

　うん、藤さんの名誉のために。

　っていうか、リア神は昼もいるつもりなのね。こちらとしてはありがたい限りだけど。

　俺は、蚊帳の外と化した健一を横目で見ると、机をバンバンと叩たたきながら少し震えていた。

「いや、健一悪かったな……。少し調子に乗った」

　健一に頭を下げる。

　付き合っているカップルに茶々を入れて、仲なか違たがいさせてしまった。酷ひどい喧けん嘩かではないにしろ、最低な行為である。

　健一が俺の肩をがしっと摑つかむ。

　自然に肩へ力が入り、この後起こり得る事態を予想したように身体からだが強こわ張ばった。

「翔和、マジ最高だわ」

　予想外の言葉に俺はきょとんとする。

「いやぁ～、お前のお陰でレアな琴音を見られたし、感謝しかねぇよ！　普段は恥ずかしがって曝さらけ出さないからさー」

「え、いや、だが……喧嘩、していなかったか？」

「うん？　喧嘩してねぇよ？　あんなのただのお約束ってか、ご愛あい嬌きようみたいな感じだろ？　そんなんで、俺と琴音の関係が崩れるわけねぇし」

「かっけーな、健一は……」

　イケメン。性格も見た目も。そして、言い切る自信も。

　──色々とカッコいい。

　正直、羨ましいとさえ思える。まぁ、無い物ねだりをしても仕方ないが……。

　けど「ギャップ萌えは最高だなっ！」と親指を立ててぐっとやってくるのには無性に腹が立つ。

　無駄に爽やかな笑みを浮かべてるし……。

「加藤さん。一つ思ったのですが、琴音ちゃんは常盤木さんのご自宅をご存ぞん知じなのですか？」

「あ……。絶対に知らないわ……」

　この後、迷子になった藤から電話が鳴り健一が慌てて迎えに行くことになった。




　　　　◇◇◇




　狭い家に人口が更に増え、人口密度が高い……。少し目を赤くした藤さんが合流し、家の中がスクールカーストトップ達と金魚の糞ふんという構図である。

　勿論、金魚の糞は俺なわけだが……。

　ちなみに藤さんは、健一の横にぴったりとくっつきラブラブっぷりを俺たちに見せつけている。

　その光景を見るのは、少し気まずいものを感じるので直視出来ない……。

　天井を見たり、何故なぜか俺の横に陣取る若宮を横目で見たりと、とにかく落ち着かない気分である。傍はたから見れば、挙動不審な男だろう。

　昼食中もその様子は変わらず、見てるこっちの身にもなって欲しいものだ。

　これだからリア充カップルは……。ため息しか出てこない。

「んじゃ、腹一杯食ったことだし早速だが夏の予定でも決めるか！　なぁ、翔和！」

「うん？　何故、そうなる」

　健一の何の脈絡もない提案に俺は首を傾かしげた。

「……凛から聞いてない？」

「私は話しましたよ」

　俺はこめかみを押さえ記憶を辿たどる。

　確か……。

「……もしかしてだが、夏祭りか？」

「そうそう！　よく覚えてんじゃん翔和。てっきり忘れたと思っていたぜ？」

「約束ぐらいは覚える。まぁ当日になって、『実はドッキリでした』とか『冗談に決まってるだろ』って言われると今でも思っているけどな」

「卑屈だなぁ～」

　可哀かわい想そうな人を見るような生温かい視線を向けてくる健一。それに加えて藤さんが呆あきれたように肩を竦すくめていた。

　……くっ。なんだこのバカにされた感じは……。

「それで、健一たちが行くことを計画した夏祭りっていうのはどこでやるんだ？　人数合わせだけど、約束したからにはちゃんと行くよ」

「人数合わせ？　俺はただ──」

「……健一」

　藤さんが健一の袖を引っ張り、不服そうな目で健一に何かを訴えている。

　そして、健一がハッとした表情になると気まずそうに頰ほおをぽりぽりと搔かいた。

「いやぁ～、悪いな翔和。俺らに付き合わせちゃってさ」

「……ごめんね。常盤木君」

「ああ……別に、気にしてねぇよ」

　二人の微妙に慌てた態度に首を傾げる。若宮にも視線を送るが、にこっと微笑ほほえみ返してくるだけ。

　なんなんだ、一体？

「ま、とりあえず夏祭りは八月の初めにあるやつだな。だからそこはバイト入れるなよ？」

「わかってるよ」

「先に釘くぎを刺しておくと『急きゆう遽きよヘルプを頼まれたから行けなくなった』は無しだからな」

「…………しねぇよ。そんなこと」

「常盤木さん？　妙な間がありますよ？」

　ジト目で俺を疑うように見る若宮から目を逸そらす。

　一瞬、頭に過よぎった考えを当てられるとは……。俺はふぅと息をはき、片手をあげる。

「マジでしない。それは誓うよ」

「まぁ、もし翔和が約束を破ったら……その時は若宮に後は任せるとしようかな」

「……それがいいと思う」

「マジか。それは絶対行かないとなぁ……何を要求されるかわからないし」

「常盤木さんは、私のこと何だと思っているのですか……」

　若宮は頰を膨らませ、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　その仕草に心を揺さぶられ、ついその柔らかそうな頰に手を伸ばしたくなる衝動に駆られる。

　寸前のところで視線を感じ、すぐに手を引っ込めた。

　その様子を向かいに座る二人がじっと見ている。

「……いや、ゴミが付いていたように見えたからさ」

「「ふーん」」

　俺の口から咄とつ嗟さに出た言い訳を、まるで信じていないような二人の様子に俺は嘆息する。

　やっちまったなぁ……。見られたくないものを見られてしまった。

「どうかしましたか、常盤木さん？」

「いや別に……って、何してんの若宮さん」

　いつの間にかこちらを見ていたリア神が、俺に顔を寄せてきていた。

　これ以上近づかれてしまったら、自分の速くなった鼓動が聞こえてしまう、そんな距離感である。

　若宮から香る香水とは違った甘い匂いが俺の鼻孔を刺激し、余計に胸を高鳴らせた。

「何と申しましても、手を伸ばしていたので触りたいのかと。その……なので……よかったら」

　頰を紅潮させ、照れながら言う若宮に思わず息を吞のむ。

「頰を触って」と言わんばかりに俺が触りやすいように顔を俺の身体の方に差し出した。

「えっと……マジ？」

「はい……その、減るものではないので……」

「けどな……。いや、流石さすがに……」

「この状況で断られると傷つきますよ？」

「じゃあ……お言葉に甘えて」

　俺は、人差し指で彼女の頰を触る。

　みずみずしく弾力のある肌。感触を確かめるように何度か突つつく。

　たまに「んっ」と艶なまめかしい声を出すので、その度にドキッとしてしまう。

　やばい……これは病み付きになるな……。

「いかがでしたか？」
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「……結構なお手前で」

　自分で言っていてよくわからない返事をしてしまった。

　手で顔を扇あおぎ、冷えたお茶を一気に飲む。それでも身体からだの火照りが治らない。

「いやぁ～。見せつけてくれるねぇ」

「……見てるこっちが照れる」

「うるせぇ……」

　俺は小さな声で悪態をついた。




　　　　◇◇◇




　──夕方頃

　健一と藤さんは帰り、狭かった部屋が広くなる。本来は、広くなるというのは嬉うれしいことだが……。微妙に釈然としない感じがした。

　結局、夏の予定は大して決まらず、夏祭りの他に「何か食べに行こうぜ」ぐらいである。

　つまりは先延ばし、有り体に言えば予定がないのと一緒だ。

　まぁ、何もないならバイトをひたすらやるだけなので、問題はない。

　勤労学生にでもなろうじゃないか！　と変に意気込んでも虚むなしいだけではあるが……。

「静かですね」

「……鬱陶しかったから清々してるよ」

「ふふっ。ですが、顔はなんだか寂しそうですよ？」

「……違う。静かになった部屋に、わびさびを感じていただけだ……他意はない」

　若宮は「そうですか」と呟つぶやき、微笑んだ。

　全てを見透かすような澄んだ瞳が、俺を優しく見つめている。目を合わせ続けていれば心まで読み取られてしまいそうだ。俺は天を仰ぎため息をつく。

「二人は帰ったけど……。若宮さんはいいのか？」

「この後、夕食なので帰りません」

「至れり尽くせりで悪いな……」

「気にしないで下さい。ただのお節介ですから」

「そっか……」

『ただのお節介』……若宮に聞くと大体そう答える。俺から始まったお節介だが、最も早はや返しきれないレベルまで達していた。

　朝から晩まで、甲か斐い甲が斐いしく面倒を見てくれる彼女に、何かしてあげられることはあるのだろうか？

　けど、返す前に『借り』という借金だけが膨らむのは想像に難くない。

　なんせ、毎日『借り』を作ってしまっているのだ……当然、凄すさまじい勢いで貯たまっていく……。

　はぁ……今度、健一にでも相談するか……。

「それにですね、今日は常盤木さんに用事がありますので」

「用事？」

「はい。ですので常盤木さん、夕食後、少しだけいいですか？」

「まぁ……別に、いいけど」

「ありがとうございます。では、夕食後に時間をいただきますね。ちなみにですが、勉強もしますのでそのつもりでお願いします」

「マジかよ……」

　勉強という言葉に身体は拒否反応を示すが、機嫌良さそうに料理を作る若宮を見ていたら自然と口元が緩んでいく。

「ま、いいか」

　料理が出来上がるまで、俺は頰ほお杖づえをつきぼーっと彼女の姿を眺めたのだった。




　　　　◇◇◇




「なぁ、若宮さんってなんで料理がこんなに上手なんだ？」

　食後のデザートを口に含みながら、ふと浮かんだ疑問を口にした。

　今日の夕食は、魚に煮物、そして味み噌そ汁しる。後はおひたしと、大変健康に良さそうなラインナップだった。

　昨日は肉。その前は魚。って感じで肉と魚が交互にメインとして出てきている。

　若宮と関わるようになってから、毎日のようにご飯を作ってくれているわけだが、今のところメニューが重なることがない。

　まぁ、いずれは重なることにはなる筈はずだがここまで被かぶらないのは、凄すごすぎる。

　まだ高校生で、どこかの料理専門の学校に通ってるってわけでもないのにな……。

　あ、ちなみに食材費はちゃんと払ってはいる。

　流石にそこはね……。そこまでヒモになりたくないし……。

「そうですね。料理は将来のために練習していますから」

「へぇ。料理人でも目指してるのか？」

「いえ、そういうわけでは。ただ確実に必要となることですので……」

「ふーん」

　少し頰を赤く染めた若宮を横目で見る。

　どうしてモジモジしているのかわからないが……まぁ言い辛づらいことを聞く必要はないだろう。

「ちなみに、いつから練習してんの？」

「小学生ですね。たしか、五年生あたりだったかと思います。ですが、練習というよりは趣味に近いかもしれません」

「継続は力なりだな。若宮さんの料理を食べてから、外食とかマジで興味失うせたよ。店とか開いたら大盛況になるんじゃないか？」

「ふふっ、ありがとうございます。そう言っていただけると作った甲斐かいがありますね。でも、お店を開くのは難しいですよ？　料理が出来るだけで成り立つことでもないですし」

　後半にやたら現実的なことを言う若宮に思わず苦笑する。

　デザートを食べ終わり、お皿を机の上に置く。そして、対面に座る若宮をまっすぐに見た。

「それで、食事前に言ってた用事って？」

「予定を立てようかと」

「それだったらさっき、健一や藤さんがいる時でもよかったんじゃないか？」

　俺の言葉に若宮は少し頰を膨らます。

「それじゃ意味ないです」

「は？　意味ない？」

「何でもありません！　まぁ、常盤木さんだから仕方ないです……。ひとまずこちらを見て下さい」

　そう言って若宮は、鞄かばんからつい先日まで俺の手元にあった物を取り出す。

　あーなるほど、だからいつもより鞄が大きめだったのか。

「えーっと……それは俺があげたやつだよな？」

「はい！　その猫ちゃんです！」

　ぎゅっと若宮の胸に抱かれる猫のぬいぐるみ。

　若宮は、少し瞳を伏せながら腕の中にある猫を見下ろしていた。

　慈愛に満ちたその様子に思わず息を吞む。胸の谷間に飛び込むように包まれた猫……。

　この光景を見た男子は「猫、そこを代われ」と言うに違いない。

　かく言う自分もそんな気持ちだ。顔には毛ほどにも出しはしないが……。

「それが何かあったのか？　もし不良品だったら取り替えてくるけど」

「違います！　それに、不良品だったとしても……交換しません。初めて貰もらった物ですし……」

「ま、まぁそれならいいが……」

　けど、それ以外だったら何のために持ってきたんだ？

　わからない……。大事そうにしてるから、文句を言いたいわけではなさそうだけど。

「それでですね。いつ行きますか？」

「……どこに？」

「この猫ちゃんの本拠地です！」

「あー、あのリア充ほいほいに……か」

「えっと……常盤木さんのプレゼントから推察したところ『お出かけのお誘いも兼ねていた』と思っていたのですが、違いましたか？」

「いや、そんな深い意味はな──」

　がーん、と効果音が聞こえてきそうな表情で固まる若宮。

　そして肩を落とし、膝を抱えてしまった。

「…………違うのですか。私の早とちりとは……大変恥ずかしいです……」

　どうしようこの展開……。

　誘うｏｒ誘わない？　待ってるｏｒ待たない？

　わからない。俺にはわからない展開だ。

　仮に行くにしても……流石さすがに、二人では……。

　こういう時に健一がいたら、どうするんだろう？

　ニヤついた笑みを浮かべた悪友の顔が浮かぶ。

　数時間前まで健一が座っていたところを見る……あれ？

　そこには、健一の手帳が落ちていた。

　気まずさに耐え切れず、手帳に手を伸ばす。手帳を開くと、中から紙が二枚ひらひらと舞い落ちてきた。

　その紙と貼られた付箋に、俺は顔を引きつらせる。付箋には一言だけ『このヘタレ』と書かれていた。

　口からため息が漏れ、俺は付箋をくしゃくしゃに握り潰す。下唇を嚙かみ、そしてもう一度紙を見た。

「あー、若宮さん。いや偶然、ちょー偶然なんだが……」

「……なんですか？」

　猫を優しく撫なでるリア神。それはそれで様になるが、今は居いた堪たまれない。

「掃除をしていたら、こんな優待券が発掘されてな。期限を見たら今月一杯なわけなんだ。いや～勿もつ体たいないことした！　二枚もあるのに消費しきれねぇーわ！」

　若宮は、俺の手に握られている優待券を見て目を丸くする。

「おっ！　しかもこれ偶然にも、さっき話していた場所の優待券じゃん！　こんな偶然あるんだなぁ～。でもどうしよう困ったなぁ。俺、一緒に行く人なんていないから、誰か行ってくれないかなー」

　額に手を当て「困った困った」と大きなリアクションをとる。

　まるで道化。けど、今は道化と思われてもいい。

　若宮はくすっと笑い目元を擦こする。笑いを堪こらえるのに必死な様子だ。

「よろしければ……私が行きましょうか？」

「お、マジか！　助かるわ～」

「それと、そのキャラで無理しなくてもいいですよ？」

「…………はぁ、うるせぇよ」

　大おお袈げ裟さにオーバーに……やらなきゃ出来ないこともある。

　恥ずかしさを隠すには、無理にテンションを上げるしかない。感情の上書きをしないと……恥ずかしさで死ぬ。

「約束ですよ？　忘れたら嫌ですからね？」

「忘れねぇよ。そこまで不義理な性格をしていない」

「不義理？」

「いや、こっちの話だ……」

　俺はお茶を啜すすり、ふんと鼻を鳴らした。

「それで……若宮さん、用事ってこのことだったのか？」

「いえ、猫ちゃんのことは確認のつもりだったので……」

「えっと……すまん」

　さっきの勘違いを思い出したのか、リア神は苦笑いだ。

「じゃあ、本当の用事ってなんだったんだ？　まさかだけど……今から勉強はやっぱりなし！　みたいな、そういうオチ？」

「用事というよりは提案なのですけどね。あ、でも勉強はやりますよ」

「……提案？　つか、勉強はやるのね……マジかー」

　めんどくさそうに項うな垂だれるが、正直嬉うれしかった。

　若宮に勉強を見てもらえるというのもあるが、何より最近ではこの時間が少し楽しく思えてきていたからだ。

　まぁ、あくまで少しだが……。

「まず、提案を言う前に常盤木さんのことで思ったことがあります」

「うん？」

　伏し目がちにお茶を啜る彼女を俺は横目で見る。

　相変わらず、綺き麗れいな姿勢で座ってるなぁ。

「常盤木さんってやはり無愛想だと思うのです」

「おっと、核心をついてきたな……。まぁその通りなんだが……」

　言葉を選ばず投げられたストレートな指摘が、俺の胸に突き刺さった。

　あまりにも心当たりがあり過ぎる……。バイトみたいに割り切れればいいが、そう上手うまくはいかない。

　もし、バイトの接客のように学校でも過ごしていれば……もしかしたら、友人の一人や二人できていたかもしれない。

　まぁ、ずっと演技はしんどいから無理だけど。

「そこで私は考えました」

「何を？」

「何がダメで、どうすれば常盤木さんが普通の会話程度までしてくれるかを……私なりにですが」

「自分で言っていて虚むなしいけどな、俺の性根の悪さはカビのように根強いと思うぞ？　一朝一夕で変わることはねぇと思うし」

「そうですね」

　俺の言葉をあっさりと肯定され、少し悲しい。

　まぁ、綺き麗れい事ごとを並べられるよりはましだが……。

「なので、時間をかけて直していければと」

「はぁ。時間ってどこまでだよ……」

「就職する時までには、社会に出ても問題ない形になって欲しいと思っています。このままでは、就職活動も難航するでしょうし」

「先過ぎねぇか!?」

「やはりしっかりと働いて欲しいですからね」

「まだ俺、高一なんだけど……」

「人生設計って大事だと思いますよ？　そこからの逆算で、今するべきことも見えてきますから」

「達観してんなぁ」

　高一で今後の設計って……普通は無理だろ、普通は。

　出来たとしても「これがいいな～」「あれがいいな～」という曖昧なものぐらいだ。

　ま、それが出来る一握りの人間だから、ここまで完璧人間なのかもしれないが……。

　俺なんて、一寸先ですら見えていないのに……。

「若宮さんは将来……つまりは人生設計ってなんか決めてんのか？」

「そうですね。希望や願望はありますよ？」

「へぇ～。参考までに教えてもらっていい？」

「秘密です」

「少しぐらいは……」

「秘密です」

「取りつく島もねぇな、おい……」

『絶対に話しません』と目がそう訴えかけている。

　俺は嘆息し、肩を竦すくめた。

　いくら吐かせようとしても無駄。それは、よくわかっているからね。

「無愛想で、ぶっきら棒で対人スキルが皆無の常盤木さん」

「ひでぇ言いよう……」

「事実ですよね？」

「ま、その通りだな」

「でも良いところもありますけど」と若宮は呟つぶやいた。

　微妙に聞こえるぐらいの声だったが、何も聞こえないふりをする。

　褒めるなよ。慣れてないんだから……。

　俺は不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「なので、その常盤木さんの『無理に距離を置こうとする無愛想なスタイル』を解消したいと思います」

「解消って……無理だろ。人の本質はそう変わらない」

「そんなことありませんよ？」

「いやいや、価値観や本質は余程のインパクトがなければ変わることはないからな？　ちょっとやそっとでは影響ナッシングだ」

「ふふっ。常盤木さんならそう言うと思ってました。衝撃は重要ですよね？」

「ま、まぁ……そうだな」

「ここで提案なのですが、これからは、お互いに名前で呼んでみるのはいかがですか？」

「え……」

　予想外の提案に言葉を失う。

　頭が混乱し、「何故なぜ？」という疑問が頭を埋め尽くし思考がまとまらない。

「名前で呼ぶという行為は、人と人との距離の壁を一つ取り払うことに繫つながると、私は思います。なので、その一歩目として提案です」

「そ、そういう考えもあるかもしれないが……」

　若宮は俺の返事を待つことなく「では、私から呼びますね」と言い小さく深呼吸をした。

　俺をまっすぐに見つめ微笑ほほえむ。その魅力的な笑みに、胸がざわついた。

「……翔和くん」

　いつも堂々としているリア神が自信なさそうに、しおらしく小さな声で俺の名前を呟く。

　胸のざわつきの大きさが増し、脈が速くなるのを感じる。

「では、どうぞ……」

「いや、流石に……ハードルが」

「どうぞ」

　もう逃げ場がない。

　俺は心の中で舌打ちをした。

「えっと…………凛」

「はい……」

　その返事はいつものような澄んだ声ではなく、弱々しく蚊の鳴くような声。

　何かに悶もだえているように小刻みに震えているようにも見えた。

「「………………」」

　お互いに無言。

　チラッと凛を見るが、視線が合うとお互いに逸そらしてしまう。

　そして、顔を少しあげるとまた目が合い、そしてまたさっと逸らす。

　──顔が熱い。

　リア神の顔は赤く、まるで茹ゆで蛸だこのようだ。凛から見たらきっと俺も真っ赤なのかもしれない。鏡がなくてもそのぐらいのことは理解できる。

　……落ち着けよ、俺。

　俺は、深呼吸を何度も繰り返し行う。

「な、なぁ。名前呼びなんだけど……二人の時だけにしないか？」

「……何故ですか？」

　少し悲しそうに声を出した。

　そして俺の膝に手を置き、上目遣いで顔を覗のぞき込こむように見てくる。

　透き通るような潤んだ瞳が俺を捉えて放そうとしない。そこに視線を合わせれば、そのまま吸い込まれてしまいそうだ。

　俺は、顔を凛から逸らし床に視線を落とした。

「いや、あれだ。人前で名前を呼ぶのは、すぐには難しい……ってか恥ずかしくて死ぬ。だから……そうだな、二人の秘密ってことでどうだろう？」

「秘密……秘密ですか」

　凛は口元に指を当て、少し考えたような素振りをする。

「わかりました。外では呼ばないようにってことですね」

「……ああ、その通りだ。外で口を滑らせるなよ、絶対だからな？」

「フリですか？」

「ちげぇよ。注意喚起しただけだ」

「わかっていますよ。だって二人の秘密ですものね」

　秘密の部分に妙な含みがあるように聞こえたが……まぁいい。

　凛は「ふふっ」と小さく笑い、なんだが嬉しそうに微笑んだ。

「おぅ……そうだな」

　とだけ素っ気なく返す。

　また無愛想だと思われたかもしれない。けど、仕方ない。

　これ以上は見ていられないんだ……。

　そして俺は、体勢を変えるふりをして彼女の笑みから逃れるようにそっぽを向いたのだった。
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　デート前日の今日、俺は明日の準備をしていた。

　そして気がついてしまった、不測の事態に……。

「来ていく服がないなんてなぁ……」

　バイトに行くのもジャージ。

　ちょっと出掛けるのもジャージ。

　そう、まともな服を持っていないことに今更になって気がついたのだ。

　流石に凛りんとのデートにジャージはまずい……そのぐらいはわかる。

　つか、そんなジャージ姿のださい男と歩いて凛の評判を落とさせるわけにはいかない。

　だからこうして選びに来てるわけだが……。

「わからん……」

　俺は目の前にある服を手にとり、広げて身体からだに合わせてみる。

　そして姿見の前で自分とにらめっこ。

　うん、何度見てもわからない……。似合っているのか、いないのかも。

「どれを買えばいいんだよ……ったく」

　シャツを一つ持ち値札を確認する。

『三千円』と表示されているが、これが高いのか安いのか全くわからない。

　しかもやたらと店員は話しかけてくるし……。一人で静かに選ばせて欲しいものである。

　まぁ、と言っても選べてはいないんだけど。

　こんなことだったら服の一つや二つ買っておくべきだったし、日頃から雑誌とかで研究しとくべきだったなぁ。

　ちなみに今日は、リア神がみはいない。いたら間違いなく良いアドバイザーになるだろうが、彼女に選んでもらった服を次の日に着ていったら、気恥ずかしいものを感じることになるだろう。だから、これは俺が選ばなきゃいけない。

　凛が用事でいない今がチャンスだ！

「はぁ……」

　とまぁ、意気込んでみたものの、ため息しか出ないけどね。

「あれ？　翔と和わ、何やってんの？」

「人違いだ」

　俺は、聞き覚えのある声に背を向け、足早に去──

「おい、こら。逃げんな！」

　肩をがしっと摑つかまれ逃走に失敗。

　つか力強いな、おい……。これが、全てが完璧なリア充の力か……。

「あれ？　今日、若わか宮みやはいないんだな」

「まぁな。そもそも、り……若宮さんと常に一緒なわけじゃないからな？　それに今日はなんか用事があるんだってさ」

「ふーん」

「健けん一いちと藤ふじさんはデートだろ？　俺のことはいいから、楽しんでこい」

「二人でいるだけで、デートってわけではないけどな」

「……うん。その、土日は……よく一緒にいるし……」

　街中で取材されそうなぐらいお洒落しやれな二人。あーすげぇ華やか……。

　そして俺はジャージ姿で服を物色する怪しげな男……。

　これが、格差社会か。

「……常盤ときわ木ぎ君は何やってるの？」

「見ての通り服を選んでる」

「翔和が？」

「ああ……」

　俺の頭部から足先まで順番にじっくりと舐なめ回まわすように見てくる。

　そして二人して、がっかりしたように肩を落とした。

「琴こと音ね、やることができたわ」

「……健一。私も同じ」

「なんだよ、二人して……」

　何かを決意した凛り々りしい表情をする健一と藤さん。顔を合わせてお互いが頷うなずく。

　彼女らを追い込むような何かがあったのだろうか？

「……家で準備してるから。終わったら、後で合流ね」

「おぅ！　りょーかい」

　藤さんは健一を置いて走り去って行く。……足速いなぁ。

「さて、服を選んでいくわけだが～」

「服を選ぶって……もしかして、俺のか？」

「当たり前だろ？　せっかくのデートだから、服もしっかりきめていこうぜ！」

「……ああ」

　爽やかなイケメンスマイルを俺に向け、親指をぐっと立てる。

「それでだ翔和……まず、ファッションで重要なのは何だと思う？」

「シャツ……いや、ズボン？　まぁこの辺りじゃないか？」

「わかってねぇな～。まずは、足元だよ。あ、し、も、と！」

「靴ってことか？　そんなの運動靴でいいだろ。夏ならサンダルだ」

「えっ……」

「なんだその恐ろしいモノを見たような目は……」

「ちなみにサンダルって？」

「ビーサンだけど？」

　健一は口をあんぐりと開け、まるで石になったかのようにその場を動かなくなった。

「大丈夫かぁ」と俺は健一の眼がん前ぜんで手を振る。

「死んだか……まぁ、天てん誅ちゆうだな。報われない世の男たちの願いがついに叶かなったか」

「死んでねぇーよ！」

「そっか、残念」

「とりあえず、わかった。いやぁ～マジで俺が悪かった……。お前のダメさ加減が常軌を逸しているのをすっかり忘れてた」

「ひでぇ言い草……。ま、否定はしねぇけど」

　実際、俺の服装が終わってるぐらい俺でもわかる。そもそも、誰かと出かけるなんて考えたことなかったから……。

「翔和、今日の予算はどのくらい？」

「まぁそこそこ。バイトしてるから、それなりにはある」

「おっけ～。ま、無理のない範囲で選んでやんよ！」

「そうだ、健一」

「うん？　なんだ？　早く見ようぜ？」

「えっと、この前は助かった、ありがと……。そして、今日も……」

「ははっ、俺には何のことだかわかんねーよ。ほら、さっさと行くぞ！」

　この後、「これは違う」と言われるがままに何度も服の試着をし、服選びは夕方まで続くことに……。その時の鏡に映る自分の姿が、着せ替え人形を彷ほう彿ふつとさせた。




　　　　◇◇◇




「なぁ健一。俺はなんでここにいるんだ？」

「なんでって、みんなの目的は一緒だと思うぞ」

「……常盤木君は黙って。気が散るから」

「はい……」

　俺の頭を通過するチョキチョキという音。そして、通る度に髪が頭から離れて床に散らばっていく。

「……ちゃんと手入れしないと」

「琴音の家が美容院でよかったぜ～！　場所を貸してくれてさんきゅ」

　藤さんのハサミを持つ手が止まる。

　健一が頭を撫なでているからだ。藤さんは目を細めくすぐったそうにしているが、その頰ほおは紅潮しており口を尖とがらせつつも嬉うれしそうだ。

「あのー、おふたりさん？　俺の頭上でイチャイチャしないでくれませんかね？　そういうのは二人っきりの時にしとけ」

「「ブーメラン」」

「息ぴったりだな、おい。つか、俺には心当たりがねぇから……」

「朴念仁は一度くたばれ」「……馬に蹴られて死ねばいい」

「マジで仲いいな……」

　罵倒までぴったり。付き合ってるって言ってもここまでシンクロするものなのか？

　恋人になったのはＧＷゴールデンウイークってことらしいが……単純な付き合いは長いのかもしれない。

「……そういえば、常盤木君は髪を切りに行かないの？　切っててアンバランス……雑……毛先が残念なんだけど」

「てきとーに鏡を見て切るぐらいだなぁ。素人だから、切ってて残念になるのは仕方ないさ。そこは目を瞑つぶってくれ」

「……切るって何で？」

「そんなの、ハサミしかなくないか？　どこにでも売ってるだろそのくらい」

「「はぁ」」

「二人してため息!?」

「琴音、翔和の残念っぷりはわかっただろ？」

「……うん。これは重症」

「なんだその生温かい目は……」

　残念な人を見るような目で俺を見つめている。

　仕方ないだろ？　美容院や床屋って話しかけてくるから、鬱陶しくて苦手なんだよ……。

「……そうだ。健一、あれとって」

「おう、あれな！　言われると思って、もうそこに置いてあるぜ～」

「……ほんとだ。ふふ、流石さすがは健一だね」

「ま、琴音が考えてることはお見通しだからさ」

「……私もそうだよ」

　頰を赤らめて見つめ合う二人。俺がいなければいいムードだったかもしれない。

「………………爆発しろ」

　ため息交じりに呟つぶやき、目を閉じる。

　終わるまで静かに待ち続けることにしよう……。

　つか、二人のイチャつきを見てられない。見てるこっちが恥ずい。

「なぁ、翔和。目を閉じたままでいいからさ、耳だけ傾けてくれ」

「なんだよリア充」

「明日、楽しんでこいよ」

　知られていたという恥ずかしさから、俺は「うるせぇよ……」と呟き、健一に対してわざと素っ気ない態度をとった。




　　　　◇◇◇




　──朝の八時頃、目の前に広がるのは長蛇の列を形成する人の波。

　その数の多さに圧倒される。

　まだ朝であるにもかかわらず太陽は高く昇っていて、気温が高い。夏の日差しが照りつけ、まるで肌をじりじりと焦がしていくかのようだ。

　まぁ身体からだが熱いのは、気温のせいってだけではないが……。

「翔和くん、すごい人ですね……。こんなに多いとは知りませんでした」

「そうだな」

　俺は短く返事をし「暑っ」と手で自分の顔を扇あおぐ。

　横にいるリア神はというと、猫のぬいぐるみを胸に抱き、鼻歌が漏れるほど上機嫌である。そんな彼女だが、今日はとても大人びて見えた。

　普段から大人っぽい落ち着いた彼女だが、今日は化粧の効果も相まって魅力が五割増しだ。服はぴたニットとふんわりスカートの、フィット＆フレアシルエットでスタイルアップも完璧。黒とラベンダー色の組み合わせが品よく、どこかのお嬢様に見えなくもない。

　と、こんな感じで非常に神々しく仕上がっている。

　そんなリア神が微笑を浮かべながら、機嫌良さそうに入園の列を待っているのだ。

　人の多さに紛れることなく、寧むしろ目立ってしまっている。

　それを象徴するかのように、リア神の横を通過する男は例外なくその視線をリア神へと誘導されてしまい、中には心を奪われたように放心状態になる奴やつまでいる始末だ。

　まぁ、彼氏でそうなっている奴は、耳を引っ張られて連れて行かれたけど……。

　その後どうなったかは想像に難くない。……合掌しておいてあげよう。

　ま、こんなわけで凛の隣にいるのは、非常に肩身がせまい。

　幸いなことに「あの男なくない？」と言う声が聞こえないのは嬉しい限りだが……これは、どう考えても健一カップルのおかげだろう。

　服、髪型……などなど。

　全て言われた通りという点は情けないけど……。

　そんなことを考えつつ、俺は凛を横目で見る。視線が合いドキッとした。

　凛はというと、チラチラと俺の頭部を気にしているようである。

「どうした？　何か気になることでも？」

「えっと、髪を切りました？」

「へー、よく気づいたな」

「その……凄すごく、似合ってますよ」

「ただ、伸びたから切っただけだけどな」

「ふふっ。そうだったのですね。服もそういうのをお持ちだと知りませんでした」

　服は……。

　そうか、掃除してるから俺の持ち物を把握してんのか。ってことは、買ったことがバレている？

　そう思うと顔が熱くなるのを感じた。

「……変じゃないか？」

「いえ、全く。寧ろ……」

「うん？」

「かっこいいです……」

「お、おぅ。まさかそんな言い切られるとは……。その、ありがとな……」

「いえ……。私は思ったことを言っただけですから」

　凛は頰を紅潮させ、猫に顔を埋うずめるように隠れてしまう。けど、隠れてるのは顔だけなので赤く染まった耳は隠れていない。

　つか、俺まで恥ずかしいんだが……。まさか素直に褒められるとも思っていなかったし……。

　入園するまで、俺と凛の間になんとも言えない空気が流れた。すげぇ、ぎこちない……。




　　　　◇◇◇




　──昼頃

　いくつかのアトラクションを乗り終え、俺と凛は道の端で次はどこにするかを相談していた。

　ちなみに乗ったのは、絶叫系と可愛かわいいメルヘンチックな乗り物である。人生初の絶叫系だったわけだが、けろっとする凛と違い俺は心臓が飛び出すのでは？　と思えるほど辛つらかった。

　正直、もう乗りたくない。まぁ凛に言われたら乗るけど……仕方なくね。

「さっきの乗り物、可愛かったですね。この猫ちゃんもいましたし」

「そうだなぁ～。こんなにたくさんいると思わなかったよ」

　俺に猫を突き出すように見せつけてくる。少し、興奮気味なのが可愛らしい。

「さっきの乗り物には、年とし甲斐がいも無くはしゃいでしまいました」

「はしゃいでたのか？　わりといつも通りな感じがしたけど」

「そんなことないですよ？　テンションとしては極限に高いと思います」

　その割には、あまり変化が見られない。

　確かにいつもより笑顔ではあるし、抑揚のない声ってわけでもなさそうではあるが……。

　ま、あくまで『なさそう』ってだけだけど。

「翔和くん、あれを見て下さい。……人がたくさん集まっていますが、どうしたのでしょう？」

「ああ、あれは……」

　俺は昨日、頭に入れた遊園地のマップ、イベントを思い返す。

　昼のイベントといえば──

「パレードだよ。昼と夜にあるんだ、たしか」

「知らなかったです。えっと、翔和くんは詳しいのですね？」

「まぁ、知ってることだけだよ」

　そう、あくまで知ってることだけ。この遊園地内にいるキャラクターの逸話とかは、一切知らない。付け焼刃のにわか知識だけだ、俺が持っているのは……。

「実はもしかして、以前に来たことありますか？　……しかも、女性の方と」

「アホか！　あるわけねぇーよ。全て健一の受け売りさ」

　ジト目で俺を見る凛に身振り手振りで否定する。

　前日に調べたとは口が裂けても言えない。そんなダサいこと……。言ったら、まるで今日を楽しみにしているみたいに思われてしまう。

『十一時より、パレードを開催致します──』

　園内の放送がスピーカーを通じて辺りに響く。

　そして、それに呼応するようにパレードに向けて、大勢の人が動き出した。

　端にいるから大丈夫だろうと思っていたが、予想以上の人波に少したじろぐ。急いでいる人の一部が前の人を抜かそうと、俺たちがいるところに飛び出してきた。

　後ろに仲間がいるのか、前方を見ていない。そのまま、凛にぶつかりそうに──

　が、寸前のところで俺は凛の腕を引っ張り、自分の元へ手繰り寄せる。

　しかし、これは間違いなく俺のせい……、突然引っ張ったことで凛はバランスを崩し、あろうことか俺の胸に飛び込んできた。

　ふわりと香る甘い匂い。その香水とも違った匂いが俺の鼻を刺激した。わりと勢いよく飛び込んできたのにもかかわらず、胸に痛みとかはない。

　寧ろ逆に、柔らかく羽毛のような感覚がした。

「……翔和くん？」

　凛が顔を上げ、俺に微笑ほほえみかけてきた。

　よかった……。どうやら怒ってはいないようだ。

　脳裏には一瞬、『セクハラ』の文字が浮かんだが、この様子なら大丈夫そう……たぶんだけど。

「……すいません。ぼんやりと眺めていたせいで……その、痛くなかったですか？」

「いや、全然、全く。それよりも急に引っ張って悪かった……凛こそ痛くなかったか？」

「問題ないです。寧ろ、受け止めていただきありがとうございます」

「ああ、こっちこそ……ありがと」

　凛は「ふふっ」と小さく笑う。

　もう離れてもいい筈はずなんだが……何故なぜか離れようとしない。

「そろそろ、離れてもいいんじゃ……」

「まだ人が多く危ないので……もう少しだけいいですか？」

「えーっと……」

　ちょっとだけ甘えるようにこちらを見上げてくる。

　図らずも俺の胸を貸すような体勢。至近距離での上目遣いに、俺としては非常に落ち着かない。

　ただでさえ女に縁がない、そう、全くと言っていいほど。だからこういった距離感は心臓に悪い。更に密着しているのが超がつくほどの美少女だ。

　余計にまずい……。

　付き合ってるわけでもないから、よろしくないようにも思える。

　凛はこの体勢を意識していない様子で、いつも通りの表情で人が過ぎ去るのを待っているようだ。まぁ、凛のような数多あまたの男に好意を寄せられてる美少女なら、このくらいで動揺する筈もないのかもしれない。変に意識してしまったこちらが恥ずかしいな……。

　パレードが始まり、人の動きが落ち着き始める。

　それを確認した凛は、俺から離れ横に並んだ。

「では、参りましょうか」

「ま、そうだな」

　凛の普段通りっぷりに思わず苦笑する。

　どうやら、緊張したのは俺だけだったようだ……。

　彼女の長い髪がさらさらと風でなびく。その間から垣かい間ま見みえた耳が赤くなっているように見えたのは、気のせいだろうか。
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　パレードをいい位置で見ようと、我先にと殺気立った客で溢あふれた状態から時間は経たち、辺りにも落ち着きが出始めた。と言っても、あくまでさっきと比べての話。

　周りを見渡すと、アトラクションに向かうために人波を押しのけて走る人も、列の順番を巡って喧けん嘩かする人も、言い争いをしているらしきカップルもいる。

「……地獄絵図だな、これ」

　俺はそれらを見て深く息をはく。

　テーブルに肘をつきながら遊園地特製のスパークリングジュースを飲み、中に入っているタピオカの食感を楽しんだ。まさに対岸の火事……うん、ここは平和でいいな……。目の前にいるリア神は、同じように周りを見て苦笑いをしていた。

「どうして楽しい所に来てまで、喧嘩をするのでしょう？　みんなで楽しめばいいのですが……」

「同感だ。まぁ、おそらくだが、心に余裕がないからぶつかるんじゃないか？　お互い主張し合い譲れなくなって、『はい、喧嘩』ってオチだろう」

「楽しんでいるのであれば、余裕ぐらい生まれそうだと思うのですけど……」

　凛は、悲しそうな顔をして喧嘩するカップルを見る。頰ほおを引ひっ叩ぱたかれる男性を見て、ビクッとリア神の肩が跳ねた。

　怯おびえるうさぎみたいで少し可愛く見える……勿もち論ろん、口にはしない。

「余裕なんて生まれないと思うぞ」

「どうしてですか？」

「普段働いている人も、学生も、こういった休みに来る特別な場所ってすげぇ楽しみにして来るだろ？　『日頃の鬱憤を発散してやる～！』とか思ってさ」

「確かにそういった面もあると思いますが……。でしたら尚なおのこと、楽しみたいと思いトラブルを避けるのではないですか？」

「まぁ、凛が言いたいこともわかる。全員が全員、凛みたいに達観していればトラブルなんて起こらないと思うけど。残念ながら実際はそうはならない」

「うーん。何故でしょう……難しいです」

「端的に言ってしまえば『自分が一番楽しみたい』からだよ。だから自分を一番に考えてしまうし、周りが見えなくなる。そして、考えずに進んだ結果が『争い』ってわけだ」

「なるほど……。それは一理ありますね、自分が楽しみたいと思うのは当然の欲求でしょうし……」

「そういうこと。ま、結局は自分が一番可愛いんだよ。あれこれ考えずに楽しみたいだろうしな、他人のことなんて二の次だ」

　俺は肩を竦すくめ、買った骨つきウインナーを手に取りそのまま咀そ嚼しやくする。

　このウインナーには特製の辛味ソースがかかっていて、遊園地内で評判の品である。

　うん、美味うまい。この滴る肉汁が中々……。

　凛は、そんな俺を見てくすっと笑う。

「なんか変か？」

　俺は口を尖とがらせ、不服そうに視線を向ける。

　視線が合うと凛は微笑み、またくすっと笑った。

「いえ、特にないのですが。翔和くんが意外と周りをよく見ていたことにびっくりして、思わず笑ってしまいました」

「なんだよそれ……。つか、周りぐらい見るだろ普通」

「そうですか？　翔和くんはどちらかというと『周りなんて興味ない』って思っているのかと思っていましたよ」

「あー、なるほど。まぁ確かに興味はないけど、自己防衛のためについ周りは見ちゃうんだよ。自分に飛び火した時に回避できないと面倒だからな」

　トラブルが起きるなら、事前に回避するに越したことはない。

　平穏こそ至高で至上なわけだから……。

　けど、俺の最近の生活はある意味で荒れに荒れているけどな。

　回避しようにも、力技で突破する理不尽な存在がいるせいで…………まぁ感謝しかないんだけどさ。

「仲直りできるでしょうか？」

「仲直り？　あのカップルのこと？」

　俺は、相変わらず言い争いを続けているように見えるカップルの方を向く。

　あ、また綺き麗れいな平手打ちが顔面に入ったな……。

「はい。この喧嘩がきっかけで雨あめ降ふって地固まるとなれば良いのですが……」

「どうだろうな。けど、こういう行楽地へのデートが別れるきっかけに繫つながるって結構あるらしいぞ」

「し、知らなかったです……。詳しく、詳しく教えて下さい！」

「お、おぅ」

　何に驚いたのかわからないが、凛は目を丸くし何度も瞬いた。

　そして真剣な目で俺を見る。その目力に圧倒され、ぎこちない返事をしてしまった。

　優しいリア神的には、あのカップルに別れて欲しくないのかもしれない。だからこの話の続きを聞きたいのだろう。

「ほら、こういったレジャー施設で楽しむためにどうしても待ち時間とか、拘束時間が生まれるだろ？　だからその間に、恋人の嫌なところが目についてしまうってわけ」

「嫌なところと言いますと……？」

「そうだな……。例えば、順番待ちの列でイライラし始めたりとか、沈黙が続いて気まずかったりとか、後はスマホを見てばっかで見向きもしてくれないとか……。ま、ざっとあげるとこんなところじゃないか？」

「確かにせっかくのデートでそういったことがあれば……悲しいかもしれませんね」

　凛は再びさっきのカップルの方を見る。

　だが既にその姿はなく代わりに──さっきの場所から少し離れた所で手を繫いで歩く、喧嘩カップルの後ろ姿があった。

　それに気がついた凛は「よかったです」と呟つぶやき、優しい表情で微かすかに笑っている。

　その慈愛に満ちた表情は魅力的で、俺は時を忘れたように凛の顔を見てしまう。彼女が俺に気がつきこちらを向いたので、俺は咳せき込こみ慌てて顔を逸そらした。

「さっきの話ですが……」

「うん？　別れるとかの話か？」

「はい、そうです。特に心配はなさそうですね」

「えっと…………何の話？」

「翔和くんと私でしたら、さっきのようなことは起こることがなさそうだなぁ、と思いまして」

　俺は飲んでいたジュースを噴き、ゴホッゴホッと咽むせる。

　その様子を「大丈夫ですか？」と心配そうな目で見つめ、差し出された右手には綺麗なハンカチが握られていた。

「問題ない、ジュースが気管に入って咽せただけだ……」

　ハンカチを汚すわけにはいかないと、断るために手を伸ばす。

　しかし、伸ばした手をすり抜けるように俺の顔に軽くハンカチが押し当てられ何かを拭った。

「ふふっ。翔和くん、ほっぺにソースがついていましたよ？」

「……気づいてたよ。後で拭こうと思ってた……」

　苦し紛れの言い訳。まるでガキみたいだ……。

　しかも、素直にありがとうと言えないなんて……。

「そうでしたか。余計なことをしましたね」

「いや別に、気にしていない」

「では、ここはどうでしょう？」

　彼女はそう言うと、俺の口の端をハンカチで丁寧に拭き取る。

　不意をつかれた俺はされるがままだった。

「これで綺麗になりましたよ。まさか、これにも気がついていましたか？」

　悪戯いたずらっ子のような無邪気な表情を浮かべた彼女に、俺は「参ったよ」と両手を挙げ降参をするしかなかった。
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　空が虚うつろに映り、ぼんやりとしている。

　まるで、霧がかかったように視界がはっきりとしない。

「……やっちまったなぁ」

　俺はベンチの背に身体からだを預けるようにもたれかかり、額に温ぬるくなって常温と変わらなくなったペットボトルを当てる。

　意味のない行為だが、少しでも気を紛らわすことが出来ればそれでよかった。

　俺と凛が来ている遊園地はとても広い。全てのアトラクションを一日で回るのは不可能なぐらいである。全てをじっくり楽しみたいのであれば、泊まりが必須であるほどだ。

　しかも、今は夏休み。

　人気のアトラクションは、当然のように激混みで目当ての所に行くだけでも一苦労である。まぁ、それでも時間を工夫してある程度は遊ぶことが出来た。

　そこまではよかった。

　だが、ここで人を避けてきた弊害が起きてしまったのだ。

「翔和くん。その、大丈夫ですか？」

「……すまん」

　謝ることしか出来ない。

　俺は、目の前にある自分にトドメの一撃を入れた諸悪の根源を睨にらみつける。

「……酔うなんて、情けねぇ。多すぎんだろ、人」

　そう、人に酔った。普段そこまで人混みの中に入ることがない。

　人と関わるのもアルバイトぐらいだし、アルバイトでここまでの大人数を相手にすることは、当然ながらなかった。

　だから、こんな遊園地のような人が溢あふれる場所は慣れていない……それで人酔い。情けない話である。

「翔和くんは人の多さについて言っていますが……、コーヒーカップを回し過ぎたからじゃないですか？」

「うっ、それは一理ある……。けど、それは──」

「それは凛が『どのぐらい回るのでしょう？』と言ったから」と、言いかけて言葉を飲み込んだ。

　あくまで回したのは俺の責任。俺の選択により生まれた、俺の責任だ。調子に乗った自分が悪い……。

　喉まで上がってくる気持ち悪い感覚を俺は、必死に堪こらえる。ここで、更に醜態を晒さらすわけにはいかない。

　凛は、俺の背中を摩さすりながら様子を窺うかがっている。

　リア神のバッグからビニール袋が見えているが……これは気にしないでおこう。何に備えているか、考えたくもない。

「……つか、凛はよく平気だな」

「少し目は回りましたが、問題ないです」

「……流石さすがだな」

　ここにきても相変わらずの隙のなさ。

　彼女に苦手なものはあるのか？　全く想像ができない。

　何をさせても涼しい顔で卒なくこなしてしまいそうだ。

「横になった方がよろしいのではないですか？」

「……いや、それはいいよ。ここはアトラクション前で人が多いし……、奇異な目で見られたくない」

　たまに人前で堂々と横になって寝る人がいる。

　それはこういった遊園地でもだ。パレードを待つために敷いたレジャーシートの上で周りの人なんて御お構かまい無なしって感じで横になっていたりする。

　けど俺には、人の視線が行き交う中でその胆力はない。そんなことをしたら、恥ずかしさで死んでしまうことだろう。

「そうですね……。でしたら、少しだけ歩けますか？」

「ああ、少しなら……」

　俺が頷うなずくと、凛は微笑ほほえみ手を優しく握ってきた。

　いつもだったらドキッとするだろうが、今は気分の悪さでそれどころではない。

　リア神はそのまま俺の手を引き、様子を気に掛けながらゆっくりと歩く。俺はおぼつかない足取りで、されるがままについて行った。

　そして凛に連れられ着いたのは、アトラクションがほぼない川のエリア。

　ある乗り物といえば、定期的に運航する船だけという随分と閑散とした場所である。

　しかも、次の船の時間まで時間があるからか人がほとんどいない。

　凛は、そのエリアにあるベンチのところで立ち止まると俺より先に座り、

「その、よかったらどうぞ……？」

　と自信なげに小首を傾かしげそう言った。

　そして自分の太ももをポンポンと叩たたき、寝るようにと促してくる。

「まさかと思うが……そこに寝ろと？」

「はい。幸い人通りが少ないですし、それに横になるには充分なベンチの大きさかと」

「……いや、けど」

「気にしなくていいので、使って下さい。でも……寝心地が悪かったら、すいません……」

　凛の細い太ももに視線を移す。

「後で訴えたりとかは……？」

「しません。もういいですから、ほら」

　躊ちゆう躇ちよしていた俺の腕をやや強引に引っ張り、そして俺の頭を自らの太ももの上に乗せた。

　──柔らかい。

　太っているわけでは決してない。寧むしろ瘦せていて、太ももで寝たら痛いんじゃないかと不謹慎なことを考えてしまうほどだ。

　だが、リア神の膝枕は今まで経験したどんな枕よりも上質なものに感じた。

　さっきまでぼやけていた視界が急にクリアになり、酔いが覚めていく。代わりに動どう悸きが激しく、顔も熱くなってきた。

「少し寝てもいいですよ？　それと、もし体調が良くなったと思っても、大事をとって休んで下さい。今日はまだまだ長いのですから」

「……お言葉に……甘えるよ」

「ふふっ。そうして下さい」

「酔いが覚めた」と起き上がろうと思っていたが……。またも先手を打たれてしまったことに、ため息をつく。

　下から見上げた凛の顔は、まるで天使が微笑んだように優しいものであった。

　俺は腕で目を隠し、なるべく顔が隠れるようにする。
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　今は、少しでも隠したい。そう思ったからだ。

「脚が痛くなったら言ってくれ」

「わかりました。翔和くんこそ、寝苦しかったら言って下さいね？」

「……問題ない」

　俺は、微かすかに見える視界から茜あかね色いろに染まった空を見上げる。

　少しはこの空の色で……自分の顔を誤ご魔ま化かすことはできただろうか？

　結局、一時間程そのままだった。
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「暗くなったなぁ……」

　空を見上げると群青色に染まった夜を切り裂くように、アトラクションから出るサーチライトが輝いていた。

　夜になると客層も変わり、昼間の家族連れはほとんどいない。代わりに増えたのは、イチャイチャするカップルである。その証拠に、人通りが少ない場所では男女の話声や艶なまめかしい声がどこからともなく聞こえてくる……。

　さっき俺たちがいたところも、人通りが少ないのでカップルのイチャつきスポットとなっていることだろう。

　場所を弁わきまえろ！　と言いたいところだが、盛り上がった男女を止めるのは中々難しい。

　人の目があっても気にしない奴やつなんてたくさんいるし、酷ひどい奴だと「は？　いいところだから邪魔するなよ」とこっちが悪いみたいに責めてくることもある。

　周りにあたえる『気まずさ』というのを、完璧に度外視してのその態度はいかがなものかと思うのだが……。恋は盲目……、まさにこういうことを言うのだろう。

　一応、邪魔をするなんて無粋だって考えもあるかもしれないが……残念ながらこういった件について今の俺に責める権利はない。

　……俺自身にブーメランな気がするの否めないからね。

　もし見かけたら、見なかったことにしよう……。

「もう大丈夫ですか？」

「ああ」

「その、無理はダメですからね？　必要でしたらまたお貸ししますので」

　凛は脚をポンポンと叩き、いつでも大丈夫と言いたげだ。

「問題ない……これ以上は俺の精神が保もたないわ」

「えっと、精神……。なるほど、やっぱり寝辛づらかったってことですね。すいません……」

「いやそれはない！　寧ろ極上の寝やす──いや……とにかくそれは問題ない。感謝してるよ、本当に」

「それならいいのですが……」

　凛は不思議そうな表情で首を傾かしげる。

　確かに膝枕は極上で文句なんて言いようがない。お金を払うべきなんじゃないかってレベルだ。

　だが、それよりもあの場所でしてもらったことが問題だった。

　人通りが少ないところとはいえゼロではない。だから当然、人が通るわけで……。

　そして人が通る度に「うわぁー」という何か言いたげな視線を俺たちに向けてきた。

　特にその中でも、子連れの「見ちゃいけません」という言葉は何か突き刺さるものがあったよ。

　まぁ、リア神は気にしてないようだけど……。

「それにそろそろ夜のパレードが始まる時間だから、今更休むことはしねぇよ。もう充分過ぎるぐらい回復したしな」

「でも、本当に無理はダメですよ？　今回、見ることが出来なくても、また遊びに来ればいい話ですから」

「ま、その時はそうしようかな」

　凛は俺に対して微笑みかけ、俺の腕にしがみついてきた。

　人通りが多いから仕方ない気もするが……些いささかくっつき過ぎではないか？

　園内に音楽が鳴り響き、それと同時に電飾で彩られた乗り物が遠くの方に現れたのが、今いるところから微かに確認が出来た。

「翔和くん見て下さい！　始まりましたよ！」

　光が見えたところを指で差し、まだ見え辛いパレードをなんとか見ようと子供のようにぴょんぴょん跳ねる。

　徐々に近づいてくるパレードを今か今かと待ちきれないようだ。

　普段とは違うそのギャップに惹ひかれ、俺はつい凛を見てしまう……。が、自分の頰ほおを軽く抓つねり、すぐにパレードの方へ視線を移した。

　この遊園地のパレードは『光のパレード』と言われ、老若男女問わず大変人気がある。

　噂うわさではあるが、年間のパスポートを持っているファンだと、パレードのためだけに入園して毎日見に来るらしい。

　近くに来たパレードは、その噂通り何度も見たくなるほど、とても美しく幻想的だった。

　様々な色の電飾、ライトアップされるダンサーやキャラクター。

　その一つ一つの動きは洗練されていて、目が離せない。

「……綺き麗れい」

　光のパレードを目の前にしてうっとりとした表情でそう呟つぶやく凛の姿は、絵にしたら間違いなく売れると思えるぐらいマッチしている。

　そんな様子をぼけっと見ていたせいで、完璧に油断していた。

　パレードを間近で見たい人たちが俺と凛の間に割り込み、前に出てくる。

　あまりに強引な割り込みで一瞬、凛を見失いかける。

「凛っ！」

　俺は、人混みに紛れそうになる凛へ手を伸ばした。

　なんとか凛の手を摑つかむことに成功したが、摑まれた凛は目を丸くしている。

「翔和……くん？」

「わりぃ、反射的に摑んじまった……」

　俺は慌てて手を放す。

　やってしまった……。咄とつ嗟さのこととはいえ、男に急に摑まれればびっくりするだろう。

　もしかしたら嫌だったかもしれない。恋人ではない、ただの男に握られたら嫌悪感が湧いて然しかるべきだろう。

「……そうだな。人が多くなってきたし、帰るか。その、さっきは本当に悪かった……」

　俺は背を向けて、リア神にそう告げる。

　本当は目を見て誠心誠意謝罪をしなくてはいけない。ただ、なんとなく目を見て謝れなかった。

　彼女は底辺の俺によくしてくれている。

　理由はわからない、トップの人間が考えることなんて俺にわかるわけがない。

　だからこそ振り向いて見てしまったら……嫌われたことに気づいてしまう。

　自分の楽しく感じていた時間が終わる、そんな気がした。

　だから見れなかった。

　俺は、足を一歩進める。

　だが、不思議なことに二歩目に進めない。

　背中に感じる微かな重みが、俺を前に行かせないようにしていた。

「待って下さい」

　凛の透き通るような声が雑踏の中にもかかわらず、俺の耳にスーッと入り込んできた。

　俺は身体からだの半分だけを動かし、後ろを確認すると凛の手が俺のシャツの裾を摑んでいた。

「……凛？」

「勘違いしているようなので言っておきますが、私は嫌がっていません。ただ、驚いただけです。その……男性に手をぎゅっとされたことなんて……なかったので……」

「そうだったのか……」

　とりあえず嫌われたわけではないということに、そっと胸を撫なで下おろす。

「翔和くん、一つお願いが……」

「いいけど、お願いって何？」

「手を……。逸はぐれるといけないので……手を握ってもいいですか？」

　後半の方は消えるように声が小さかった。

　ただ、何かをねだるように凛は俺を上目遣いで見てくる。

　……断れないよ。そんなの……。

「まぁ、そうだな、逸れるといけないし……俺なんかでよければ……」

「ありがとうございます……」

　差し出された手を優しく握る。俺の手を握る凛の手は、想像以上に細く小さいものだった。

「また……来たいです。ここに」

「そうだな。来られたらいいな……」

　目の前を過ぎる光をただただ呆ぼう然ぜんと眺める。

　一つ、また一つと通り過ぎるごとに寂しさが込み上げてきた。

　二人で見るこの時間が、ずっと続いたらいいなと思ったことは誰にも言えない。

　これは……俺だけの秘密だ。




　　　　◇◇◇




　パレードが終わり、さっきまで鳴り響いていた陽気な音楽はなくなった。代わりに園内には静かな音楽が流れている。それは、夢のような時間が味わえるこの遊園地の終わりを意味していた。

　そんな中、俺と凛は並んで歩き、さっきまで繫つないでいた手はもう放していた。

　俺は自分の手を開いては閉じ、開いては閉じと落ち着かず。

　そして自分のゴツゴツとした手を犬の肉球を触るように何度も触り、寂しくなった手の感触を惜しんでいた。

　女子の手って柔らかいんだな……。それが正直な感想である。

　ただ、そのことを今思い返してみると──『女子と手を繫いだ』、しかもその場の雰囲気で……という事実が俺の顔を熱くしてしまう。

　きっと、顔が赤くなっているに違いない。

　俺は心を落ち着かせようと深呼吸をする。そう、手を繫いで以来、胸の高鳴りが治らない。

「どうかしましたか？　どこか怪け我がでも……」

　そんな俺の様子に違和感を覚えたのだろう、凛が心配そうな視線を俺に向けた。

　すぐに「大丈夫だ。なんでもない」と首を横に振る。

　凛は首を傾かしげ、少し寂しそうな顔をした。

「……あんなに多かった人も、こんなにあっさりといなくなるのですね」

「まぁ閉園時間だしな。でも、夏休みだから泊まりの客も結構いると思うぞ」

「泊まり……そういう選択肢もありましたか。次はそうしましょうか？」

「いやいや、高校生が泊まるには高い金だからな？　それは今後の時にとっておけって、今は年相応に楽しむのが一番だよ」

「そうですか？　年相応って高校生でも泊まりぐらいすると思いますよ？　それにお金を貯ためれば無理でもないと思いますが」

「そうかなぁ？　俺からしたら、変に背伸びする必要はねぇーよって思うけど」

　細々と、できる範囲で楽しむ。それが何より楽でいい。無理する必要はない……。

「それにしても、今日は楽しかったですね。人生で一番の経験でした」

「人生で一番は言い過ぎじゃないか？」

「そんなことありませんよ？　私、今までこういった所に来た経験がないのですが、すっごく楽し──」

　俺と凛の足が前方の人たちを見たことによって止まる。

　進行方向にいたのは抱擁を交わし、熱烈に口付けし合うカップルだった。

　誰も触れまいと人の流れがそこだけおかしい。

　俺は嘆息し、道を変えようと振り返る。同じことを思ったのか、凛が俺をじっと見ていた。

　目の前でカップルのイチャつきを見たせいか、顔が真っ赤である。

「「……………………」」

　微妙な気まずさと気恥ずかしさで、俺と凛は無言で見つめ合う。

　すると凛が俺の手を握り、俺にもたれかかるように体重を預けてきた。

　──何か言うべきなのか？

　わからない。自分のことも、凛のことも……。

　少なくとも、嫌われていないのはわかる。

　そこまで馬鹿ではない……。

　ただ、確証を得ない限りは行動してはいけない。

　親愛を深愛と思ってはいけないから……。

　でも迷ってしまう、鈍ってしまう。

　その感性が、凛の距離感でわからなくなってしまう。

　くそ……、感情の整理ができない。

　俺の頭が疑問で埋め尽くされていく。

　馬鹿か！　普通に考えろよ、俺……。

　これはフィクションじゃない。

　ドラマのような劇的な展開も未来もあるわけがない。

　だからＳＳＳグループの人間がど底辺に惚ほれるなんてことは、万が一にもあり得ないんだ。

　思い返してみても理由が見当たらない……。寧むしろ、全くない。

　この奇妙な関係は突然のことだ。

　あの日より前に彼女と話したことなんて、なかったんだから……。

　そう……だから、夢を見るなよ俺！　忘れてはいけない……一番恐ろしいのは『勘違い』なんだから。

　リア神の近くにいたことがあるという事実だけで充分だ。

　それで満足するしかない……。

　もし、満足できないのであれば……。

　今の関係が少しでも長く続けば嬉うれしい。その程度だけは考えてもいい。

　だが、それ以上は望んではいけない。

　俺はため息をつき、星ひとつない真っ暗な空を見上げる。

　そして少し目を閉じて、表情を作る。

「凛、また来ような」

「勿もち論ろんです」

　一瞬だけ眉をひそめたが、すぐに微笑ほほえみ透き通るような声で返事をする。

　その笑顔が焼き付けられたように頭に残り、そして心に突き刺さった。




　　　　◇◇◇




　帰りの電車では、何気ない会話をして、そして凛の家の前まで送る。

　時折、俺の表情を窺うかがうような視線を向けるので、凛に対して笑顔を見せるようにした。

　けど、それをする度に『苦しい』、そう感じたのだった。

　そんなことを気にして、考えていたせいか少しぼーっとしていたのだろう。

「翔和くん」と声を掛けられるまで、家に入って行ったと思っていた凛が目の前にいることに気がついていなかった。

「……ど、どうした……凛？」

　突然、目の前に現れたように感じ俺はたじろぐ。

　そんな俺を澄んだ瞳で見つめる。ただいつになく、視線は鋭く少し怖い。

「やっぱり、おかしいです……」

「……何が？」

「おかしいですよ、翔和くんが笑顔なんて……」

「それは酷ひどくないか？」

　笑顔がおかしいと言われ、思わず苦笑する。

　ただ、同時にチクリとした。

「酷くないです。翔和くんが笑顔になるのはアルバイトみたいに人と距離を置く時にすることですから……」

「………………」

　言葉が出てこなかった。

　あまりにも的確に言い当てられたことに。

「作られた表情ぐらいわかります。それに私は知っていますから。翔和くんはぶっきら棒で無愛想で、素直に笑えない人だということを」

「いや……そんなことは」

　上手うまく言葉を見つけられない。屁へ理り屈くつの一つも出てこない。

「だから、私は決めました」

「決めた……？」

「はい、覚悟を」

『覚悟』。そう言って凛は、大きく深呼吸をした。

「手て緩ぬるかったということでしょう」

「手緩い？」

「正直なところ、恥ずかしいです……。ただ生半可なことでは、牙城を崩すには不充分ということがよくわかりました。だから、私も覚悟を決めます」

　さっきから何を言っているかわからない。

　けど、間違いなく俺が関係している。彼女に覚悟を決めさせるほどの何かがあったのだ。

　しかしわからない。

　いつ、どのタイミングで、何をきっかけに何の覚悟を決めたのかわからない。

　混乱する俺を無視するように、凛は言葉を連ねていく。

「だからこれは私の宣戦布告です。もっとも、今の翔和くんにはなんのことだか、わからないと思いますけど……」

「……すまん」

「大丈夫です。どんなに曲解しても、その答えにしか辿たどり着つけないって理解させてみせますから」

　俺に人差し指を向け、堂々と凛り々りしく宣言する彼女。

　そして、その指を自分の唇に当てると見み惚とれてしまうほどの魅力的な表情で「だから覚悟して下さいね？」と一言だけ口にした。

　俺と凛の間を、流れを変えるような暖かい風が駆け抜けていく。




[image: ]

　──本当の始まりを告げる合図。

　そんな感じがした。







[image: 閑話　これが本当のはじまり]







　それは、些さ細さいなことで誰も気がつくことが出来ない。

　いつなのか、どの辺りなのか、気がついた時にはもう始まっている。

　それに気がつかなければ、幸せだったかもしれない。

　それを止めることが出来れば、楽になれるかもしれない。

　しかし、誰も止めることは出来ない。

　それは川のように唯ただ々ただ流れていく。

　だから、流れに逆らって戻ることは誰にも出来ないのだ。

　そして時が経たてば経つほど大きくなり、何もしなければいつかは大海原へ放たれることになるだろう。

　その頃には、もう遅い。

　海へと流れてしまったものを見つけるのは不可能だから。

　海へと流れたものは、最後に爪痕だけ残し、生涯消えることは決してない。

　けれど……もし、流れを途中で止めることが出来ているのなら、




　──それが新しい始まりとなっている。




　だから、誰も気がつかない。

　終わったことも始まったことも。

　ずっと燻くすぶり続けていく。




　　　　◇◇◇




「……興味深い詩でした。ただ、何を示唆しているかがわからないのが……少しもどかしいですね」

　ぐぅと自己主張をするお腹なかを押さえる。そして思わず少し笑ってしまった。

「そういえば、あの時もこれが始まりでしたね」

　眼めを瞑つぶり、忘れもしないあの日のことを思い出す。

　その日に限ってお財布も忘れ、家の鍵も忘れ……。時間を潰そうにも、どこにも入るお金がない。学校は人が集まってくるので大変……。

　そんな中、同じ学校の男の子が廃棄のものだと言って、私にポテトをくれました。

　廃棄のものであるのにもかかわらず、まだ温かいポテトに思わず笑いそうでした。どう見ても、わざわざ買ってきてくれたに違いないのに。

　ですが、その時の私は『また、いつもの』と受け取りはしたものの彼を疑っていました。

　何か見返りを要求してくるのではないか？　と。今までもありましたから……、似たようなことが。

　学校で『荷物運ぶの手伝うよ』と言われ、お願いしたらそれ以来しつこく連絡先の交換を迫ってくる人。クラスの女の子に呼ばれ、そこに行ったら男の先輩がいたり……。

　これはあくまで一例でしかありません。

　何かをキッカケに迫ってくる男性は多くいましたから。

　正直、思い出したくもないです……。

　だから、どうせ彼もその一人なのだろうと……。そう思っていました。

　そう思ったからこそ、私は今後の憂いを断ちたかった。

　それで待ちました、彼を。借りがあるなら早めに返そうと思いましたから。

　──でも彼は断ってきました。

　それどころか、夜が遅いからと送って下さいました。

　今度は隙を見せてわざと借りをつくりました。

　けど、結果は同じです。何も要求してきません。

　おかしい……。どうして……？　私は彼の考えが理解できませんでした。

　同時に、何か大きなことを狙っているのでは？　と少し恐怖を感じました。

　ですので私は、友人のアドバイスを基に彼のバイト先に通うことにしました。

　そうすれば、彼の人となりを少しでも垣かい間ま見みることが出来ると思って。

　幸い学校から遠いので、知っている人が来る心配はそんなになく、勉強をするには良い場所です……その、ドーナツも美味おいしかったですし……。

　でも、夜遅くなる度にお父さんに怒られたのは怖かったですけどね。

　だから私は、お父さんに言いました。

『帰りは、常盤ときわ木ぎさんに送っていただいているので心配いりません』

　お父さんは、眉間にしわを寄せましたが『いずれ、連れてきなさい』。そう一言だけ言って、新聞を開き顔が見えなくなってしまいました。

　その時、後ろでお母さんがニコニコしていましたが……何故なぜでしょうか？

　これは理由がよくわかりません。

　ただ、それ以来何も言ってこないので『親公認』ということでしょう。

　それを言ったら翔と和わくんは驚いてましたけど……。

　それからはバイトのある日、毎回送ってもらいました。

　けど……変化がありません。

　ここまでくると……『私、魅力がないのでしょうか？』と自信を失なくしてしまいそうです。

　なので私は大勝負を仕掛けることにしました。彼の自宅に上がったのです……。

　料理の腕を見せ、更にちょっと油断したところを見せてみようと……。そしたら、流石さすがに本性が見られるのではないかと思って……。

　あの日は、大胆なことをしてしまったと顔が赤くなったのを覚えています。

　ですが残念なことに……こんなに勇気を出して行動したのに……。

　──それでも、彼は一向に見返りの要求をしてくれません。

　なのでその日から、あの手この手でアプローチしてみました。

　近づけたかな？

　私のこと見てくれたかな？

　どう思っているのかな？

　と思いながら。

　そして気がつくと、私は毎日のように彼の姿を追っていました。

　疑っていた気持ちが、いつの間にか違う気持ちになり、彼に夢中になっていたのです。

　そう気づいた時のあの感情は忘れられません。もやもやとしたものが晴れて、同時に顔が熱かったことを。

　──けど、悲しい時もありました。

　それは、彼が私と距離を置こうとしたこと……。

　でも私は知っています。

　彼は、本当は優しい人。ただ、人よりも無愛想でぶっきら棒なだけ。

　いつも周りを気にして、自分を卑下し、無理に距離を置こうとしている……。

　それは、毎日接してきたからわかります。

　きっと、彼が近づいてこない、壁を置くのには理由があるのでしょう……。

　だから私は、これからもあなたを独りにはさせません。

　何をされようと……。いずれ彼が理由を話してくれるのを私は待っています。




「ああ、なるほど。そういうことでしたか……。意味がわかりました、この詩の……。理解すると答えは単純ですね」

　最近の自分を振り返ることでわかりました。

「これは恋の詩だったのですね」

　ふふっ、今の私にぴったりかもしれません。

　私は本を閉じ、天井を見上げる。再び熱くなった顔を手でぱたぱたと扇あおぐ。

　──今、彼は何を考えているのだろう？

　──彼は私のことどう思っているのだろう？

　──もしかしたら他に好きな人がいるのだろうか？

　考えても結論は出てきません。

　けれど、私のやることは決まっています。

「私に惚ほれさせてみせますからっ！」

　私は、鏡に映る自分に向かって宣言する。

　目の前にいない彼を頭に浮かべ、貰もらった猫のぬいぐるみをぎゅっと抱きしめた。
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「翔と和わくん、ポ◯キーゲームって知っていますか？」

「うん？　まぁ……知ってるけど。それがどうかした？」

「やりましょう」

「仕方ないな…………って、はぁぁっ!?」

「そんなに驚くことですか？」

「驚くも何も……ダメだろ。流石さすがに……」

「ダメですか？　男女の仲を深めるのにオススメと伺ったのですが……」

「確かにその認識は間違いではないが……。つか誰に聞いた？」

「加か藤とうさんです」

「……健けん一いちの野郎。変なこと教えやがって……」

「仲良くなることに、変ってことはないと思いますよ？　それとも、私と仲良くなることが……嫌ですか？」

「……その言い方は……卑ひ怯きようだろ。けど、簡単にやっていいゲームでもないしなぁ……」

「そうですか？　えっと『ポ◯キーの袋から交互に数本ずつ取り出して、最後に引いた方が負け』というゲームですよね」

「……はい？」

「頭の体操にもなりますし、仲も深まりますし、まさに一石二鳥ですね！」

「あ～……うん。なるほど……」

「何か違いました？」

「そうだなぁ。俺が知ってるのは……ちょっと耳貸して……」

「──っ!?　そ、そ、そんなゲームだったのですか!?」

「……ああ。だからやめておいた方がいいだろ？　度胸試しの面もあるが、所詮は宴会とかのノリでやるようなゲームだしな。まぁ、無理にやる必要はない」

「度胸……ですか……」

「凛りん？」

「つまり、ここで引いてはいけないということですね」

「えーっと……凛？　なんでポ◯キーを口に……？」

「…………んっ」

「凛さん……？」

「……んーっ」

「（なんで嫌がらないんだよ!?　普通は嫌がるだろこのゲーム。……仕方ない……ここは）」

「あっ!?　どうして折ってしまうのですか！　ですが、まだ他に……」

「こんな所に美味おいしそうな、ポ◯キーが～！」

「ダメです！　あ～……酷ひどいです。翔和くん……」

「いや、これはダメだろ？　間違って口が触れたりしたらどうするんだよ……」

「確かにダメですよね……私の考えが至りませんでした……」

「ま、まぁ、そんなに落ち込む必要はないって、俺としてはわかってもらえたから、よかったって感じだしさ」

「リップクリームを忘れては、女性の嗜たしなみとしては失格ですよね！　失念しておりました」

「違うわ！」




　──この後、二人の攻防はしばらく続いたのだった。







あとがき




　この度、本書をお読みいただきありがとうございます。初めまして紫しユウと申します。

　作品を作るにあたり、編集部のＫ様、イラストレーターの木きなこ様には大変お世話になりました。本当にありがとうございます。

　自分の頭にある朧げなイメージ、そして文字のみでしか表せない姿の見えない登場人物。それをこんなに素晴らしいキャラクター達にしていただいて本当にありがとうございました。リア神は本当に女神だった……。やっぱり絵があるといいですね。〝絵〟が加わることで登場人物の日常が頭に浮かび、魂が吹き込まれた気がして、見る度に「これいいなぁ～」と酔よい痴しれています。重ね重ねありがとうございます！

　さて本作ですが、私の処女作になります。なのでまだまだ拙い部分もありまして……その、色々とご迷惑を……。

　ＷＥＢに投稿したのは２０１９年の４月末頃ですが、実はこの話の構成は随分前に考えていたものでした。私は物語を妄そ……いえ、想像してそれをプロットに書く、つまりは設定を練るのが好きです。その内の一つが今回の『俺の家に何故なぜか学園の女神さまが入り浸っている件』でした。

　初期段階の構想（投稿前）では、主要四人に加えてもう一人、登場人物がいる予定でした。けど、物語を書いている途中で登場機会を失ってしまいました……ごめんなさい美み月つき（仮名）。

　他にも、凛りんが翔と和わのバイト先で働くことになったり、健けん一いちの彼女である琴こと音ねに翔和が惚ほれられてとか、三角関係とか、登場人物を増やしてハーレム…………みたいな構想もありました。ちなみに、超が付く程のドロドロ展開もありましたが……これはお蔵入りです。日の目を見ることはないでしょう……たぶん！　いや、絶対に！

　──前置きはこのぐらいにして。

　考えていた作品のコンセプトとしては、ズバリ『ハッピーエンドかつハーレムなし！』です。私は、ハッピーエンド主義者みたいなものなので、バッドエンドは正直苦手……。バッドエンドの物語を見た後は、一ヶ月ぐらい落ち込む自信があります。ハーレムエンドも「この子とだけ結ばれて欲しいなぁ～」「あ～でもこの子もいいよなぁ～」というのが、どうしても出てしまうので、前置きにあった〝ハーレム展開〟はなしになりました。

　次に登場人物について触れさせていただきます。主人公である翔和は、スペックが高いところはほぼありません。実は運動能力が……、実は頭脳明めい晰せきで……ということはありません。捻ひねくれた残念度合は高いかもしれませんけど、それ以外は平々凡々……それが今回の主人公です。まぁ捻くれた理由は、ありますが……ここでは秘密ということで、是非予想してみてください。

　ヒロインである凛は、翔和とは対照的な存在です。自堕落な翔和とは違い、努力家でなんでも一生懸命でとにかく真まっ直すぐな子です。少々、思い込みで突き進むこともありますが……。でも、どんなことがあっても一いち途ずに思い続ける、それが今回のヒロインです。

　だからこそ翔和と凛では、育ってきた環境の違いによる価値観の相違が生まれ、中々進まない恋愛となっています。しかし、凛はそんな相違なんてものは気にせず突き進みそうですけどね。うん、恋する女の子は強い！

　そんな凛の存在がこの物語を成立させています。視点を変えれば凛が主人公の物語かもしれません。『捻くれた男子高校生の心を開かせる、美少女の話』みたいな感じでしょうか？

　凛視点の話をたくさん書くことが出来れば「どうしてこの行動をしたのか？」「どうしてこうなったのか？」と色々と見えてくるかもしれませんが、それは機会があればということで……。

　ではでは～また、皆様にお会い出来ると信じて！
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『【デートのその後】凛と琴音』







『……ふわぁ……』

「夜遅くにごめんなさい……琴こと音ねちゃん……」

『……別に大丈夫。気にしないで。それで……どうだったの？』

「ダメでしたぁ～。それどころか、緊張しすぎて〝惚れさせる宣言〟をしてしまいました……」

『……なかなかやるね、凛りんは。私だったら出来ない』

「うぅ……。私……なんて恥ずかしいことを……」

『……こんなんで気にしてはダメ。ここは攻め続けるべき。手を緩めたら、チキンは一瞬で逃げてしまう』

「ですが、攻めると言っても具体的に何をすればいいのでしょう……」

『……色仕掛け』

「ふえぇぇっ!?　い、色仕掛けですかっ!?」

『……女の武器。特に凛の場合は、その威力が凄すさまじい』

「私……そんな武器持ってないですよ？」

『……ぎるてぃ。そんなこと言う凛なんて知らない。ねぇ、電話切っていいかな？』

「ちょ、ちょっと待って！　切らないでください～！」

『……噓。切らないから安心して。冗談だから泣かないの』

「……ありがとうございます」

『……でも凛は、自分の武器を自覚しないとダメだと思う。そんな甘い考えではあの〝ダメ男〟攻め落とすことは不可能だよ』

「ダメ男って……。翔と和わくんはそんなにダメではないですよ？　優しいですし、他にも──」

『……はいはい。それは知ってる。健一にも彼のことは聞いてるし……。私が言いたいのは対人関係がダメダメな点ね……。まぁ、その話はいいや。とりあえず、凛はこの後どうするか決めてるの？』

「そうですね……。う～ん……今まで通り……かな？」

『……はぁぁぁ』

「ため息!?」

『……呆あきれて何も言えない。そんな心持でよく〝惚れさせる宣言〟ができたね』

「そんなこと言われましても……本当に何をすればいいかわからないです……。琴音ちゃん……教えてくれませんか？」

『……可愛い』

「えーっと、何か言いましたか？」

「……なんでもない。（普段はしっかりしてるのに、たまに見せるこういう態度が可愛いよね本当に）』

「琴音ちゃん？　どうしました？」

『……ごめん、考え事をしてた。とにかく、凛は常盤ときわ木ぎ君と接する機会を増やすべき。じゃないと彼が何を考えているのか見えてこない』

「今以上に接する機会を、ですか？」

『……今は、単なる通い妻。そこから妻に昇格させる』

「妻!?　えっと……では、どうすれば……？」

『……同棲』

「ど、ど、ど、同棲ですか!?　流石に色々と過程を飛ばし過ぎじゃ……」

『……じゃあ凛が言う過程って何？』

「そうですね……。例えば、二人で映画を見に行ったり、手を繫いで湖畔をお散歩したり……たくさんお話がしたいです……えへへ～」

『……やばい、可愛すぎて辛い』

「琴音ちゃん……？」

『……なんでもない。（初々しいなぁ～本当に……）』

「けど琴音ちゃん。そんなにぐいぐい攻めて……嫌な人って思われていませんか？」

『……何もしなければ変化は訪れない。凛は恥ずかしからずに覚悟を決めるべき。相手を変えるには、自分も変わらなきゃ』

「……覚悟。……自分を変える……」

『……凛。最後に確認だけど……彼のこと本当に好き？』

「はい……。〝好き〟なのだと思います」

『……なんだかはっきりしないね』

「正直なところ、男性に好意を抱くというのが初めてで……。私には、この気持ちが本当に恋なのかどうかというのは未だに摑み切れていないのです」

『……そっか』

「ただ、翔和くんを思うとふわふわとして、どことなく苦しくて、そして、時折見せる彼の寂しげな表情が脳裏に焼き付いて離れないのです。彼をもっと知りたい。彼ともっと一緒にいたい。そう常に思っています…………これが〝好き〟という気持ちなのでしょうか？　琴音ちゃん……」

『……間違いないでしょ。明らかに大好きじゃない』

「だ、大好き!?　でも……そうですか。そうですよね！　けど、改めて認識すると……なんというか……顔が熱くて、心臓が張り裂けそうです……うぅ」

『……はぁ、可愛い過ぎて死ねる……』

「あれ？　何か言いましたか？」

『……ううん。こっちの話。じゃあ、とりあえずこれからのこと考えようか。恋愛初心者の凛のために一肌脱ぐよ』

「ありがとうございます琴音ちゃん！」

『……さっそくデートのこと聞いてもいい？』

「勿もち論ろんです！　あ、でも夜遅いのでまた今度でも……。私は大丈夫ではありますが……」

『……私も大丈夫だから聞かせて』

「はいっ！」




──盛り上がる女子たちの会話は、陽が昇る時間まで続いたのだった。
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